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　　　◇１－１　西さい園おん寺じの消失







【ｆｒｏｍ委員長　先生に仕事を頼まれたのでちょっと遅れます。四時半までにはそちらに行けるはずです】

　──パチン。

　おれは早はや坂さかちひろ──通称、委員長──から届いたメールをざっと流し読みすると、液晶が自動で暗くなる前に時刻を確かく認にんした。

「四時五分か」

　ポケットに携帯電話をねじ込み、だらしない姿勢で畳の上を這はい回り、こたつと十四型のブラウン管テレビの電源を入れる。さらに古びた棚に納められたカラフルなゲームソフト──ＲＯＭカセット──の中から転てん職しよくシステムを備えた某有名ＲＰＧの三作目を引き抜き、八十年代に一世を風ふう靡びしたあずき色のゲーム機きにその黒いカセットを差し込み、間かん髪ぱつ入いれずに電源スイッチを弾はじいた。

「お、レベル上がってる」

　おれは隠かくれ家がの秘密を共有する女子三人のセーブデータを眺めつつ、傍かたわらのショルダーバッグから手探りでコーヒー牛乳を取り出し、口にくわえたストローを紙パックに突き刺した。

　縦たてに三つ並んだぼうけんのしょ。

　一番上は委員長のセーブデータだ。適正レベルを大幅に上回っているのは『石橋を叩たたいて渡る』が委員長の信条だから。しかし、派は手でな散財に抵抗があるのか、はたまた貯ちよ蓄ちく志向なのか、装備のほうはレベルのわりに貧弱だ。ただ、カジノがある同シリーズの四作目をプレイしているときに限っては、「２００Ｇだけ……２００Ｇだけカジノに……」とギャンブルにお金を注つぎ込む。２００Ｇだけ、３００Ｇだけ、４００Ｇだけ、と日増しに金きん額がくが増えているのはギャンブル中毒の兆候か。職業でたとえるなら『遊び人の血を引いた賢けん者じや』といった感じ。

　委員長の下、真ん中のぼうけんのしょは脳天気ドＭ女、秋あき葉ば瑞みず穂ほのセーブデータだ。こいつは勇者、遊び人、遊び人、遊び人というパーティー構成からわかるように特殊なスタイルでのプレイを好む。蘇そ生せい禁止プレイだの道具使用禁止プレイだの魔ま法ほう禁止プレイだの……自らの首を締しめるのがお好みで、「ここで死んだら全すべてが水の泡に……あふ、あふ、あふぅーん」と実はこいつ絶望を味わうのが目的なんじゃ？　と思わなくもない。ちなみに秋葉のパーティーメンバーの名前は勇者から順に「けって」「たたいて」「ばとう」「して」と横に並べると妙な文章ができあがる。

　最後、一番下のセーブデータは、おれの天敵であり、委員長の学業上のライバルでもある西さい園おん寺じ奏かな恵えのものだ。当初、ＲＰＧには興きよう味みなさげだった西園寺だが、委員長の強いすすめもあって空いていた三番目のセーブデータに自分の名前を刻み、勇者「かなえ」が誕たん生じようした。

「へえ、もうレベル18か」

　押しが強い西園寺はゲームの中でも力押し──ゴリ押しとも言う──が基本で、勇者「かなえ」のお供は戦士二人ふたりに武ぶ闘とう家か一人ひとりと筋骨隆々な強つわ者もので固められている。攻こう撃げきは最大の防御と言うでしょう？　とは西園寺の言葉だが、物語が進めば魔ま法ほうを必要とする場面がいつか必ず出てくるはずで……。おれはそういうシーンが訪れたら、「西園寺さーん？　これ詰んだんじゃないですかー？　攻撃は最大の防御（笑）」と鼻で笑ってやるつもりでいる。

「さてと……」

　委員長がやってくるまでまだ時間に余裕があったので、おれは暇つぶしにと思い、西園寺のセーブデータをロードし、装備画面を開き、女勇者「かなえ」の鎧よろい装備を剝はぎ取り、「露ろ出しゆつ狂きようだ！　露出狂が出たぞー！」と小声で叫び、剣と盾で大事なところを隠し、「何見てるのよ！」と顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なっている勇者「かなえ」の痴ち態たいを想像するなどして退屈な時間を潰つぶしていたのだが──その最中……。

「やべっ」

　傍かたわらのコーヒー牛乳をつかみそこね、ゲーム機きに少量の液体がかかってしまった。慌てて手を伸ばし、斜めに倒れたコーヒー牛乳を片手で持ち上げたのだが、不幸は重なるもので、腕がゲーム機に刺さっているカセットを弾はじいてしまい、その衝しよう撃げきで画面がバグってしまった。

「あーあ……」

　おれはゲーム機の側面を濡ぬらした茶ちや色いろい液体をティッシュで拭ふき取り、もう一方の手でリセットボタンを押した。そして畳に染み込みつつあるコーヒー牛乳をなおもティッシュで拭き取っていると──

　聞き覚えのある、だが聞きたくはなかった『あの効果音』が流れた。呪のろわれた武具を装備すると流れる耳に残る効果音。

「……え？」




　おきのどくですが

　ぼうけんのしょ３ばんは

　きえてしまいました。




「は？　はあああ!?」

　な、なんでよりによって西園寺のセーブデータだけ消えるんだよ！　噓うそだろ!?

「……装備を剝ぎ取った報いか……」

　くそっ！　おれはただ想像の中で西園寺を辱はずかしめていただけなのに！

「と、とにかく隠いん蔽ぺい工作を……」

　でもどうやって？　パソコンだったら消失したデータをサルベージする方法はなきにしもあらずだが、この手のゲーム機きの場合は、

「どうにもならないよな……」

　おれは重いため息を吐き出し、コーヒー牛乳を吸って茶ちや色いろくなったティッシュを片手で丸め、ゴミ箱に向かってシュートした。

「データの修復が無理となると……」

　ゲーム機から引き抜いた黒いカセットを持ってあれこれ考えていると、

　──ガラガラガラ。

　隠かくれ家がの扉が音を立てて開き、

「すみません、渋しぶ沢さわ君。遅くなりました」

　委員長がちょこんと頭を下げながら隠れ家の中に入ってきた。

　やっべ……！

　おれは慌てて棚の奥にカセットを突っ込んだ。そして何事もなかったかのように、

「や、やあ、委員長」

　と言って軽く手を上げた。

「渋沢君？　棚の整せい理りですか？」

「……あ、ああ、うん。そうなんだ……」

「うん？　なぜ顔を背けるのです？」

「……そ、それは」

「それは？」

「い、委員長の笑顔えがおが眩まぶしすぎるからだよ」

「はい？」

　畳の上にあがった委員長が首を傾かしげる。

　と、その背後で、

「──怪しい。実に怪しい」

　いつの間に現れたのか、西さい園おん寺じが隠れ家の入り口に立っていた。腰に手を当て、おれに怪け訝げんな眼まな差ざしを向けている。

「早はや坂さかさん、不用意に動き回らないほうがいいわ。もしかしたらこの男、部へ屋やのどこかに隠しカメラか何かを設置したのかも」

「隠しカメラを？」委員長が眉まゆをひそめる。

「……おいおい、西園寺。歩く聖書と名高いこのおれがそんなもん設置するとでも思ってんのかよ？　アホなのか、お前は？」

「黙だまりなさい。ホラ吹き男」

　西さい園おん寺じは演技派の女じよ優ゆうを思わせる凜りんとした声を発し、「調しらべさせてもらうわ」と言って畳の上にあがり、窓際やテレビ周辺、押入れの中などをチェックし始めた。当たり前の話、隠しカメラ云うん々ぬんは西園寺の被害妄想に過ぎない。だからおれは「無む駄だだっての」と強気の姿勢を保つことができたのだが、ゲームソフトが並ぶ棚の前を西園寺が通りかかったときはさすがにヒヤッとした。

「……ないわね」

　西園寺は定位置の窓際に戻ると、偉そうに腕組みをし、「どこに隠したの？」と犯罪者を見るような目つきでおれを睥へい睨げいした。

「隠してねーよ。カメラは」

「……カメラは？」西園寺が寄りかかっていた窓から身を離はなし、「今、『カメラは』と言ったわよね？　聞き間違いではないわよね？」

「カメラなんて隠してないって意味だぞ」

「カメラ以外の何かを隠しているという意味ね」

「こ、こじつけだ！」

「心拍数の増加を確かく認にん」

「なんでわかるんだよ！　い、いや、別に普段ふだん通りだ！　おれの心拍数は！」

「うーん」とここで委員長が口を挟み、「渋しぶ沢さわ君は図星を突かれたとき、若干声が大きくなる、というデータが、たしか私の手帳の中に記き録ろくされていたはずです」

「ふふふ……さすが早はや坂さかさんだわ」西園寺が微笑を浮かべ、「これは徹てつ底てい的てきに家探しする必要がありそうね。と、その前に……持ち物検査を実施しましょう」

「なんだって？　持ち物検査？　──って、西園寺！　勝手におれのバッグをあさるな！」

　──ボトボトボト。

　西園寺がおれのショルダーバッグをひっくり返し、中に入っていた二つ折り財布、古いゲーム雑誌×２、コンビニの袋（中には何も入っていない）が畳の上に落ちた。

「たったこれだけ？　他ほかには？」

「お前なあ……」

　西園寺の暴ぼう挙きよに呆あきれ返っていると、

「渋沢君？　教科書やノートは？」

　おれの側そばに寄ってきた委員長が畳の上に落ちているおれの私物を眺めながら優ゆう等とう生せいらしい疑問を投げかけてきた。

「……教科書やノート」

「どこですか？」

「えっと……」

　おれが言いい淀よどんでいると、「どうせ教室の机の中に置きっぱなしなのでしょう？」と西園寺がズバリ答えを言い当てた。

「（言うなよ！）」

「教科書やノートがない。……この不良生徒にありがちな現象は、本人に復習や予習をする意思が皆無であることを意味します」

「……そ、その通りで」

「渋しぶ沢さわ君はダメダメです。ダメダメのダメ人間です。このままではダメダメのダメ人間のさらに上を行くダメダメのダメダメ人間になってしまいます」

「……その通りで」

「渋沢君？　本当にわかっているのですか？　ダメダメのダメダメ人間ですよ？　ダメダメのダメ人間とはひと味違うのですよ？　ワンランク上なのですよ？　そもそも……ダメダメのダメ人間とはダメダメがダメダメで──」

　くどくどくど……。

　委員長のお説教が続く中、「ふふ、ざまあみなさい」という西さい園おん寺じのせせら笑いが聞こえた。

　結局、この日──

「セーブデータの消失」が二人ふたりに露ろ見けんすることはなかったが、代わりに委員長の長い長いお説教を拝はい聴ちようするハメになった。西園寺の怒りの鉄てつ拳けんに比べれば、物理的な痛みを感じないお説教のほうが幾分マシのような気がしないでもなかったが……。

　しかし──

　悪いことはできないもので──







　　　◇１－２　名探偵西園寺







　数日後、西園寺にあっさりバレた。

　と言うのは……もちろんセーブデータの消失の件である。

　その日の放ほう課か後ごは、教師に呼び出しを食らったせいで、隠かくれ家がに行くのがいつもより三十分くらい遅くなってしまったのだが、

「うーっす」

　軽いノリで挨あい拶さつをしながら隠れ家の扉を開けると、

「この腐れ外げ道どう……！　覚悟しなさい！」

　突然、西園寺が金切り声を発しながらおれにつかみかかってきた。うわ、っと叫びながら西園寺の突進を横にかわしたおれは、「い、委員長、助けてー」とこたつに入って背中を丸めている委員長に助けを求めた。

　だが返ってきた言葉は、

「ノーです」

　とそっけなかった。

　こ、この冷ややかな視し線せんは……。

「（まさか……おれの悪事が露ろ見けんした？）」

「残念だったわね……っ」

　背後を振り返ると、邪悪なオーラを身にまとった西さい園おん寺じが右手に英和辞書を装備しているところだった。作戦が「ガンガンいこうぜ」に切り替わったのは明白だ。オレ……ピンチ。

「ねえ？　あれが何かわかる？」

　西園寺がテレビを指差した。

　黒い背景に白字でデザインされたシンプルなゲーム画面には複数のセーブデータが表示されていた。ゲーム機きにはこの間、おれがプレイした某有名ＲＰＧの三作目が差し込んである。そして、画面には委員長と秋あき葉ばのセーブデータしか表示されていない。

　くっ、ついにバレてしまったか……。

「私のセーブデータを消したのはあなたね？」

「な、なんのことやら……」

　この期に及んでシラを切るおれ。

　イサギヨクナイ……。

「犯人はあなたよ。確かく率りつは百パーセント以上」

「百パーセント超えんな！」

「証拠はないわ」

「ないのかよ！　そこはあるって答えろよ！」

「だって証拠なんて必要ないもの」

「な、なんだと……？」

「簡かん単たんな推理よ」と言って西園寺が辞書を抱えたまま腕組みをし、「先週の金きん曜よう日び、私のセーブデータは間違いなく残っていたわ。そのとき、この部へ屋やにいたのは私と早はや坂さかさんとあなたの三人。そして最後にこの部屋を出たのは、たしかあなただったわよね？」

「あ、ああ……たぶんな」

「次に月曜日。一昨日おとといのことね。この日は私も早坂さんも放ほう課か後ごに用事があって隠かくれ家がに行くのが遅くなってしまったわけだけど、四時半ごろ、この部屋を訪れると……挙きよ動どう不ふ審しんな男が一匹、畳の上を這はいずり回っていた」

「おれは毛虫か」

「犯人はその醜みにくい毛虫」

「もう結けつ論ろんかよ！　はえーよ！」

「愚鈍な男」西さい園おん寺じが辛しん辣らつな言葉でおれを一いつ蹴しゆうし、「アリバイがないのよ。あなただけ」

「……あ、アリバイ？」

「先週の金きん曜よう日びからあなたが不ふ審しんな行動を取っていた月曜日にいたるまで、あなたは隠かくれ家がに一番乗り、かつ──」

「──最後まで残っていた……？」

「ご明察」西園寺が満足げに頷うなずき、「あなたにアリバイがないと言ったのはつまりそういうことよ。逆に私と早はや坂さかさんには確かつ固こたるアリバイがある……。ちなみに、秋あき葉ばさんはこの一週間、隠れ家を訪れていないから容疑者から外しておいたわ。まあ、彼女は変わり者ではあるけれど、無む闇やみに波風を立てるような人ではないから、最初から疑ってはいないのだけれど」

「くっ……」

　感かん情じよう論ろんで押してくるかと思いきや、意外にも理り路ろ整せい然ぜんとした推理を……。

　名探偵西園寺！　恐るべし！

「完かん璧ぺきです。完璧な推理です」

　委員長が賞しよう賛さんの言葉を西園寺に送る。

　──パチパチパチパチ！

　と笑顔えがおで拍手する委員長だったが、おれを視界に入れると、「それに引きかえ渋しぶ沢さわ君は……」と我が子の失態に落胆する母親のような顔でため息をついた。

「ち、違うんだ、委員長」

「違う？　違う……とは？」

「えっと……つまり」

「つまり？」

「ま、まあ……その、たしかに西園寺のセーブデータを消したのはこのおれだよ。でも、故意にやったわけじゃないんだ。これは小さな不幸がいくつも重なった結果起きた──ぶほおおおおおおお──っ!?」

　最後まで言い切る前におれは吹っ飛んだ。

　文字通り物理的に──

「うわああああっ！」

　背中に重い一いち撃げきを受けたおれは、マット運動で言うところの前転を二回半繰くり返かえし、壁かべに顔面を強打して緊きん急きゆう停止。

「いってぇ……」

　くるりと身をひるがえし、壁を背にした状態で視し線せんを前方に向けると、

「私のセーブデータを返しなさい！」

　白いソックスに包まれた西園寺の足がおれの顔面を覆おおい隠した。つまり、西園寺が放った前まえ蹴げり──その足の裏がおれの顔面にぴったりフィットしたのだ。
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「や、やめろ！　おれにムレムレのニーソックスの匂においを嗅かぐ趣しゆ味みはない！」

「冬なのにムレムレなわけないでしょう！」

「い、委員長！　ヘルプ！　ボク、暴ぼう力りよく振るわれてるぅ！　タスケテー！」

「自業自得だと思います」

「い、委員長が暴力を容認した!?」

「暴力ではありませんよ。愛の鞭むちです」

「これのどこが愛の鞭!?」

　ガシガシっ。

　なおも続く西さい園おん寺じの愛の鞭。

　……という名の暴力。つーか、前まえ蹴げり。

「（なんてことだ……）」

　委員長に見捨てられた今、この場におれの味方になってくれる人間は一人ひとりもいない。西園寺の横暴を食い止めるには自力でなんとかするしかないわけで──

「（くっ……こうなったら）」

　おれは目を凝こらし、機き械かい的てきに繰くり出される西園寺の前蹴り……その先に見えるもの（人はそれを楽園と呼ぶ）を凝ぎよう視しした。

「（だ、ダメだ！　見えそうで見えない！）」

　反はん撃げきを諦あきらめ、スカートの中を覗のぞく業務に専念しようとしたのだが、目に映るのは西さい園おん寺じの足の裏ばかり。パンチラの鑑かん賞しよう、それだけが今のおれにできる唯一の抵抗だというのに……！

「この！　この！　死んで詫わびなさい！」

「死んで詫びるほどのことかよ!?」

「ふんっ」と西園寺が鼻を鳴らし、「申し訳ないという気持ちがあるのなら今日きよう中じゆうにセーブデータを復元しなさい。そうすれば許してやらないこともないわ」

「今日中とか！　無茶むちや振ぶりだろ！」

「では……死になさい！」

　西園寺が勢いよく足を上げた。前まえ蹴げりではない。踵かかと落おとしのモーションだ。今度はおれの脳天をかち割るつもりらしい。西園寺は、死んで地獄にいけぇぇ！　と雄お叫たけびを上げながら足を振り下ろし──




「セーブデータの復元ならあっしにお任せを！」




　途中で第三者の横やりが入った。声の主は「委員長さん、ちーっす」と脳天気なオーラを振りまきながら隠かくれ家がの敷しき居いをまたいだ。

　その直後──

「はがああああっ!?」

　ガツン、とおれの脳天に西園寺の踵落としが炸さく裂れつした。

「ほむー？　渋しぶ沢さわさん？　どうしました？」

「あ、秋あき葉ば……。登場するならもっと余裕を持って……おれの代わりに西園寺の踵落としを顔面で受け止めるとか……そういう登場の仕方をしてくれよ……ううっ」

　おれは頭を両手で抱え、毛虫のようにごろごろと畳の上をのたうち回った。一方、生きつ粋すいのドＭ女、秋葉は「ハァハァ……西園寺さんの踵落とし……ハァハァ」と涎よだれを垂らしながら西園寺の脚にまとわりつくのだった。




　五分後──




「ＲＴＡ？」

「うっす。リアルタイムアタックのことっす」

　秋葉が西園寺の疑問に答える。

「言葉の意味は知っているわ。たまに早はや坂さかさんがアクションゲームの鍛たん錬れんのためにやっているもの。私は、それとセーブデータの復元がどう関係するのかと訊きいているのよ」

「渋沢さん、説明お願ねがいしまっす」

「……なぜおれに振る。まあ、お前の狙ねらいはわかるけどさ」

　おれは、やれやれ、と目を細め、

「つまりさ、無む駄だな行動を排除した最短ルートでの攻略を目指すＲＴＡの特質を利用すれば、通常よりも短い時間で、消失した西さい園おん寺じのセーブデータを復元……いや、再現することができるってことだろ？」

「その通りっすー。さすが渋しぶ沢さわさ～ん」

「うーん」とここで委員長が、「でも西園寺さんのセーブデータって、たしか勇者のレベルが18でしたよね？　さすがに今日きよう中じゆうに、というのは無理があるのでは？」

「たしかに」と頷うなずくおれ。「秋あき葉ば？　そこんところどうなんだ？」

「ふふふ……どうやら渋沢さんたちは『ＲＰＧ』と『ＲＴＡ』、この二つのキーワードを並べて検索したことがないようですね」

「検索って……」

　たぶん秋葉は、お前ら無知だな、と言いたいのだろう。

「何が言いたい？」

　おれが話の続きを促すと、

「実はですねー、今回、問題になっているこのＲＰＧはＲＴＡ業界の花形の一本なんですよー。話題に挙がりやすいのは、リメイク版のほうなんですけどぉ……そちらのほうだと世界記き録ろくは二時間四十分前後、オリジナル版のほうでも四時間台でのクリアが報告されています」

「え、えええ!?　そ、そんな短時間でクリアできるものなのですか!?」

「できますぅ！　ＲＴＡの猛も者さたちをなめないでください！」

「お前も猛者の一人ひとりというわけか……」

　……っていうか、操そう作さ性せいが向上しているとはいえ、リメイク版のクリアタイムが二時間四十分前後ってマジかよ。どんなに急いでも五時間以上はかかるものと思ってたぞ。

「オリジナル版とリメイク版で攻略の仕方に若干の違いがあるんですが、共通して言えることは『無駄な戦せん闘とうは避ける』、『レベル上げは効率良く』、『必要なアイテム以外は無視する』ということです」

「それはなんとなくわかる」

「まず、最初の町で仲間を加えますよね？　そうしたらレベルを２か３まで上げて、序じよ盤ばんのイベントはことごとくスルー。ピラミッドがある砂漠のお城を目指します。お城やピラミッドで手に入るお宝と先に進むための鍵かぎを手に入れたら、高こう額がく換金アイテムを売って中盤で手に入る武器と防具を購こう入にゆう。このゲームは装備ゲーといっても過言ではないので、この装備の強化によって、攻こう撃げき力りよくも守備力も一気に三倍に跳ね上がります」

「三倍に……ごくっ」

　委員長が喉のどを鳴らす。

「ふふ」と秋あき葉ばが微笑ほほえみを浮かべ、「この時点ではほぼ初期レベルに近い勇者一行ですが、中ちゆう盤ばんで手に入る武具を装備したことによって、格上のモンスターと対等に渡り合えるようになります。経けい験けん値ちウマウマですぅ」

「レベル、ガンガン上がりそうだな」とおれ。

「史上最強の効率重視です」と委員長。

「この手法、『序盤を丸々カットする戦法』は、イベントの攻略順が決まっていたり、序盤から固定のボスが存在するＲＰＧでは実現不可能なのですがぁ、『Ⅲ』は自由度が高いので、それが可能なのですぅぅー」

「だ、大胆です。大胆な攻略法です……」

　メモメモ、と委員長が手帳にペンを走らせる。いたく感心している様よう子すだ。

「と、まあ、序盤はこんな感じっすー。職しよく業ぎようの構成とか中盤のレベル上げとかボス戦の攻略法とか、他ほかにも重要な要素があるんですが、まー、それを言っちゃうとこの先、西さい園おん寺じさんが楽しめなくなるので言わないでおきますぅー」

　そう言って秋葉が話を締しめくくった。おれは秋葉の脳天気な横顔を見つめながら、「なるほどなー」と頷うなずいて感心を示した。

「ふーん」

　素直に感心を示したおれとは対照的に西園寺のリアクションは淡白なものだった。しかし、

「では……秋葉さん。セーブデータの復元作業はあなたにお願ねがいすることにするわ。いいかしら？」

「ういっす。お任せでーす」

　委員長の感心を誘い、さらに西園寺にセーブデータの復元を依頼され、おまけにおれのピンチまで救い……。今日きようのＭＶＰは秋葉で決まりだろう。異い論ろんを挟む余地などない。

「（まさか秋葉に助けられるとは……）」

　今度何か奢おごってやらないといけないな。

　んー、何を献上するかなー。

「ではさっそく！」

　秋葉への貢みつぎ物ものに頭を悩ませていると、当の秋葉がテレビの前に移動し、消えたセーブデータの復元作業を開始した。

　その光景をぼんやり眺めていると、




　──かなえたちは　ぜんめつした！




　──かなえたちは　ぜんめつした！




　──かなえたちは　ぜんめつした！




　──かなえたちは　ぜんめつ（以下略）。




　一時間もあれば十分ですよー、と豪語していた秋あき葉ばだったが、お宝回収の道中、砂漠の横断に手こずり……。

　全滅、全滅、また全滅！

　圧倒的敗北を何度も繰くり返すことになった。

「あふーん。また全滅しちゃいましたぁー」

「おい……秋葉」

「ふいー？　なんすかー？」

「一時間もあれば十分だったんじゃないのか？」

「あー、『死ななければ』が抜けてましたー」

「……ああ」

　そうか。そうだよな。何十、何百という失敗を重ねて、ようやく一回の成功が拝おがめる……それがＲＴＡというものなのだ。数時間でクリアできる、というのは努力の過程を見なければの話であって、世界記き録ろくってのは、実際には途方もない苦労の上に成り立っているのだ。というか、即逃げとはいえ、本来、レベル10以上で戦う敵とレベル２とか３でやり合ってるんだもんな。一度でも逃走に失敗すれば袋ふくろ叩だたきか。

「秋葉さん……」

「むいー？」

「こう言うと身みも蓋ふたもありませんが……」

　先ほどまで秋葉を絶ぜつ賛さんしていた委員長だが、さすがに擁よう護ごできなくなったらしく、

「普通にプレイしたほうが早いのでは……？」

「あふぅ……」秋葉は委員長の言葉を受け、恍こう惚こつとした表情を浮かべ、激はげしく身をくねらせ始めた。「ＲＴＡは究極のマゾプレイっすぅ！　この程度では死んだうちに入りません！　もっともっと、死んで死んで死にまくるっすぅ！」

　あふあふと悶もだえながらプレイを再開する秋葉。

　……前ぜん言げん撤てつ回かい。

　献上品の贈ぞう呈ていは中止だ。

「どういうことよ」

　西さい園おん寺じも痺しびれを切らしたようで──

「話が違うじゃない」

「……なぜおれを睨にらみますか。西園寺さん」

「話が違うわ」

「……だからどうしておれを……」

「話が違う」

　く、くうううっ。今回は全面的におれが悪いから何も言い返せねぇ……。

「この落とし前、どうつけてくれるの？」

「い、家に帰って……」

「家に帰って？　何？」

「ゲーム機きを家に持ち帰って徹てつ夜やでセーブデータの復元作業に従事させていただきます！」

　そう一気にまくし立てると、

「ふっ……」

　西さい園おん寺じが表情を緩ゆるめ、「よろしい」と満足げに微笑ほほえんだ。

「（結局……こうなるわけね……）」







　　　◇１－３　夢の中で







　翌日の放ほう課か後ご、隠かくれ家がを覗のぞくと、委員長が押入れに頭を突っ込み、「ないないない！」と一人ひとりで大おお騒さわぎしていた。

「ん？　何やってんの？」

　入り口で上うわ履ばきを脱ぎつつ、委員長のお尻しりに向かって声をかけると、

「ないのです！」

　と言って委員長が押入れから顔を出し、

「ゲーム機がどこにもないのですよ！」

「……え？」

「渋しぶ沢さわ君！　一大事です！　誰だれかが……見知らぬ誰かが！　隠れ家に忍び込んだのかもしれません！」

「あー……」

「最悪の場合、ゲーム機を持って職しよく員いん室しつに駆け込み、『こんなものが旧校舎に！』と先生たちに報告している可能性も……！」

「委員長、実はさ」

「ああ……一体どうすれば……」

「おーい」

「隠れ家始まって以来の大事件です……」

「聞いてねーし」

　おれは「論ろんより証拠だな」と思い、ショルダーバッグを畳の上に置き、もう一つの荷物、取っ手のついた丈夫な紙製の袋を委員長の目の前に差し出した。

「渋しぶ沢さわ君？　この袋は？」

「中、見てみ」

「え？　中って…………ああー！」

「昨日きのう言わなかったっけ？」

　おれは袋の中からあずき色のゲーム機きを取り出し、

「消えた西さい園おん寺じのセーブデータを徹てつ夜やで復元するから家に持って帰るって」

「あ……そういえば……」

「言ったよね？」

「はい……言いました……」

　委員長がおれから視し線せんをそらし、勘違いでした、とつぶやきながら押入れの襖ふすまを閉めた。

「あっ、だから今日きようは授業中に居眠りをしていたのですね？」

「よく見てるね」

「だって先生に何度も注意されていたじゃないですか。体育以外、全すべての科目で」

「……そうだったっけ」

「私も休み時間にメールで何度か注意したはずですが、もしかして見てません？」

「ごめん、見てないや」

「渋沢君は相変わらずダメダメですね」

「はは……」とおれは笑って誤ご魔ま化かし、「平日に徹夜なんてするもんじゃないね」

「渋沢君、徹夜って、文字通り徹夜なのですか？　一睡もしていない？」

「貫徹だよ」

「んー、でしたら今日は早く帰ってお休みになられたほうがいいのでは？」

「おれもそうしようと思ったんだけど、この時間からベッドに横になったら目を覚ますのが夜中になりそうだから……」

「昼夜が逆転してしまう、と？」

「うん。だからここで仮眠を取ろうかなって」

「ここで？」

「委員長の目覚ましボイスに期待」

「……なるほど。そういう魂胆ですか」

「オッケーっすか？」

「はぁー……」と委員長が呆あきれ顔がおでため息をつき、「わかりました。西園寺さんのセーブデータを一晩で復元した渋沢君の努力に免じて、今日は大目に見てあげることにしましょう」

「サンキュー、委員長。じゃ、六時になったら起こしてよ」

　おれはこたつの中で横になり、まくらの代わりに、と座布団を二つ折りにした。

「それでは私は明日あしたの予習でも……」

　仮眠の環かん境きようを整ととのえていると、委員長がこたつの上に勉強道具を広げた。

「あ、そうか。今日きようは『お勉強の日』だっけ」

「カリカリうるさいかもしれませんが」

「別に……それはかまわないけど」

　んー、真ま面じ目めに勉強する優ゆう等とう生せいの傍かたわらで派は手でに爆ばく睡すいする不良の図ってのはどうなんだ？　一応、委員長のお許しは出ているけど、こんなところを西さい園おん寺じに目もく撃げきされたら、「まるで兎うさぎと亀かめね」と鼻で笑われそうだ。あるいはアリとキリギリス。後者のほうが妥当なたとえかも。

　うーん、とはいえ……。

「ふわー」

　委員長には悪いけど……。

　睡眠不足なのは事実なわけで……。

　今にもまぶたが……。

「（あー、ダメだ。落ち──）」

　──ぐうー……。

　おれはものの数分で眠りに落ちた。




　睡眠中……。

　不ふ思し議ぎな夢を見た。

　場所は隠かくれ家が。時間帯はよくわからない。その隠れ家にはこたつがなく、テレビやゲーム機きなども見当たらない。どうなってんだ？　とおれは夢の中で首を傾かしげる。直後、目の前になんの前触れもなく委員長が出現。だが現れたのはおれがよく知っている委員長ではない。ファンタジーベースのＲＰＧなんかによく登場する露ろ出しゆつ度どの高い女戦士風の衣装を身にまとった委員長だった。その委員長が言う。「頑張った渋しぶ沢さわ君にご褒ほう美びです」と。え？　ご褒美って何？　おれがそう問いかけると、「ご褒美と言ったらパフパフに決まっています」と委員長はさも当然のように答えた。今日の委員長はいつになく大胆だ。十八歳未満はお断りです、とでも言いたげな顔をしている。おれはどもりながら、「ぱ、パフパフ？　パフパフってあの伝説のパフパフ？」とアダルトな雰囲気をこれでもかと発しているお色気ムンムンな委員長に問いかける。すると委員長は、「愚問です。パフパフといったら──」と言いながら前まえ屈かがみになり、グラビアアイドルみたいに胸元を強きよう調ちようした。うおおおおおー！　キタキタキター！　委員長のパフパフイベントキター！　……おれの興こう奮ふん度どがマックスに達する中、女戦士風の委員長が、ふふふ、と色っぽい笑えみを浮かべ、徐々にこちらに近づいてきた。
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　一歩、二歩、三歩、四歩、そして──




　──カシャ。




　直後、謎なぞの効果音がおれを覚かく醒せいに導みちびいた。

　途端とたんに摩ま訶か不ふ思し議ぎな世界は雲うん散さん霧む消しようし……。

「……はっ!?」

　おれはぼやけた視界の先で本物の委員長を発見した。逆さまの委員長──天地がひっくり返っているわけではない。おれが仰あお向むけの姿勢で寝ているからそう見えるのだ。

「（ってか、委員長……どうして携帯電話をおれのほうに向けてるんだ？）」

　おれはくるっと身をひるがえし、

「委員長？　何やってんの？」

「あ、うっ」

　慌てて携帯電話を隠す委員長。

　おれは、ははぁ、と一人ひとり納得し、

「もしかしてさっきのはシャッター音？」

「……ううっ」

「委員長？　盗とう撮さつは犯罪だよ？」

「す、すみません。あまりにも安らかな寝顔だったので……つい……」

　と言いながら携帯電話を操そう作さする委員長。どうやら画像を消去するつもりらしい。

　おれは、「あ、待った」と手で制し、

「別に消さなくてもいいよ」

「……え？　いいのですか？」

「いいよいいよ。記念に取っといてよ」

「で、では待ち受け画面にでも……」

「……いや、それは止やめとこうよ。クラスの連中に画面を覗のぞかれたら厄やつ介かいだし」

「そ、それも……そうですね」

　──コトン。

　委員長が携帯電話をこたつの上に置く。

　その後、奇妙な沈ちん黙もくが訪れた。

　一歩も動こうとしない委員長。

　それはおれも同じで──

「（な、なんなんだ……この妙に落ち着かない間は。も、もしかして、あれか？　夢の中で委員長のパフパフイベントと遭遇したから……罪悪感？　この落ち着かない間の正体は罪悪感なのか!?　や、でも、委員長も視し線せんを彷徨さまよわせてるし……。はっ!?　もしかして委員長に心を読まれてるんじゃ!?）」

　考えれば考えるほど思考が悪い方向に進んでいく。楽らつ観かん的てきにものを考えることができない。

「（ざ、雑念を……雑念を振り払うんだ）」

　今日きようはテレビの電源もゲーム機きのスイッチも入っていないから、おれと委員長以外に音を発するものはない。

　秋あき葉ばと西さい園おん寺じは不在。

　ここにいるのは……この四畳半の畳の部へ屋やに存在しているのはおれと委員長だけ──

「あ、そうです！」

　先に沈黙を破ったのは委員長のほうだった。

「渋しぶ沢さわ君。これを」

「ん？　何？」

　すぐさまリアクションを返す。沈黙が耐たえ難がたかったのはおれも同じだったから。

「期末テスト対策です」

　そう言って委員長が自分のバッグから取り出したのは文字がびっしりと印字されたプリントの束だった。

「これに一通り目を通せば、少なくとも赤点だけは回かい避ひできるはずです」

「これって……まさか全教科分あるの？」

「当然です」と委員長が胸を張る。

「ま、マジかよ……」おれはノート一冊分くらいあるプリントの束を受け取り、「これ、作るの大変だったんじゃないの？」

「いえ、そんなことは──」

「あるっしょ」

「あ、ありません」と首を振る委員長。「そのプリントは復習の過程で生まれた副産物であって、渋しぶ沢さわ君個人のために用意したものではないのですよ」

「本当かな……」

　どちらにしろ、こんなもの受け取ってしまったら勉強しないわけにはいかなくなるじゃないか。親や教師に「勉強しろ」と怒ど鳴なられるよりも何倍も効果がある。

「（とはいえ、感かん謝しや……するべきだよな？）」

　委員長特製の復習用プリント。

　それも全教科分あり。

　成せい績せきのかんばしくない生徒にすればお金を払ってでも手に入れたい代物のはずだ。

「（恩は返すべき。うん、返すべきだ）」

　おれは受け取ったプリントをこたつの上でトントンとそろえ、

「ねえ、委員長。テストが終わったらどこかに遊びにいかない？」

「あ、遊びにですか……？」

「うん」

　プリントのお礼がしたいんだ、とは言わなかった。言ったら遠えん慮りよされそうだし。

「えっと……遊びにいくのはかまわないのですが、その、どこへ行くのですか？」

「あー、行き先は……」

「まだ決めてない？」

「決めてないわけではないよ」

「曖あい昧まいです。実に曖昧な言い方です。さては渋沢君……見栄を張っていますね？」

「張ってないから」とおれは意地になり、「行き先は……おれのとっておきの場所だよ」

「とっておきの場所？」

「そう。とっておきの場所」

「一体どのような場所なのですか？」

「……そうだね」おれは考えるフリをし、「委員長の大好きなものがたくさん置いてある場所なのはまず間違いない」

「……私の大好きなもの……」

　委員長が口を半開きにさせ、目を細める。

「そこさ、おれにとっての聖地みたいな場所なんだよ。だから、本音を言えば誰だれにも教えたくないんだけど……でも、委員長には日ごろからお世話になってるからね。今回は出血大サービス！　委員長には特別に教えてあげるよ！」

「特別に……ですか」委員長がゴクリと生なま唾つばを飲み込み、「渋しぶ沢さわ君の聖地……一体どのような場所なのでしょうか。大変気になります」

「あとは当日のお楽しみってことで」

「やけにもったいぶりますね？」

「演出と言ってよ。演出と」

　そう言って胸を張ったものの──

　や、やべぇ……。今さらノープランです、とは言える雰囲気じゃないぞ。ちょっと見栄を張りすぎた感があるな……。

「んー、渋沢君の言う『とっておきの場所』がどのようなスポットを示すのか、大変気になるところですが……ひとまずその話は置いておいて──」と言いながら委員長がバッグの中に手を突っ込み、スケジュール帳を取り出す。「渋沢君？　日時はどうしますか？　試し験けんが終わったあととなると……十二月の第二週の週末とかでしょうか？」

「……うん。そのあたりだね」

　おれは平静を装い軽いノリで頷うなずく。

「土ど曜よう日びにします？　それとも日曜？」

「あー、土曜日は家の用事が……いや、あれは午前中ですむんだったかな。うーん、どうだったっけ……」

「では、土日のどちらか、ということで、詳細はまた日を改めて話し合うことにしましょう。まだ半月以上余裕がありますし」

　そう言って委員長はスケジュール帳を閉じ、

「えっと、日時はともかく……行き先のほうは渋沢君にお任せしますので、具体的なプランを練っておいてくださいね？」

「オッケー。任せてよ」

　トントン、とおれは自分の胸を叩たたいた。

　しかし、内心では──

「（行き先は……まあ、ゲームショップ巡りとかそんなんでいいだろう。委員長が知らない穴場をいくつか知ってるし、そこを『とっておきの場所』ってことにすれば一応理屈は通る。あとは誤ご魔ま化かし要員……いや、にぎやかし要員に秋あき葉ばを誘って……西さい園おん寺じはどうすっかなぁ。誘っても拒否られるような気がするけど、まあ、そのときは三人で出かけるかな……）」

　おれは一分ほど思考した末に、「うん、その線せんで一つ」と楽らつ観かん的てきに方向性を定めた。

　安直な思考──

　安易な計画──

　おれは考えもしなかった。自分の軽はずみな発言が思った以上の影えい響きようを委員長に与えていたなんて──







　　　◇１－４　デートプラン







　翌日、復元したセーブデータの中身を西さい園おん寺じに確かく認にんしてもらっていると、

「ん、これは……」

　目ざといクライアント様はステータス画面を開くや否や不ふ機き嫌げんな声こわ色いろになり、「消える前のセーブデータよりもＨＰが低いんだけど？」と細かいデータの違いにケチをつけてきた。

「低いって……どれくらい違うんだよ？」

「たしか３」

「それくらい大目に見ろや……」

「かしこさも低いわ。きっとあなたの知能の低さが勇者たちに悪影響を及ぼしているのだわ」

「んなわけあるか……！」

「ちょっと？　どうして所持金が５００Ｇしかないのよ？　私は……そうね……少なくとも５００００Ｇは持っていたはずよ」

「噓うそつけ！　このレベルでそんなに金が貯たまるかよ！」

「言い訳ばかりね。見苦しい」

「お前のイチャモンのほうが見苦しいわ」

「……ふん、まあいいわ」

　西園寺がパチンと電源スイッチを指で弾はじき、スカートを手で押さえ、お嬢じよう様さま然とした上品な立たち居い振ふる舞まいでその場から腰を上げた。と同時にバッグを両手で持ち上げる。

「ん？　帰るのか？」

「あなたは知らないでしょうけど、もうすぐ期末テストなのよ。……こんなところで油を売っている暇はないわ」

「期末ってまだ二週間くらい先だろ？　もうテスト勉強始めてんのかよ？」

「……呑気のんきなものね」

　西園寺はバッグを揺らしながら隠かくれ家がを横断し、入り口の段差で一いつ旦たん腰を下ろした。そして慌てずゆっくり上うわ履ばきに足を通す。

　と──

　無音の空間に足音が近づいてきて、

「あ、西さい園おん寺じさん」

　扉が開き、委員長が中に入ってきた。扉を後ろ手で閉めた猫背の優ゆう等とう生せいは「今日きようも寒いですね」と言いながら西園寺の隣となりに腰かけた。

「（二人ふたりとも髪長いなー）」

　おれは横に並んだ二つの背中を眺めながらどうでもいい感想を胸の内で漏らす。

「それはそうと西園寺さん。バッグを持っているということはもうお帰りに？」

「ええ……何かと忙しいのよ」

「帰ってテスト勉強するんだとさ」

「ちょっと……」

　西園寺がこちらに首を回す。

　おれが、何か？　と言葉を返すと、口惜しそうに眉まゆをひそめ、視し線せんを前に戻した。

「（何かと忙しい……ね）」

　単に見栄を張っただけかもしれないが、入学当初から主席の座を巡って争っている委員長には、手の内を明かしたくない、という気持ちが少なからずあるのかもしれない。

「テスト勉強ですか。でしたら──」

「──は、早はや坂さかさん……」と西園寺が委員長の声を遮さえぎり、「テストが終わったら気晴らしに買い物にでも行かない？」

「（強引な話題転換だな……）」

「またファッションのイロハを教えてあげましょうか？」

「ファッションのイロハ、ですか」

「あなたに行きたいところがあるのであれば行き先は変更してもかまわないわよ？」

「行きたいところ……」と委員長が顎あごに手を当て、「日時は？」と問いかけた。

「そうね。行くとしたら……」

　西園寺が携帯電話を操そう作さする。おそらくカレンダー機き能のうを呼び出しているのだろう。

「十二月の……第二土ど曜よう。もしくはその次の日の日曜日あたりでどうかしら？」

「うーん」

　手帳を広げた委員長が苦悩の声を漏らした。

　十二月の第二土曜、日曜と言えば──

　おれとの約束がある日だ。そういや、土曜日にするか日曜日にするか、まだはっきりと予定を決めてなかったんだっけ。んー、行き先はどこでもいいみたいなこと言ってるし、おれも話に混ぜてもらって、三人で予定を立てたほうがいいかもしれないな。秋あき葉ばは事じ後ご承しよう諾だくでいいだろう。嫌いやとは言わないだろうし。

　おれが内心で考えをまとめていると、

「さ、西園寺さん……」

　委員長が申し訳なさそうに下を向き、

「その週の土日はちょっと都合が……」

「ん？　何か用事があるの？」

「え、えっと……先約？　みたいなものがありまして……」

　と言いながら委員長がおれのほうを振り返る。

　そして、目をパチパチさせた。

「（え？　この意味ありげな目配せは？）」

　パチパチ。パチパチ。

　委員長がウィンクを連発する。

　色気はないが実に可愛かわいらしいウィンクだ。幼稚園児が覚えたてのウィンクを親に披ひ露ろうしているような感じ。とてもキュートだ。

「（ってか、いつもの委員長なら……みんなで遊びにいきましょう！　って言い出しそうなものなのに……）」

　ま、まさか、委員長……？

　おれが委員長を個人的に誘ったと。一対一のデートに誘ったと思っているのか？　だ、だからかウィンクなのか!?　ま、マジかああ！

「（……お、落ち着け……落ち着くんだ）」

　おれは委員長から視し線せんを外し、心を落ち着かせるために素数を数えようとしたが、動揺のあまり円周率を諳そらんじてしまった。

「（え、えーい！　男らしく前を向け！）」

　思い切って顔を上げると、

　──にへら。

　委員長の控え目な笑顔えがおがおれの心の中にある「ときめき回路」をたちまちショートさせた。

　う、うおおおおお！　こ、この目は！　この笑顔は！　間違いない！　委員長は期待している！　おれに期待しているぞ！

「先約があるのなら仕方ないわね……」

　西さい園おん寺じが隠かくれ家がを出ていく。どうやらおれと委員長の言葉なき会話には気づかなかったようだ。

「埋め合わせをしなければ……」

　西園寺に悪いと思ったのか、委員長はスケジュール帳をめくりながら、「冬休み？」とか「さすがに年末年始は……」とか言いながら考え込んでしまった。

「これは……今日きようも徹てつ夜やだな……」

　おれはおれで思索にふけっていた。

　完かん璧ぺきなデートプランを練らなければ、と。

　委員長をがっかりさせてはいけない、と。




　──その日は本当に徹てつ夜やした。




　インターネットの力をフル活用してレトロゲーム関連で委員長が喜びそうなスポットをピックアップし、その中からカップルでも気軽に足を運べそうな行き先を選択し……そうやって夜通しでデートプランを練った。以前、委員長と渋しぶ谷やに繰くり出したときは小こ洒落じやれたパスタ屋だとかファッションビルだとかコーヒーショップだとか、レトロゲームとはなんの関係もない、一般的な中高生が好みそうな行き先を選択してしまったが、今回は相手が委員長だということを最大限考こう慮りよした上でデートの計画を練った。




　そして翌日の放ほう課か後ご──

　おれは練りに練ったデートプランを委員長に伝えるため、勇み足で隠かくれ家がに向かった。

「渋しぶ沢さわ君」

「あ、委員長」

　中に入ると、先に来ていた委員長が、「どうぞどうぞ」と座布団を目の前に差し出した。

「……どうも」

　おれは座布団の上で胡座あぐらを……搔かこうとして慌てて正座に切り替えた。

「では私も」

　そう言って委員長がおれの目の前に座布団を敷しいてその上で正座をし、バネ仕掛けの人形みたいにピーンと背筋を伸ばした。いつもの猫背スタイルではない。

「（な、なんだ……この状況は？）」

　こたつの脇わきに座布団を敷き、二人ふたりとも律りち儀ぎに正座をし、そして向かい合っている。見つめ合ってもいる。たとえるなら、お見合いに立ち会った両親が気を利かせて、「あとは若い者同士で」と席を外した直後のような……そんなシチュエーションを連想させる。




　いいんちょうは　きたいのまなざしを　こちらにむけている！




　脳内でレトロゲーム風のメッセージが流れた。

「（ま、間違いない。委員長はおれがデートプランを発表するのを待っているんだっ）」




　いいんちょうの　きたいに　こたえますか？




　次なる架空のメッセージが流れ、その疑問形のメッセージが表示された直後、某ＲＰＧ風に選択肢が提示された……ような気がした。




→はい

　いいえ




　おれは迷わず「はい」を選択した。

　当たり前だ。ここで愚ぐ図ずる理由などない。

「委員長」

「は、はい」

「例のアレを」

「は、はい！」

「発表するから」

「は、はい!?」

　委員長の声がひっくり返った。

　いつものおれなら大だい爆ばく笑しようしているところだが、今は雰囲気重視で事を進めるべき時。おれは、ごほん、と咳せき払ばらいをして場の空気に緊きん張ちよう感かんという名のエッセンスを与えた。

「（いよいよだ……）」

　おれは息を吸い込み、

　──デートプランを発表──

　しようとしたのだが……。




「必殺！　名な古ご屋や撃うちぃぃぃぃ！」




　邪じや魔ま者もの一号が隠かくれ家がに飛び込んできた。

「……おい」

「どうして名古屋なんでしょーね？」

「……おれが知るかよ」

「なごやぁ」と妙な声こわ色いろを響ひびかせながら畳の上にあがる変態秋あき葉ば。「今日きようも寒いっすねー」

「お前、何しにきたんだよ？」

　おれがわざと冷たい言い方をすると、

「あふん☆」と予想通り秋葉は嬉うれしがり、「実はですねー、今日はお二人ふたりに、とっておきのニュースを持ってきたんですよー」

「とっておき？」委員長が首を傾かしげる。

「（い、嫌いやな予感が……）」

「昨日きのう、桜さくら台だいの繁はん華か街がいをウロウロしてたんですけど、そのときに変わったコンセプトのゲームセンターを発見しましてねー」

「何？　ゲーセン？」とおれ。

「なんかそこ、古い筐きよう体たいばっかり置いてあったんすよー。お店の人に話を聞いたところ、うちの店は八十年代に流は行やった筐体のみ扱ってるんですよ、と仰おつしやっていましたー」

「八十年代に流行った筐体……？」

「たしか委員長さん、ゲーセンにはまだ足を運んだことがないんですよねー？　だったら行ってみませんか？　ゲーセンはゲーセンで面おも白しろいっすよー。パンチングマシンみたいな体感ゲームもありますしー」

「ぱ、パンチングマシン……！」

「ゲーセンならではと言えば実物を模したバイクにまたがるハン●オンでしょうねー。車体を左右に揺らすことによってコーナーリングを実現するんですけど、これがけっこう楽しくて──」

「実物を模したバイク！　車体を傾ける！」

「ふふふ、興きよう味み津しん々しんみたいですね」

　秋あき葉ばは勝手に話を進め、

「もうすぐ期末テストがありますから、終わってからのほうがいいですかねー。えっと、十二月第二週の週末とかー？」

「（くっ、またしてもバッティング……）」

　しかも──

　今回は西さい園おん寺じのときと違い──

「委員長さん？　どうですかー？　十二月第二週の週末で大丈夫っすかー？」




「平気です──っ！」




　委員長は即答した直後、「あっ」と両手で口を塞ふさぎ、しまった、という顔をした。

「し、渋しぶ沢さわ君……その……」

「（秋葉にしてやられたな）」

「あ、あう……」

「（まー、仕方ない。デートはまた今度だ）」

　委員長が行きたいところに行く。

　優ゆう先せんすべきはそれだ。

　それに──

　おれが考えたデートプランはレトロゲームショップ巡りに毛が生はえたようなお粗末なシロモノだったわけで……。だったら秋あき葉ばが提案する『古い筐きよう体たいが置いてあるゲーセン』のほうが行き先としては遥はるかに魅み力りよくがある。

「（今さらおれのデートプランを提案したところで、うーん、と渋い顔をされるのは目に見えてるもんな）」

　はぁ、とおれが胸の内で深いため息を吐き出していると、

「渋しぶ沢さわ君、すみません」委員長が申し訳なさそうに頭を下げ、「秋葉さんたちが一いつ緒しよだと『とっておきの場所』には行けません、よね？」

「ん？　行けない？」

「だ、だって……」委員長がおれの耳元に顔を寄せ、「その場所……渋沢君にとっての聖地なのでしょう？　誰だれにも教えたくない場所なのでしょう？　出血大サービスということで今回、特別に私にだけ教えてくれる……と。渋沢君、この間、そう言いました」

「うっ」

　た、たしかにそんなこと言ったかも……。

　……ん？　あれ？

　ということはまさか──

「あ、あの、委員長？　もしかして昨日きのう、西さい園おん寺じの誘いを断っていたのは……」

「はい。他言無用のことと思い、『先約がありまして』と咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かしたのです」

「…………そ、そう」

　デートじゃなかった！　おれの勘違いだった！　う、うおおおお！　危ねぇ！　もう少しで恥搔かくとこだった！　──ってか、秋葉グッジョブ！　ナイス横やり！

「（ってことは……委員長の一連のかしこまったリアクションはおれが『とっておきの場所』なんて抽象的な言葉を使ったのが原因……変に期待させてしまったんだな……）」

　冬だというのに冷や汗が止まらない。

　つー、と背中を巨大な雫しずくが流れ落ちていく。

「……委員長……行こう」

「え？」

「ゲーセンだよ。ゲーセン」

「えっ、でも、『とっておきの場所』は？」

「ああ……えっと、その……ごめん。あのときは大げさな言い方をしたけど、実際はたいした場所じゃないんだ。うん。たぶんゲーセンのほうが楽しいと思うよ」

「たいした場所ではない……？」

「……キタイサセテゴメンナサイ」

　おれが深々と頭を垂れると、委員長が「くすっ」と笑いながら口元に手を当てた。

「ではでは。みんなでゲームセンターに」

「……うむ」とおれは硬い口く調ちようで頷うなずき、「初はつ体たい験けんにはちょうどいいかもね。最新の筐きよう体たいが置いてあるゲーセンとかだと委員長には取っつきにくいだろうし」

「……は、初体験……」

　なぜか赤面する委員長。初体験という言葉が委員長の想像力を刺し激げきしてしまったらしい。

「（委員長と二人ふたりっきりで出かける計画はおじゃん……か。となると、テスト対策のプリントのお礼……何か別の方法でお返ししないといけないな）」

　おれは、はふぅー、と息を吐き出しながら赤い顔を左右に振る委員長を眺めながらそんなことを思った。
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　　　◇２－１　16ビット機き







　──ちょ、ちょっと休きゅう憩けいにしませんか？

　このセリフは委員長がゲームの対戦でおれに惨敗を繰くり返した際に発せられる代表的な逃げ口上の一つである。

　──委員長……そろそろ休憩にしない？

　対してこのセリフは、『お勉強の日』におれが頻ひん繁ぱんに口にする弱音の一つ。

　そしてこの日、「休憩」というキーワードを口にしたのは──

「委員長……そろそろ休憩に……」

　こたつの上に勉強道具を広げて三十分。おれは早くも弱音を吐いた。

　すると──

「休憩」

　向かい側に座る優ゆう等とう生せいモードの委員長が教室などでよく耳にする平坦な声を発し、

「渋しぶ沢さわ君は、アト●ンティスの謎なぞや大だい魔ま司し教きようガリ●スなどを二時間ぶっ続けでプレイするときは最後まで集中力が落ちないのに、どうしてお勉強は三十分程度しか保もたないのですか？」

「某ウルトラヒーローよりはマシだと思う」

「また屁へ理り屈くつを捏こねて……」

「きゅーけー」

　と言いながらおれは大の字になる。

「まったくもう……」

　委員長は、はぁ、とため息をつき、「三分だけですよ？」と某ウルトラヒーローの戦せん闘とう可能時間を休憩時間として指定してきた。

「よっと。……ん？」

　コーヒー牛乳を飲もうと一いつ旦たん身体からだを起こすと、いつの間にか委員長が棚の前に移動していた。

「何？　棚の整せい理り？」

　そう尋ねると、

「あ、いえ……」と委員長は前髪を撫なでながらこちらを振り返り、「ただゲームソフトを眺めていただけです」と言って幸せそうに目を細めた。

「増えたよね。ゲームソフト」

「全部で五十三本あります」

「五十三本」と言っておれは絶句し、「そんなにあるの？　ってか、数えたんだ？」

「隠かくれ家がに置いてあるゲームソフトは購こう入にゆう履り歴れきを含め、全すべて手帳に記き録ろくしてありますから」

「ほほう。さすがだね」

　レトロゲーム手帳恐るべし……だな。

「渋しぶ沢さわ君？　この間、秋あき葉ばさんが『有名なタイトルは軒並み制せい覇はしたのではないでしょーか』と仰おつしやっていましたよね？」

「言ってたね」

「で、でしたら……！」と委員長が急に目を輝かがやかせ、「ゲームの腕前はともかく、レトロゲーム全般の知ち識しきに関して言えば、私もそろそろ……たとえば『レトロゲーム初段』を名乗ってもいいころ合いだと思いませんか？」

「──ぷっ。……ぷぷっ！」

「な、何がおかしいのですか!?」

「だ、だって……ぷぷっ！　真顔で！　レトロゲーム初段を名乗ってもいいころ合いだと思いませんか？　だって！　ぷぷー！」

「むぅー」と委員長が膨ふくれ面つらで、「そんなに笑わなくてもいいじゃないですかー」

「や、だって……」

「だってなんです？」

　委員長が眉み間けんにシワを寄せ、おれの側そばまで四よつん這ばいの姿勢で迫ってきた。

「たしかに有名なゲームはあらかたやり尽くした感があるけど……でも委員長？　ゲーム機きは一つじゃないんだよ？」

「……へ？」

「ゲーム機、特に据え置き機は数年サイクルで新しい機種に替わるものなんだよ。たとえば隠れ家に置いてあるゲーム機は八十年代に流は行やったものだけど、それから二十年の間に何回も世代交代が起きてる。このあずき色のゲーム機から数えると、現行の据え置き機は、たぶん次々々々世代機……あたりに相当するんじゃないかな」

「じ、次々々々世代機!?」

　委員長の声が盛大に裏返った。裏返りすぎてゴホゴホと咳せきまで出る始末。

「で、なんだっけ？　レトロゲーム初段だっけ？」

「ううっ……」

「たった一台のゲーム機に触れた程度で初段を名乗るなんて、おれにはできないなー」

「うううっ～～……」

　委員長が赤く染まった顔をこたつ布団で覆おおい隠す。どうやらドヤ顔で大おお見み得えを切った先ほどの自分を恥じているようだ。

「ふむ……」とおれは赤面する委員長を眺めながら、「委員長。そろそろ新しいステージに進むべきときが来ているのかもしれないよ」と以前から考えていたことを言葉にしてみた。

「新しいステージ？」

「16ビット機きの購こう入にゆう」

「えっと……」委員長が手帳を広げ、「たしか私たちが遊んでいるゲーム機が８ビット機ですから、単純に言って倍の性能ですか」

「いや、倍じゃないよ。ビットってのは二進数の桁けたの表現だから。十進数に変換すると、倍どころか何十倍もの差になるよ」

「あ、そうなのですか……」慌ててメモを取る委員長。「渋しぶ沢さわ君、二進数なんてよくご存知ですね？」

「まあね」

　……必死に勉強したんだよ。師匠が弟子に遅れをとるわけにはいかないからな。

「ゲーム機の性能の進化……一体どんな感じなのでしょうか」

「委員長。これを見てよ」

　おれはそう言って荷物の中から古いゲーム雑誌を取り出し、

「おれが購入を検討しているのは、隠かくれ家がに置いてあるあずき色のゲーム機の後継機で、頭に『スーパー』がつく……えっと、この左のページのヤツだね。ボディが灰はい色いろの」

　ちなみにこのゲーム機、例によって親おや父じのお古が自宅に置いてあって、当然おれは遊んだことがあるのだが、今回はこの親父のお下がりは隠れ家には持ち込まず、隠れ家用に別途購入するつもりでいる。

　理由はいろいろあるのだが──

「渋沢君？」とここで委員長が素すっ頓とん狂きような声を上げ、「ボタンがたくさんあります……？」

「ん？　ああ、そうだね。Ｘ、Ｙ……この写真だと見づらいけどコントローラーの側面にＬボタンとＲボタンってのもついてるよ」

「な、なんですかそれは？　えっくす？　わい？　える？　あーる？」

　メモメモメモ──

　委員長が勢いよくペンを走らせる。

「んー？　んん～？」

　だが途中で顔を上げ、

「渋沢君？　私、思うのですが、ボタンが増えるということは、コントローラーの操そう作さがより複雑になる、ということなのでは？」

「そうだね。そういう側面はあると思うよ。でも利点もある。たとえばＲＰＧでは定番の『はなすコマンド』だけど、この後継機ではボタンが増えたことで……まあゲームにもよるんだけど……あるＲＰＧではＸボタン一つで村人と会話をすることができるし、またあるＲＰＧではＬ・Ｒボタンを押すことで、装備画面を瞬しゆん時じに別のキャラクターに切り替えることができる。他ほかにも利点はあって──」

　なおも説明を加えていると、委員長が途中でおれの声を遮さえぎり、

「か、革命です！　ゲーム業界に革命が！」

　と興こう奮ふん気味に声を張り上げた。

　すげぇ、興奮してるな。ってか、今まさに革命が起きたかのような言い方だけど、もう二十年以上も昔の話なんだけど……。

「あの、渋しぶ沢さわ君」

「ん？　何？」

「この黒いハードなのですが……」

　委員長が一いつ旦たん手帳を閉じ、先ほどおれが広げたゲーム雑誌の右ページを指差した。

「ああ、これも国産のハードだね」

「昔のハードなのに全然古臭くないです」

「うん。カッコイイよね」おれは委員長に同意を示し、「国内ではこっちの灰はい色いろのハードに押され気味だったんだけど、音速で走ることができる青いハリネズミが主人公のアクションゲームが大ヒットしてね。そのゲーム、特に海外での人気が高くて、実際、主人公の青いハリネズミはキャラクターの人気ランキングで何度もトップに輝かがやいているほどなんだ。海外ではマ●オ並みに人気があるんじゃないかなー」

　おれはちょっと間を置き、

「…………って秋あき葉ばが言ってた」

「やけに饒じよう舌ぜつだなと思ったら、やはり秋葉さん情報でしたか」

「なんでも秋葉の両親はこの黒いハードをきっかけに知り合ったらしいよ。周囲の友達がメジャーハードに熱ねつ中ちゆうする中、『みんなバカだよな！　こんなに面おも白しろいのに！　アメリカでは大人気なのに！　バカ売れなのに！』って感じに意気投合しちゃって、その後も二人ふたりでマイナー街道を突っ走ったんだって」

「青春ですね」

「青春だね」

　ちなみに秋葉の両親に「Ｓ●ＧＡのハードって負けハード多いっすよね」などと言うと「おれたちの青春をバカにするな！」と父親のほうは直情的な反応を示し、母親のほうは小声でブツブツと「いちどきりのせいしゅん　そのすべてをかけたハードせんたく　ぼくらのながした　なみだのいみを　おしえてよー」とライバルハードから発売されたゲームソフトのパロディネタで自じ虐ぎやくするらしい。

「残念ながらこの黒いハード、近場のゲームショップには置いてないみたいなんだよね」

「そうなのですか」

「まあ、このハードに関しては秋葉に頼んでレンタルさせてもらったほうが早いかも」

「それがよさそうですね」

　つーことで──

　この黒いハードはいつか秋あき葉ばから借りるとして、まずはあずき色の後こう継けい機き……灰はい色いろのハードだな。この様よう子すだと委員長が新しいハードの購こう入にゆうに反対することはなさそうだし──

「（明日あした……いや、今日きようの帰りにでも……）」

　おれは頭の中で算段を練る。

　本当はみんなでお金を出し合って買うつもりだったんだけど……うん、決めた。委員長へのプレゼントってことで──自腹を切ろう。委員長が用意してくれた期末テスト対策のプリントのお礼……まだだったからな。まあ、プレゼントといっても、委員長は自宅ではテレビゲームで遊ぶことができないから、必然的に隠かくれ家がのメンバーで共有することになっちゃうんだろうけど……。でも、大事なのはおれがハードの購入を提案し、そして誰だれよりも先に手に入れること……なんだ。

「（この間、秋葉が提案したゲームセンター行きはテストが終わってからだから、その前にポイントを稼かせいでおこう。ゲームセンターに行ったあとだとあと出しっぽいからな）」

　──などと。

　おれが悪知恵を働かせていると……。

「渋しぶ沢さわ君」委員長がおれの肩を叩たたき、「新しいゲーム機の購入ですが、まだ何本か未攻略のゲームソフトが残っていますし、購入するのは来年にしませんか？」

「えっ……いや、それは……」

　予想外の提案。

　おれは慌てて異い議ぎを唱えようとしたが、

「あ、そうです！　みんなでお年玉を出し合えばいいのでは？」

「お年玉……」

「古いゲーム機が安価な値段で手に入ることは私も知っていますが、それでも数千円はするはずです。そうでしょう？　渋沢君？」

「……その通りでございます」

「では決まりですね。明日、秋葉さんと西さい園おん寺じさんにも相そう談だんしてみましょう」

「……うん」

　あーあ。またしても作戦失敗か。

　一体いつになったら恩を返せるんだか……。

　うーん、と唸うなりつつ、委員長に背を向け、壁かべを見つめながら頭を悩ませていると、

「渋沢君」

　と真剣味を帯びた声がおれの背中にかかった。

「ん？　何……？」

　くるりと後ろを振り返ると、

「私、肝心なことを忘れていました」

「え？　肝心なこと？」

　それって……もしかして……。

　おれは期待を胸に委員長を見つめる。

「（もしかして、あれかな？　この間、秋あき葉ばの横やりでおじゃんになった『二人ふたりで遊びに行く計画』のことを思い出して……改めて計画を立てようと──）」




「──お勉強を再開しましょう」




「…………ですよね」おれは脱力した。

「渋しぶ沢さわ君。気合いを入れてください。期末テストまであと一週間しかないのですよ？」

「……そうっすね」

　うーん。踏ふんだり蹴けったりだな。

　どうしよう。プリントのお礼……。







　　　◇２－２　白黒携帯ゲーム機き







　昼休み、屋上にて──

　おれは購こう買ばいで買った三つのパンを胃袋の中に放り込むと、食後、携帯電話をポケットから取り出し、「暇ひま潰つぶしにあれやるか」とロシア生まれの元祖落ち物パズルで遊び始めた。

「高得点狙ねらうぞ……」

　様々な形のブロックを組み合わせ、横の列をそろえるとブロックが消える。シンプルだが実に奥が深いパズルゲームだ。

　──ギィー。

　最初の一列が完成し、その一列分のブロックが消えた直後、屋上の立て付けの悪い鉄てつ扉ぴが耳障りな音を立てて手前に開いた。

「んあ？」おれは一いつ瞬しゆん顔を上げ、「西さい園おん寺じ？」

「一体どういうつもりよ」

　クラス一の仏ぶつ頂ちよう面づらはおれの目の前までやってくると、腰に手を当て露ろ骨こつに表情を歪ゆがめた。

「新しいゲーム機きを買う……ですって？」

「ん？　委員長から聞いたのか？」

　一時的にゲームを中断し、顔を上げる。

「一人ひとり頭あたま千円程度という話だけど、どうして私がお金を出さなければならないのよ？」

「や、別に義務じゃないから。嫌いやなら出さなくてもいいんだぞ？　おれも委員長も無む理り強じいするつもりはないし」

「……無理強いするつもりはない？　あなた本気で言っているの？」

　西さい園おん寺じが苛いら立だたしげに爪つめを嚙かみ、

「……断れる……わけないじゃない……」

「は？　なんだって？」

　おれが疑問で返すと、西園寺がなぜか回れ右をしておれに背中を向け、

「……ボタンがたくさんついているのですよ、とか……16ビットなのですよ、とか……革命なのですよ、とか……あんな顔されたら……あんなに嬉うれしそうに笑う早はや坂さかさんを見たら……嫌よ、なんて言えるわけがないじゃない」

　そのつぶやきは断片的にしか聞き取ることができなかったが、言わんとしていることはかろうじて伝わってきた。

「卑ひ怯きような男。あなたは世界一卑怯な男よ」

「何がどう卑怯なんだか」

「卑怯じゃない。早坂さんをダシに使って」

「なんだって？」おれは首を傾かしげ、「（もしかして、こいつ……おれが委員長を利用してゲーム機代の回収を企くわだてたとか思ってる？）」

「卑怯な男。あなたは宇宙一卑怯な男よ」

「……格上げかい」

　ったく、誤解だってのに。

　相変わらず思い込みの激はげしい女だこと。

「もう一度言っておくが……金、嫌なら出さなくてもいいんだぞ？」

「ふーん。それは本心？」

「当然だろ。おれは委員長をダシに使ったつもりはない」

「……まあいいわ」

「誤解だからな、誤解」

「しつこい」と西園寺が言葉を吐き捨てる。

「あー、重ねて言うが、気が乗らないなら無理に金を出す必要はないからな？」

「出さないとは一言も言っていないわ」

「結局、出すのかよ……」

「私は文句を言いに来ただけ」と言って西さい園おん寺じが前髪を搔かき分け、「今度から決め事があるときは全員がそろっているときにしなさい」

「何？　除のけ者ものにされて僻ひがんでんの？」

「そ、そんなわけないでしょ……っ」

　くるり、と西園寺が身体からだの向きを変えた。

　背中を覆おおい尽くすボリューム満点の髪の毛が太陽の光を受けてキラキラ光っている。

「……そうそう」そのまま立ち去るかと思えば西園寺がこちらを振り返り、「新しいゲーム機きを購こう入にゆうした結果、早はや坂さかさんが堕落の一途をたどるようなことがあれば……そのときは」

「そのときは？」

「そうね……残機が一つ増えるまであなたの頭を踏み続けようかしら。無限増殖というものを実践してもいいわ」

「う、うわっ……」

「ん？　何よその顔は？」

「や、だって……西園寺がボケるってだけでも珍しいのに、そこにゲームネタを絡めてくるなんて……。お前、なんだかんだいってレトロゲームに毒されつつあるんじゃないのか？」

「え……？」

　西園寺が大げさに目を見開き、

「毒されつつある？　この私が？　レトロゲームに？　…………あ、ありえないわ！」

「現にゲームネタでボケたじゃねーか」

「……ば、バカバカしい」

　西園寺が再びおれに背中を向け、今度こそ扉のほうに向かって歩き出した。

　と──

「あ、西園寺さん」

　入れ違いに委員長がやってきた。

　二人ふたりは扉の前で何事か言葉を交わし合い、その後、西園寺は校舎の中へ、委員長は手に息を吹きかけながら小走りでおれの側そばへ──

「渋しぶ沢さわ君、昼休みはいつもここなのですか？」

「雨の日以外はね」

「冬は晴れの日でも寒いですよ」

「委員長、ここ座ってみ」とおれは隣となりの空いたスペースを指差した。

「ここですか？」と素直におれの隣に座る委員長。「あっ、ここは寒くないですね。後ろに給水塔があるからでしょうか？」

「北風が凌しのげるんだ」

「そのようですね」委員長が頷うなずく。

「で？　委員長はどうしてここに？」

「それがですね……先ほどまで西さい園おん寺じさんと空き教室でお弁当を食べていたのですが、私がゲーム機き購こう入にゆうの件を切り出すと、西園寺さんが急に怒り出して、お弁当を置いたまま空き教室を飛び出していってしまったのですよ」

「空き教室？」

「あ、はい。最近、お昼は一階の空き教室を使っていまして……その、教室では隠かくれ家がに関かかわるお話ができませんので」

「なるほど。……で、委員長は、その空き教室を出ていった西園寺を追ってここまでやってきた、と？」

「えっと……屋上に続く階段を駆け上がっていく西園寺さんの姿を目もく撃げきしたところまではよかったのですが、一階から四階まで階段を一気に駆け上がったので……途中で息が切れてしまいまして」

「ああ……」

　そうか。だから西園寺の登場から微妙に間があったんだな。

「ところで……」と委員長が話を変え、「西園寺さんはどうして急に怒り出したのでしょうか？　しかも怒りの矛ほこ先さきは……」

「なぜかおれ」

「西園寺さんはなんと？」

「うーん。なんかガミガミ言ってた」

「ガミガミですか。……先ほど扉の前ですれ違ったとき、『私もお金出すから』と仰おつしやっていましたから、一応、西園寺さんの理解は得られたのですよね？」

「うん。おそらく、おれの涙ながらの説得が西園寺の胸を打ったんだと思う」

「えー……」

「ん？　その顔は信じてないね？」

「だって……噓うそ臭くさいです」

「だよね」おれは苦笑いを浮かべ、「説得の手法やその手段はともかく、西園寺がゲーム機の購入に同意を示したのは事実だよ」

「そうですか……」

　委員長がホッと胸を撫なで下ろす。

　つーことで、西園寺はオーケー。あとは秋あき葉ばの了解が得られればオールオーケーだけど、まあ、秋葉が反対することはないだろう。

「おっと……そうだった」

　おれは膝ひざの上の携帯電話を片手で持ち上げた。そして、一時中断していたゲーム──ロシア生まれの落ち物パズル──を再開しようとしたのだが、その様よう子すを隣となりで見ていた委員長が、

「渋しぶ沢さわ君？　それはゲームですか？」

「ロシア生まれの落ち物パズル」

「落ち物パズルというのはドクターマ●オみたいなゲームのことを言うのですよね？」

「委員長、あれ好きだよね」

「大好きです！」と委員長が笑顔えがおで頷うなずき、「私は黄き色いろいウィルスさんが一番可愛かわいいと思います！」

「可愛いか……？」

「このゲームは上からブロックが落ちてくるのですね。カプセルではなく」

「うん。横の列をそろえたら消える仕様。一列消し、二列消し、三列消し、そしてタイトルにもなっている四列消しが一度に消せる限界」

「シンプルなルールです」

「なんたって落ち物パズルの元祖だからね。これが一番シンプルでわかりやすいと思うよ」

「これが元祖なのですか。んー、でもこのゲーム、隠かくれ家がには置いてないですよね？」

「そういやそうだね」

　当時、世界各国で大流行したというこの落ち物パズル……たしか日本ではまずアーケード版が人気を呼んで、その後、頭に「に」のつく超有名ゲームメーカーがモノクロ液晶の携帯型ゲーム機きをリリースし、その携帯型ゲーム機向けに発表された同タイトルが歴史的な売り上げを記き録ろくし、そうして国内に浸透していったんじゃなかったかな。たぶんいろんなプラットフォームで発表されているはずだから、隠れ家に置いてあるあずき色のゲーム機でもリリースされているんだろうけど。

「はー……」

「ん？　委員長、どうしたの？」

　ため息なんてついちゃって──

　おれがそう言葉を繫つなげようとすると、

「あ、いえ、携帯電話はすごいなと思って」

「ああ……たしか委員長の携帯電話ってインターネットに接続できないんだっけ？」

「メールは使えますけどね」

「でもそれ以外の目的では使えないと」

「……はい」

「そっか」

　つまり──

　委員長はおれみたいにゲームのアプリをダウンロードしたり、最近流は行やりのソーシャルゲームで遊ぶことができないんだな。

　自宅に娯楽品はなく──

　携帯電話の使用にも制限がある。

　つまり──

　委員長がゲームで遊べるのは……。

　──隠かくれ家がだけ。

「（……って？　待てよ？）」

　携帯電話がダメなら──

　携帯ゲーム機きがあるじゃないか。

「（最新のヤツは値が張るけど……）」

　さっきおれがゴチャゴチャ説明した中に出てきた頭に「に」のつく超有名ゲームメーカーが１９８９年にリリースしたモノクロ液晶の携帯ゲーム機。来年、新しい据え置きの、灰はい色いろのゲーム機を買う予定ではあるが、据え置き機と携帯ゲーム機は別腹……だと思うし。うん、委員長もきっと納得してくれるはず！

「（よし、決めた！　プリントのお礼は……これにしよう！）」

　おれは、ふふふ、と不気味に微笑ほほえみつつ、落ち物パズルのプレイを再開する。

「渋しぶ沢さわ君？　顔が……緩ゆるんでますよ？」

「委員長が隣となりにいるからだよ」

「……はぁ」

「随分と気のないリアクションだね？」

「渋沢君は噓うそ臭くささに定評がありますから」

「……定評がありますか」

　ちょっとへこんだおれだったが……。

　しかし──

　携帯ゲーム機があれば──委員長がこれを手に入れれば、休日はもちろんのこと、冬休みのような長期の休みであっても、「レトロゲームで遊びたいです！」と禁断症状に悩まされずにすむはずだ。

「（きっと喜んでくれるぞ……委員長）」

　さっそく今日きようの放ほう課か後ごにでも──

　おれは前回の反省点を踏まえ、今回は委員長に内ない緒しよで事をすすめることにした。

　それがまた別の失敗を生むのだが……。

　このときのおれは楽らつ観かん的てきにかまえていた。







　　　◇２－３　アルバイトのご案内







　翌日の昼休み、おれはパンと飲み物と委員長へのプレゼントを抱えて屋上に向かった。

「今日きようは風ないな」

　おれは給水塔の陰に腰を下ろし、ブレザーのポケットから携帯電話を引っ張り出した。

『明日あしたの昼メシ、屋上で一いつ緒しよに食べない？　委員長に見せたいものがあるんだ』

　昨夜ゆうべ、委員長に送ったメールを読み返す。返信があったのは今日の朝のことで、「了解しました」と文面は簡かん素そ。見せたいものとはなんですか？　という疑問は添えられていなかった。

　──ギィ。

　おれが一つ目のパンの袋を開けると、同時に屋上の鉄てつ扉ぴが開き、トートバッグを肩にかけた委員長が暗がりの中から姿を現した。

　……と思ったら……。

「西さい園おん寺じのおまけ付きかよ……」

　よほど顔に不満がにじみ出ていたのだろう。西園寺は委員長と共におれの目の前までやってくると、「何か問題でも？」と澄すまし顔がおで言い放った。

「お前を呼んだ覚えはないんだが？」

「呼ばれても来ないわ」

「来てんじゃねーか」

「あのね？　私は、早はや坂さかさんが屋上でお弁当を食べるというからついてきたのであって、あなたの意向とは無関係なのよ。おわかり？」

「何がおかわりだ」

「おわかり、と言ったのよ！」

「昼飯時だからおかわりでいいんだよ！」

　恒例行事とばかりに西園寺といがみ合っていると、

「また喧けん嘩かですか……」と委員長が呆あきれ顔がおでつぶやき、「あ、でも、喧嘩するほど仲がいい、という言葉もありますし──」

「…………っ！」

「…………っ！」

　おれたちは途端とたんに押おし黙だまった。こういうときだけ息が合うなんて皮肉なものだ……。

「とりあえず……メシにしようか」

「渋しぶ沢さわ君？　隣となりいいですか？」

　と言いながら委員長がトートバッグからカラフルなビニールシートを取り出した。遠足なんかに持っていくあれだ。

「準備いいね」

　そう言葉を返し、荷物を持って一いつ旦たん脇わきに移動すると、委員長がその場にビニールシートを広げ、「では私は奥に座ります」と言って上うわ履ばきをシートの端にそろえた。

「じゃ、おれは委員長の隣となりに……」

「渋しぶ沢さわ君は今日きようもパンなのですか？」

「毎日パンだよ」

「サンドイッチが一つに菓子パンが二つ。うーん、それでは栄養が偏かたよってしまいますよ？」

「わざと偏らせてるんだよ」

「……え？」

「委員長だって女め●転てん生せいなんかでステータスを振り分けるとき、『こうげき』を上げまくったり、『ちりょく』を上げまくったり、キャラによってステ振り偏るっしょ？」

「私は栄養の話をしているのです」

「ありゃりゃ。ノリ悪いな」

「まったくもう……」と委員長が小振りな弁当箱を膝ひざの上に置き、「渋沢君に足りない栄養素。それはビタミンとカルシウムです」

「毎日コーヒー牛乳飲んでるからカルシウムが不足してるってことはないと思うよ？」

「ビタミンが不足しています！」

「……そ、そうだね。ビタミンは不足してるかも」

「渋沢君……」とここで委員長がおれに弁当箱を差し出し、「私の肉じゃがを食べてビタミンを摂取してください」

「肉でいい？」

「ニンジンが望ましいです」

「……えー、ニンジンはちょっと……」

　おれが露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をすると、

「ならばこうです！」と委員長が赤というよりは橙だいだい色いろに近いニンジンを箸はしでつかみとり、「どうぞ。お食べになってください」とおれの口元までニンジンを運んできた。

「食べたくねぇー」

　なおもビタミンの摂取を拒こばんでいると、




「──ちょっと！　あなたたち！」




　突然の横やり──

　隣となり合う形で腰を下ろしているおれと委員長の正面に座っている西さい園おん寺じが腰を浮かせ、

「さっきからイチャイチャイチャイチャ鬱うつ陶とうしいわね！　──というか！　あなたたちくっつきすぎなのよ！　もっと距きよ離りを置きなさい！　距離を！」

「うわ、きったね。ツバ飛んできた……」

「飛ばしてない！」と西園寺が真まっ赤かな顔でおれを睨にらみつけ、「そもそも早はや坂さかさんを屋上に呼び出したのは食事とは別に何か用事があったからでしょう？」

「ん、ああ、そういやそうだ……」

「メールには、見せたいものがある、と書いてありました」委員長が補足を加える。

「見せたいものというか……」

　おれはバッグの中に手を突っ込み、例のブツが入った紙袋を取り出し、さらにその紙袋の中から透明なビニールで包装されたちょっと重みのある携帯ゲーム機きを片手で引っ張り出した。

「そ、それは……！」

　委員長が身を乗り出す。それはもう弁当箱をひっくり返しそうな勢いで。

「１９８９年に発売されたモノクロ液晶の携帯ゲーム機だよ。……えーっと、ほら、この間の期末テスト対策のプリントのお礼、まだだったからさ」

「こ、これを私に……？」

「うん。少し早いけど、クリスマスプレゼントだとでも思ってよ」

　そう言って携帯ゲーム機を差し出すと、

「え、でも、お礼とはいえ……こんな高価なものをタダで受け取るわけには……」

「全然高価じゃないよ。昔のゲーム機だし、中古だし。某牛ぎゆう丼どんチェーンの牛丼並盛五杯分くらいなものだって」

「え？　牛丼並盛五杯分？」と委員長が目を見開き、「だったら十分高価ですよ」

「（……しまった。牛丼なんかに換算するんじゃなかった。ってか、値段モロバレだ……）」

「牛丼並盛五杯分ということは……」

　とここで西園寺がしゃしゃり出てきて、

「一杯五百円としても二千五百円。一杯千円なら五千円にもなるわ」

「……お嬢じよう様さまはこれだから……」おれはウンザリしながら、「お前は低価格がウリの牛丼チェーンを知らんのか。値段は景気によって変動するが一番安いところでだいたい一杯三百円程度だ。おれが言う牛丼五杯分っていうのはそういう値段だ」

「ば……バカにしないでちょうだい！　わ、私だってそういうお店がこの世に存在することくらい知っているわ！」

「あっそ。じゃあ、店の名前を具体的に挙げてみろよ？」

「そ、それは……」

　西園寺はおれの意地の悪い質問に一いつ瞬しゆん、言葉を詰まらせたが、すぐに声を張り上げ、

「と、とにかく！　お礼だかなんだか知らないけれど、恋人同士じゃないんだから、金銭が絡む贈おくり物ものは極力控えるべきよ！」

「誤ご魔ま化かしたな」

「控えるべきよ──っ！」

「……強引なヤツ」おれは、うるせぇよ、と耳を塞ふさぎ、「……ってか、控えろ、だぁ？」と西さい園おん寺じを睨にらみつけながら眉まゆをひそめた。

　そりゃ、贈り物が指ゆび輪わとかネックレスとか極端に値が張るものだったら、いくらなんでもそれは重すぎだろ！　っておれも思うけどさー。中古の携帯ゲーム機きだぞ？

「あなただって早はや坂さかさんにこれと同じものをポンと手渡されたら恐きよう縮しゆくするでしょう？」

「あー、まあ、それは……」

　──もっともな意見だ。

　委員長、きっと喜んでくれるぞ、ってそれしか頭になかったからな……。たしかに冷静になって考えてみると、プリントのお礼に携帯ゲーム機はちょっと大げさだったかもなぁ。

「（安易に考えすぎたか……）」

　はぁ、と寒空の下でため息をつき、またしても失敗か、と俯うつむいていると、

「渋しぶ沢さわ君」

　ふいに委員長がおれの肩を叩たたき、

「その携帯ゲーム機なのですが……」

「うん？」

「そ、その……私が買い取りましょうか？」

「え？　買い取る？」

「は、はい……」

「あー」

　なるほど。委員長、なんだかんだ言って、欲しいんだな……この携帯ゲーム機。

「ちょっと待ってください。今、お財布を──」

　委員長がいそいそとバッグをあさり、中から動物の模様がプリントされたちょっと大き目のがま口財布を取り出した。

　ところが──

「あ、あれ？　お札が一枚も……ありません？」

「小銭は？」

　とおれが訊きくと、

「え、えっと……えっと……小銭は……」

　チャリンチャリーン。

　委員長のがま口財布から数枚の小銭がこぼれ落ち、ビニールシートの上で重なった。

「落ちたわよ、早はや坂さかさん。二十三円」

　西さい園おん寺じが小銭を拾い上げ、委員長に手渡す。

　と──

　委員長が暗い顔をし、

「どうやら私の財布の中には、この二十三円を合わせて……八十七円しかないようです」

「持ち合わせがってことだよね？」

「いえ……これが……この八十七円が現在の私の全財産です」

「ま、マジで？」

「はい……」と委員長が涙目で、「……私、滅多めつたにお金を使わないので、財布の中身を確かく認にんする習しゆう慣かんがほとんどなくて……だから、すっかり忘れていました。この間、私服登校のためにお洋服をたくさん買い込んだということを……」

「ああ」

　頷うなずきつつ西園寺を見ると、「な、何よ？　私のせいだとでも言いたいの？」と途端とたんに逆ギレされた。まだ何も言ってないのに。

「あ、あの、渋しぶ沢さわ君……？　大変申し訳ないのですが……来月のおこづかいまで待ってもらえませんか……？」

「待ってもらえませんかって……別にこれを買い取るのは委員長の義務じゃないんだよ？」

「それはわかっていますけど……でも……」

「プレゼント・フォー・ユー」

　軽いノリで携帯ゲーム機きを差し出す。

「で、ですから！　タダで受け取るわけにはいかないと……！」

「知るか！　受け取れや、コラァ！」

「お、押し売りですか!?」

「無料だ！　無料！」

　痴ち話わ喧げん嘩か……もとい、押し問答開始──

　傍かたわらで西園寺が「バカバカしい……」とつぶやく声が聞こえた。

　と、次の瞬しゆん間かん──




「だったらうちでバイトしましょう！」




　頭上から声が降ってきた。

　真上──には空しかないが……。

　いや、給水塔がある。

「この声は秋あき葉ばか……？」

　咄とつ嗟さに給水塔のてっぺんを見上げると、

「とう！　華か麗れいに小ジャンプ──っ！」

　ちょうど赤毛の女が給水塔の上から飛び降りたところだった。赤毛の女……というか秋あき葉ばはスカートをなびかせながらビニールシートの上に着地を果たし、「ここで大ジャンプを決めようものなら、もれなく屋上からダイブする羽は目めになりますからね！」とどうでもいいことをのたまった。
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　秋葉の着地後、

「ひゃ、ひゃあ!?」

　と委員長が悲鳴を上げ、

「ほ、埃ほこりがお弁当箱の中に……」

　と西さい園おん寺じが顔を歪ゆがめ、

「アブねーだろうが！」

　と最後におれが秋葉の額ひたいをチョップした。

　お騒さわがせな女は、「いやー、土管に入ったら給水塔の上にワープしちゃいましてねー」とありえない言い訳でおれたちを呆あきれさせた。

　騒そう動どうのあと──

「秋葉さん、バイトというのは？」

　と西さい園おん寺じが疑問を投げかけた。たぶん給水塔から飛び降りる直前に秋あき葉ばが叫んでいた「だったらうちでバイトをしましょう！」というセリフに対する疑問だろう。

「あー、実はですねー、年末におじいちゃんの古本屋でセールをやるんですけど、その前にお店の裏手にある倉庫を整せい理りする必要があるんですよー。で、土ど曜よう日び、というか明日あした、私は駆り出されることが決定しているのですがぁ、昨日きのうの夜、おじいちゃんがオンラインゲームのやりすぎでぎっくり腰になっちゃいましてぇー」

「……どんだけエキサイトしてたんだよ」

「そんなわけでー、みなさんにバイトという形で倉庫の整理を手伝てつだってもらえないかと思いましてー」

　秋葉がニコニコしながら全員を見回す。

「ん？　みなさんって……おれと西園寺も頭数に入ってるのかよ？」

「ういっす」と秋葉が親指を立てる。

「まあ……別におれはかまわな──」

「──私は嫌いやよ」

　と西園寺がおれの声にかぶせてきた。たぶんわざとではないだろうが……。

「来週から期末テストなのよ？　バイトなんてしている暇はないわっ」

「んー、バイトと言いましてもー、二時間くらいで終わるような内容ですよ？」

「だったらなんの問題もありませんね」

「は、早はや坂さかさん!?　何を言い出すの!?」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべる西園寺を尻しり目めに委員長は語り出す。

「たしかに来週は期末テストです。しかし、テスト前……なんのテストを前にしても同じことが言えますが、平日にしろ、週末にしろ、一日中、机に向かうわけではありません。二時間程度なら捻ねん出しゆつできますよ」

「ちなみに時給は七百五十円で計算する予定なので、二時間働けば牛ぎゆう丼どん五杯分の賃金をゲットできるはずですぅ」

「ありがたいです……」

　お願ねがいされている側だというのに委員長が秋葉に頭を下げる。もっとも、秋葉の提案は委員長の財ざい政せい難なんを救うもので、秋葉自身もそれを理解した上で提案したんだろうけど。

「（お互いが得をするウィンウィンの関係ってヤツだな。秋葉め、粋いきなことをするな）」

　などとおれが感心していると──

「わ、私は行かないわよ……」

　西園寺が、なんの得にもならないわ、とでも言いたげな顔で首を振り、

「こんな大切な時期に……」

　と言いながら弁当箱に蓋ふたをかぶせた。

「西さい園おん寺じさんは不参加ですか……？」

　委員長が恐る恐る問いかけると、

「当たり前じゃないっ」

　甲かん高だかい声で即答。その後、西園寺は荷物をまとめてその場から立ち上がり、ビニールシートの外にそろえてある上うわ履ばきに足を通し、「早はや坂さかさん……」と今度は一転して低い声を発し、

「期末テスト……トップは私が頂くわ……」

　そう言い残し、一足先に屋上を去っていった。

「（やけにピリピリしてんなぁ……）」

　このときのおれは西園寺が口にした「こんな大切な時期に……」という言葉の中に「テスト前＝大切な時期」以上の意味が隠されているとは夢にも思わなかった。

　と、それはともかく──

　明日あした、土ど曜よう日び。西園寺を除いた隠かくれ家がのメンバー三人で、秋あき葉ばのじいさんが経営する古本屋でバイトをすることになった。

　財ざい政せい難なんに喘あえぐ委員長を救うために……。







　　　◇２－４　スケルトンカラー







　その倉庫は隠れ家の三倍くらいの面めん積せきはありそうだった。倉庫内には無地の段ボール箱がそこかしこに置いてあり、中には小説、漫画、各種雑誌、音楽ＣＤ、ゲームソフトとありとあらゆる娯楽品が詰め込まれていた。

　おれは段ボール箱の上げ下げや移動などの力仕事を担当し、委員長と秋葉はおれが運んできた段ボール箱の中身をチェックし、必要があれば中に入っている商品を取り出した。

　そんなふうな役割分担で本日のバイトはスタートしたのだが……。

「秋葉さん？　他ほかにやることは？」

「んー、そーですねー」と秋葉が唸うなりながら倉庫内を見回し、「鬼ごっこでもしますぅ？」

「ここでやるならかくれんぼだろ」

「いやー、まさか一時間半で全すべての予定をクリアするとは思ってもみませんでしたー」

「え？　もうお仕事終わりですか？」

「ですですぅ」

　秋あき葉ばがハンドタオルで額ひたいを拭ぬぐう。

「終わりかー」とおれは側そばの段ボール箱に腰を下ろし、「ほんじゃ、残り三十分、適当に時間を潰つぶしてだなー。でもって、バイト代はきっちり二時間分もらうことにしよー」

「えー……」おれのいい加減な態度に委員長が非ひ難なんの声を上げた。「雇い主の秋葉さんがいる前でなんてことを言うのですか？」

「や、まー、おれはバイト代削られたって一向にかまわないけど……でも、委員長はそれだと困るんじゃない？」

「うっ……それはそうですが……」

「なんと！　おかねが！　たりない！」

「あううっ……」

　おれがいつもの調ちよう子しで委員長をおちょくっていると、「ではではー」と秋葉が手を叩たたき、

「お二人ふたりに新しいお仕事をー」

　と言いつつ、倉庫の入り口付近に置いてあるキャスター付きのカートに駆け寄った。カートの中には委員長がおれから買い取るつもりでいる白黒液晶の携帯ゲーム機きに対応したゲームソフトがカセットむき出しのまま乱雑に詰め込まれていた。

「パッと見、どれが面おも白しろそうですか？」秋葉がカートの中のゲームソフトを指差す。「商品をディスプレイする際の参考にしますですよー」

「なるほど。マーケティング調査の一いつ環かんというわけですね？」

「そーゆーことっすー」

「マーケティング調査ねぇ……」おれはカートの中を覗のぞき込み、「んー、やっぱ据え置きのゲームソフトよりも一回り小さいのな」

「カセットの表にイラストやタイトルロゴなどが刻まれているのは一いつ緒しよですね」

　おれの隣となりに並んだ委員長が、一つ一つのカセットを表にし、カートの空いたスペースに将しよう棋ぎでも指すかのように並べていく。

　と、途中で委員長が首を捻ひねり、

「ん？　これは……さ、が……佐さ賀が県けん？」

「や、佐賀県関係ないから」

　間かん髪ばつ入いれずに突っ込みを入れると、

「おー、いいゲームに目をつけましたねー。これ、委員長さんが大好きなＲＰＧですよぉー」

「ＲＰＧ？　本当ですか？」

「うっす」と秋葉が頷うなずき、「委員長さんが手に取ったのは『秘ひ宝ほう伝でん説せつ編へん』ですね」

「たしか三部作なんだよな」

　おれは、予習しといてよかったぜー、と思いながら秋葉の話に補足を加えた。

「そうそう。三部作なんですよ。……ふふふ、しかも！　しかもですよ！　このシリーズ、完かん結けつ編へん以外はゲームシステムが一風変わっていて……なんと！　なんと！　レベルアップという概念がないんですよ！」

「れ、レベルアップがない!?」

　委員長が一際高い声で叫び、側そばの段ボール箱の上に横たわっている小さなバッグを慌てて引っつかみ、「ちょっと待ってください！」とバッグの中に手を突っ込み、中からお馴な染じみの手帳とボールペンを取り出した。

「あ、秋あき葉ばさん？　レベルアップがないということですが……ではどうすれば主人公たちは強くなれるのですか？　成長要素がなければＲＰＧとは呼べないはずです……？」

「んー、能力値の上昇の仕方はシリーズごとに微妙に違うんですけどぉ、『秘ひ宝ほう伝でん説せつ』だと、ロングソードで攻こう撃げきすると力が成長、レイピアで攻撃すると素早すばやさが成長……といった感じに、それぞれの攻撃方法に応じて能力値が上昇する仕組みになっていますですぅ」

「そ、それは！」委員長がボールペンを軽快に走らせる。「か、画期的です……！　画期的なゲームシステムです！　大振りの剣を振り回すと力の値が上昇する──現実ではごくごく当たり前のことですが、その当たり前の現象をゲームシステムとして取り入れるとは！」

「んー、でもでもぉー。委員長さんが大好きなく●おくんシリーズの時じ代だい劇げき編へんなんかもゲームシステム凝こってないっすかー？　あれもレベルアップの概念ありませんしー。あとファイファンⅡとかもー」

「あ、そういえばそうですね」

　ポンと手を叩たたく委員長。

「（ガールズゲームトーク盛り上がってんなぁ）」

　ってか、マーケティング調ちよう査さの話はどこいったよ？　そもそも今はバイト中のはずだが……。

　……いや、野や暮ぼなことは言うまい。

「（ハタラキタクナイデゴザル）」

　おれは心の中で本音をつぶやいた。

　ってなわけで──

　ゲーム談だん議ぎ続行。

「委員長、こんなものがあるよ」

「ん？　なんですか？」

「これこれ」とおれはカートの中から何本かのゲームソフトを取り出し、「番ばん外がい乱らん闘とう編へん、ワールドカップ編、どこでも大だい運うん動どう会かい……」

「あ、その聞き覚えのあるタイトルは、白ランを着た正義のツッパリが主人公の喧けん嘩かアクション──で、お馴染みのシリーズですね？」

「うん」おれは素直に首肯し、「なあ、秋葉。これって多人数対戦可能なのか？」

「可能っすよぉー。ただ実際に対戦するためには携帯ゲーム機き一台につき一本のゲームソフトが必要でぇ、あと携帯ゲーム機同士を繫つなぐ通信ケーブルも必要になりますぅー」

「通信ケーブル？」

「えーとぉ……」

　委員長の疑問を受け、秋あき葉ばはカートの中を覗のぞき込み、「これです、これぇ」と小さな箱を手に取った。箱には赤い背景に黒字で通信ケーブルとわかりやすく商品名が記されている。

「そういえば、渋しぶ沢さわさんって、ご自分専用の携帯ゲーム機って持ってるんですかぁ？」

「実は持ってない」

　おれがそう正直に答えると、

「ふふふ」と秋葉がなぜか笑えみを浮かべ、「でしたら！　これとかどうっすかー！」と足下のダンボールから小箱を取り出し、その小箱の中から携帯ゲーム機を引っ張り出した。

「お、おぉ、その携帯ゲーム機は……もしかしてスケルトン仕様ってヤツか？」

「中の回路基板が丸見えです」と委員長。

「透け透けー！　透け透けー！　自分もスケルトン瑞みず穂ほになって、渋沢さんに内ない臓ぞう器官を、内なる瑞穂をお見せしたいっすぅ！」

「スケルトン瑞穂はどうでもいい」おれは秋葉の妄想を一刀両断し、「……で？　それをおれに売りつけようってのか？」

「ういうい」と秋葉が頷うなずき、「さて、今回ご紹介する商品はこちら！　スケルトン仕様の携帯ゲーム機です！　今なら、この通信ケーブルもおつけしまして……」

「能書きはいいから早く値段を言え」

　おれが先を促すと、

「中略！」

　と秋葉が宣伝文句をカットし、

「気になるお値段なんですが……なんと！　なんと！　四千円でのご奉仕です！」

「たけーよっ！」

「えー。そんなことないっすよー。だってスケルトンカラーっすよ？　しかも箱付き、説明書付き。完品なんですよ？　状態もかなりいいですし、その上、通信ケーブルまでおまけについてくるんすよぉ？」

「つってもなぁ……」

　たしかに携帯ゲーム機と通信ケーブルがあれば委員長と様々なゲームで対戦を楽しむことができる。師匠は常に弟子の一歩先を……という意味でも携帯ゲーム機は是非とも確かく保ほしておきたい。

「（でも四千円の出費は痛いよなぁ……）」

　おれが購こう入にゆうを渋っていると、

「ではではー、半はん額がくの二千円にまけましょー」

「……は、半額？　いいのかよ？」

「ふっ」とここで平和主義者の秋あき葉ばが珍しく口の端を吊つり上げ、「私にゲームの対戦で勝ったら！　の話ですけどぉー！」

「そういうことか……」

　勝ったら半額。勝ったら二千円。

　でも負けたら──

　倍額の四千円を支払わなければならない。

　いや、待てよ？　秋葉は勝ったら半額にすると言っただけだ。負けたときのことは一切口にしていない。ならば──

　敗北時は即時撤てつ退たい！

　リスクは最小限に抑えるべき！

　えー、つまりは、購こう入にゆうを拒否して逃走をはかるってことですね……。

「（なんたる小物！　おれってセコイ！）」

　と、そんなわけで──

　緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもないゲーム対決……！

　……その幕が静かに開いた。




「電源入れるぞ？」

「ういっす」

　おれは秋葉が本体にケーブルを差し込んだのを確かく認にんするとパチンと電源を指で弾はじいた。

「このゲームはこの間、渋しぶ沢さわ君が屋上で遊んでいたロシア生まれの落ち物パズルですね？」

「うん。あれだね」

「ルールの説明は不要みたいっすね。ではさっそく対戦に移りましょー」

「ふっ、速攻で消してやるよ！　先に三十ライン消すのはこのおれだ！」

「私だって負けませんですよぉ！」

「渋沢君と秋葉さんの落ち物ゲー対決。これは見逃せない戦いです……」




「テト●スフラ～～ッシュー！」




　秋葉の謎なぞのかけ声が合図となり、最初のラウンドが幕を開けた。この対戦、四勝連取しなければ勝ちとはならないのだが、落ち物系のパズルゲームは展開がスピーディなため、あっという間に決着がつく。もちろんおれと秋葉の対戦も例外ではなく──

「くっ、そうか！　対戦モードは消した分のブロックが相手の領域にせり上がる仕様！」

「とりゃー、二段消しー」

「な、なんの三段消しで応戦だ！」

「ひうん!?」

「よっしゃー、きたきたきた！　あとは例の一番長いブロック……いや、棒を！　一番長い棒をあそこの穴に突き刺せば……くくく！　秋あき葉ば！　ヒィヒィ言わせてやるからな！」

「は、ハァハァ……。渋しぶ沢さわさん……早く私のあそこにぶっとい棒を……あ、あ、ああぁ」

「卑ひ猥わいです。表現が極めて卑猥です……」

　委員長が何やらメモを取っている。どうやらおれと秋葉の会話のやり取り──という名のエロテ●リス合戦（？）──を手帳に書き留めているらしい。んなもん記き録ろくしてどうすんだって話だが……。

　それはともかく──

「いくぜ、秋葉！　四段消しだ！」

「お、おふぅ!?　一気に危険水域に!?」

　ブロックのせり上がりのことを言っているのだろう。このまま優ゆう位いを保てば、こちらが三十ライン消す前に決着がつきそうだ。

「って、ここで三段消しとは！　しぶとい！」

「何度でも蘇よみがえりますぅ！」

「くうっ、ならば……これでどうだ！　必殺、連続三段消し──っ！」

「いやーん!?　きちゃいますぅ!?　上まできちゃいますよぉ!?」

「このままいけええええええ──っ！」

「ひぐうううううううううう!?」

　それまで液晶画面を真剣に覗のぞき込んでいた秋葉が謎なぞの咆ほう哮こうを上げ、腰を下ろしていたパイプ椅い子すから派は手でに転げ落ち、ビクンビクン、と水のない場所で必死に身体からだを動かすエビみたいに腰をくねらせた。

「あ、ああ……渋沢さんのフィニッシュショット（比ひ喩ゆ表現）が私の中を……私の内なる世界を駆け巡ってますぅ……」

「こいつ……負けたのに喜んでやがる」

　こうしておれは変態秋葉から最初の一勝をもぎ取ることに成功した。

　──のだが……。

　続く第二戦も、その次の第三戦も、戦いはエロテ●リス合戦の様相を呈し、あふんあふん、と秋葉が自じ爆ばくを重ね、気が付けば連戦連勝。秋葉は、おれが四勝目をあげるころには、「ブロックのせり上がりが……快感なんですぅ……」と倉庫の冷たい床に横たわっていた。




　──勝者渋沢！　全勝勝利！




「んじゃ……約束通り二千円な」

　勝負後、おれはジーンズの尻しりポケットから二つ折りの財布を取り出した。

「えーと、二千円……いや、たしか赤字特価の二百円でご奉仕……だったよな？」

「渋しぶ沢さわ君、二千円の間違いです」

「え？　二十円でいいって？」

「……渋沢君も財ざい政せい難なんだったんですね……」

　チャリンチャリーン──

　しめて百七十六円なり。

「渋沢さーん。この財政状況ではバイト代を足しても二千円に届かないのでは？」

「足りないな……」おれは尻ポケットに財布を差し込み、「……あ、あの、秋あき葉ば社長？　バイト、二時間というお話でしたが、延長していただくわけには……いきませんか……？」

「延長っすかー」秋葉は、んー、と一いつ瞬しゆん首を捻ひねったあと、「ではではー、店内の清掃を手伝てつだってもらいましょーかねー」

「すまん恩に着る……」




　その後──

　委員長を店先で見送ったあと、秋葉と二人ふたりで店内の清掃作業に従事した。

　でもって一時間後、さて帰るか、と荷物をまとめていると、「あー」と秋葉が思い出したように口を開き、

「そういえばー、委員長さんって渋沢さんからゲーム機きを買い取るわけですよね？　だったらそのお金を先に受け取っておけば残業しなくてもよかったのではー？」

「………………」

　そういうことはもっと早く言ってほしい。

　ま、自分で気づけって話だが……。

「（ハァ……。結局、また委員長にプリントのお礼ができなかったな。……でもまあ、お互い携帯ゲーム機を入手することができたわけだし、よしとしておこうか……）」
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　　　◇３－１　寒空の下で







「あー！　ダメです！　後ろからはダメです！」

　冬の空に委員長のエロボイスがこだまする。

「そんなもので後ろから突かれたら……私」

　時にはひそめた声なども発するが、

「あ、あ、あ、あー！　やーです──っ！」

　しかし、メインはやはりエロボイス。

　声だけ聞けば、「え？　何？　何やってんの？　エロいこと？」と破は廉れん恥ちな想像をせずにはいられないだろうが、委員長が学校でエロボイスを発するのはゲームをやっているとき、と相場が決まっているわけで……。

「委員長、クロスカントリーは体力の高いキャラよりも足の速いキャラを使わないと」

「だって……。渋しぶ沢さわ君、スタート直後から容赦なく殴りかかってくるじゃないですか？　俊しゆん足そく系けいのキャラはたいてい体力が低めに設定されていますし……」

「ああ、だから体力重視なのか」

「……もう半分以上削られてますけどね」

　携帯ゲーム機きを手に入れて数日が経たったある日のこと。昼休みに屋上で落ち合ったおれと委員長は昼食後、持参した携帯ゲーム機同士を通信ケーブルで繫つなぎ、例のツッパリが活かつ躍やくする喧けん嘩かアクションの大だい運うん動どう会かい編へん──その携帯ゲーム機版をプレイしていた。

「よっしゃー！　一位だ──っ！」

「う、うう……また……」

　給水塔を背にし、ビニールシートの上で体育座りをしている委員長がモノクロ液晶に映し出されたマイナスの得点表示を目にし、「また最下位です……」と物もの憂うげな表情を浮かべた。

「あの、渋沢君……？」

「うん？　何？」

「暴ぼう力りよく行為は禁止にしませんか？」

「えー……」おれは不満の声を漏らし、「殴る蹴けるは基本じゃん。このゲームの場合」

「それはわかっています。ですが、競きよう技ぎによっては……たとえばこのクロスカントリーのような競技に限って言えば、純粋にスピードのみで勝負したほうが、その……緊きん張ちよう感かんがあっていいと思うのですよ」

「なるほど。それは……一理あるね」

「わかってくださいましたか？」

「じゃあ、暴ぼう力りよく行為はワンマップにつき、三回までとしよう」

「……殴らないという選択肢はないのですか」

　殴ると加点。殴られると減点。

　マップが切り替わるとき、通過順位に応じた得点が加算されるものの、委員長は「殴る」よりも「殴られる」ことのほうが圧倒的に多いため、ゴールするころには合計得点がたいていマイナスに傾いている。

「ワンマップにつき三回までですよ？　それ以上はダメですからね……？」

「うむ」おれは頷うなずきを返し、「ワンマップにつき三回。それを全フロア繰くり返せば、ゴール直前までに委員長を瀕ひん死しの状態に追いやることができるはずなんだ。……おれの計算だと」

「人殺し!?　人殺しの計画を!?」

「ふふふ……委員長、潔いさぎよく死ぬがいい！」

「う、うう……マイナスは……もうマイナスは嫌いやです……」

「まあまあ、委員長。携帯ゲーム機き版は据え置き機版と違ってコースアウトで減点される心配がないから、据え置き機版ほど酷ひどい点数にはならないはずだよ」

「……どんな慰なぐさめ方ですか……」

　据え置き機版での対戦は、一つの固定された画面（テレビ）の中でキャラクターが動くことになるが、通信ケーブルを用いた携帯ゲーム機同士の対戦では、画面はプレイヤーごとに独立しており、たとえばこのクロスカントリーという競きよう技ぎでは、キャラクターは常に画面の中央に表示される。携帯ゲーム機版にコースアウトの概念がないのはそのためだ（と思われる）。

「……えっと、時間は……」

　大運動会終了後、委員長が携帯電話で時刻を確かく認にんしたのち、

「渋しぶ沢さわ君？　あと十分くらい時間があります。最後にテ●リスの対戦をしませんか？」

「うん。やろうか」

　頷きつつ、ソフトを交換する。

　おれも委員長も財ざい政せい難なんに陥っているため、現状、手持ちのソフトは全すべて秋あき葉ばからの借り物だ。

『小さいころ、おじいちゃんとよく対戦していたので、通信対戦が可能なソフトはたいてい二本所有してるんですよー』

　とは秋葉の発言。

　さすがはゲームマニア一家である。




　その後、テ●リスの対戦中──




「ほらほらー。どうした、委員長？」

「げ、限界が刻一刻と近づいています……っ」

「くっくっく！　委員長、トドメだ！　この一番長いのをあそこへ突っ込んで……！」

「あ、あ、あ、あ、あ──っ！」

　委員長が一際高い声で絶叫を奏かなでた。

「（やはり委員長の声は……秋あき葉ばのわざとらしいエロボイスとは一味も二味も違うぜ）」

「渋しぶ沢さわ君……」

　対戦後、隣となりの委員長がおれを膨ふくれっ面つらで見上げ、

「先ほど……というか対戦中、私の画面を何度か覗のぞき込みましたよね？　あれはちょっとズルイと思います」

「えー？　ズルイかなー？」

「とても、とても……ズルイです」

「ズルイズルイって。そう思うのなら委員長もやればいいじゃん」

「うっ、それは……」

「それは？」

「……う、うう。私に……相手の画面を覗き込む余裕なんて……あるはずが……」

「ああ……」それもそうか。

「そ、そんな可哀かわい想そうな人を見るような目で私を見ないでください！」

「委員長、顔。茹ゆでダコみたいに真まっ赤かだよ」

「は、はうう……」

　委員長が携帯ゲーム機きを両手で握りしめたままおれに背中を向ける。ここが隠かくれ家がなら、こたつの中に引っ込んでいるところだ。

「ねえ、委員長？　そうやっておれに背中を向けた状態で対戦に臨のぞめば、画面を覗き込まれる心配はないんじゃないの？」

「あ、それもそうですね……」

「実践してみる？」

「うーん、でも、渋沢君？　この通信ケーブルはあまり長さがありませんから……」

「あぁー、そっか。離はなれると対戦できないか」

「はい。ですから……こうしましょう」

　と、委員長が急にその場から立ち上がり、

「渋沢君。背中合わせです」

　と言っておれの背後に回り、自分の背中をおれの背中にピタっとくっつけてきた。

「こうすれば通信ケーブルがピーンと伸び切ることはないでしょうし、誰だれかさんに画面を覗き込まれる心配もありません」

「ほう。考えたね」

　おれは一いつ旦たん腰を浮かせて居住まいを正し、改めて委員長と背中合わせになった。

「あっ……渋しぶ沢さわ君の背中……」

「うん？　おれの背中がどうかした？」

「ちょっとゴツゴツしてます……？」

「おれ、瘦やせ型がただからね。ってか、背中ってお腹なかとは違って脂肪がつきにくいから、誰だれだってゴツゴツしてるんじゃないの？」

「かもですね」

「……といっても」おれは空を見上げ、「委員長は例外だけどね。背中ぶよぶよしてるし」

「……え？　ぶよぶよ？」

「カー●ィくらいぶよぶよしてる」

「さ、さすがにあそこまで太ってはいないと思うのですが……」

　うー、と委員長が小さく唸うなりながら背中を左右に揺らす。摩ま擦さつ効果か、それとも単純に委員長の体温がこちらに伝わってきたからか、徐々に背中がポカポカしてきた。

「（この状況、落ち着かないな……。常に何か話してないと間が保もたんぞ）」

　ただ背中合わせで座っているだけなのに、どうしてこんなにも落ち着かないのだろうか？

「渋沢君……」

「ん……っと……何？」

　返答が一いつ瞬しゆん遅れた。どうやらおれは柄にもなく緊きん張ちようしているらしい。心のざわつきが先ほどから治まらない。

「明日あしたから期末テストですね」

「あ、ああ……そだね」

「ちゃんと勉強はしましたか？」

「まー、それなりに。とりあえず委員長からもらったプリントには一通り目を通したよ」

「そうですか」

　委員長は平坦な声でそう言ったあと、「よかった……」と小声でつぶやいた。

「委員長は？　この間、西さい園おん寺じが『勝ちは頂くから』とかなんとか言ってたけど、今回は勝算あるの？」

「うーん、勝算についてはなんとも言えませんが、テスト前にやるべきことは全すべてやったつもりです」

「いつかみたいにレトロゲームに集中力を乱されたり、心を奪われたり、とかいったようなことはない？」

「テスト前はＲＰＧなどのようにストーリー性の強いゲーム……つまり、続きが気になって夜眠れなくなってしまうようなゲームはプレイしないよう心がけていますから、そういった心配は無用ですよ」

「ほうほう。勉強と趣しゆ味みの間にしっかりと境きよう界かい線せんが引けてるみたいだね」

「えへへ」

　委員長が照れ笑いを浮かべた……のではないかと思うが背中合わせなので顔が見えない。

「渋しぶ沢さわ君？　明日あしたからのテスト、頑張りましょうね？」

「うん。ほどほどに頑張るよ」

「ほどほどではダメですよ。精一杯頑張ってください。持てる力を出し切ってください」

　委員長はそう言ったあと、

　──ドーン！

　と勢いよく背中をぶつけてきた。

「お、やったな？」

　──ドーン！

　お返しとばかりに背中で押し返す。

「ま、負けません！」ドーン！

「うりゃあー！」ドーン！

「会心の一いち撃げき！」ドーン！

「ならばこっちは痛恨の一撃！」ドーン！

「クリティカルヒットです！」ドーン！

「エビちゃんハリケーン！」ドーン！

「そ、そんなのありました!?」ドーン！

「あるんだな、それが！」ドーン！

　なかなか終わる気配けはいを見せないおしくらまんじゅう。おれは自分のターンが終わった直後、「えっと、次は……」とパロディネタに頭を悩ませている委員長の様よう子すをうかがい、

「で、では！　すまっしゅ──」

　委員長が前方に勢いをつけたのを察知すると、くるっと、九十度身体からだの向きを変えた。

　当然ながら、

「あ、あれぇぇ!?」

　おれという支えがなくなるのだから、委員長はそのまま後ろに倒れることになる。

　だが──

「……え？　え？　渋沢君……？」

「やあ、委員長」

　おれは身体の向きこそ変えたが、それは自分自身を軸に九十度回転しただけであって、その場から動いたわけではなかったのだ。

　つまり──

　委員長はおれの膝ひざの上。

「び、びっくりしました……」

「ごめんごめん」

「はー……」と委員長が息を吐き出し、「渋しぶ沢さわ君を下から見上げることになろうとは……」

「こういうのって膝ひざ枕まくらって言うんだっけ？」

「は、はい……たぶん。そうです……」

　委員長は小さく頷うなずいたあと、落ち着きなく視し線せんを彷徨さまよわせ始めた。頰ほおが若干赤く染まっている。
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　その後──

「…………」

「…………」

　おれと委員長の間に沈ちん黙もくの天使が舞まい降りた。

　ひゅー、と勢いのある北風がビニールシートの端をはためかせる。はためいているのはビニールシートだけではない。委員長の長い髪の毛や膝を覆おおい隠すスカートもはためいている。

「渋沢君……」

　膝の上の委員長がおれを見上げてきた。

「うん？　何？」

「え、えっと……その……えーっと……」

　委員長は散々言葉を選んだあと、

「明日あしたのテスト……頑張りましょうね？」

「うん。ほどほどにね」

「ほどほどではダメですよ。精一杯頑張ってください。持てる力を出し切ってください」

「えっと……このやりとりさっきもなかった？」

「そ、そういえば……」

　──キーンコーンカーンコーン。

　直後、チャイムが校内に鳴なり響ひびき──

「あ、そろそろ行かないと……」

　委員長が身を起こした。

「時間か」とおれも腰を上げる。

「渋しぶ沢さわ君、急いで戻りましょう」

「そだね」

　おれたちは急いで荷物をまとめた。そして、先に委員長が校舎に戻り、おれも三十秒くらい間を置いてから屋上を立ち去った。委員長の頭の感触を膝ひざに残したまま……。




　その日の午後の授業はまったく集中することができなかった。

「（委員長の……残り香が……）」

　おれは前の席に座る委員長の背中を眺めながら悶もん々もんとした時を過ごすことになった。

　一方、委員長は──

「Ｘ＝２、Ｙ＝３です」

　と教師の突然の問いかけにもうろたえることなく、ハキハキと質問に答えていた。

「（うーん。絶ぜつ好こう調ちようみたいだな、委員長……）」




　翌日──

　大多数の生徒にとっては苦行でしかない、無む駄だに科目数の多い期末テストが始まった。

　委員長は絶好調。

　おれと秋あき葉ばはいつも通り。

　そして、西さい園おん寺じは──

　いや、西園寺だけは……。

　どうも厄やつ介かいなことになっていた……らしい。







　　　◇３－２　謎なぞゲーと西園寺の謎







　期末試し験けん最終日の放ほう課か後ご──

　隠かくれ家がに集まったおれと委員長がこたつの中に入ってみかんを頰ほお張ばっていると、

「謎ゲー品評会開催決定──っ！」

　神出鬼没な秋あき葉ばが何事か叫びながら隠れ家への窓からの侵入を試み、またいつかのように華か麗れいに着地を決めるのかと思いきや、

「ふぎゃああああ!?」

　窓枠に足が引っかかり、無様な前転を披ひ露ろうしながら畳の上に不時着した。

「あ、秋葉さん!?　大丈夫ですか!?」

「なぜパンツが見えない」モグモグ。

「渋しぶ沢さわ君……また不ふ埒らちな妄想を」

「みかんうめぇー」モグモグ。

「し、渋沢君は呑気のんきすぎます！」

　怒りを露あらわにする委員長とは対照的に──

「のんきー、のんきー♪」

　三秒で復活を果たした秋葉がいつの間にかこたつの中に身を滑り込ませ、妙な歌を口ずさんでいた。委員長はそれを見てギョッとし、

「あ、秋葉さん？　お怪け我がは？」

「残ざん機きを一つ失ってしまいましたぁ。あ、このみかん、自分も食べていいっすか？」

「は、はい。ご遠えん慮りよなく……」

「わーい」モグモグ。

「お前、実は人間じゃないだろ？」モグモグ。

「もふ？」モグモグ。

「お二人ふたりともお行ぎよう儀ぎが悪いです」

「などと注意しながらも、自らもモグモグする委員長であった」

「私はモグモグしてません！」

「まー、まー、委員長さん。そんな目くじら立てないで一いつ緒しよにみかん食べましょーよー」

「はあ……」

　秋葉の脳天気オーラに当てられたのか、委員長は途端とたんにおとなしくなった。

「ところで秋葉？　さっき窓から入ってくるときに謎ゲー品評会とかほざいてなかったか？」

「ほざいてましたぁー」

「なんだその、奇っ怪な品評会は。ってか、謎なぞゲーってそもそもなんだよ？」

「えーっと、なんだかよくわからないゲーム全般を指す言葉っすね」

「なんだかよくわからないゲーム？」

　委員長が懐ふところから素早すばやく手帳を取り出し、右手でペンをかまえる。

「秋あき葉ばさん？　よくわからないというのは、どうしてその程度の段差で足を踏み外して死んでしまうのか、といったような謎ですか？」

「んー、そういうのじゃないっすぅー」

「じゃあ──」今度はおれが口を開き、「死ぬまで内野から出られないドッジボールみたいな理不尽なルールが採用されたゲームとか」

「そういうのでもないっすー」と秋葉がみかんを口の中に放り込み、「えーと、謎ゲーとゆーのはですねー、ゲームをクリアするための目的や手段などからして謎に包まれている、ひじょーに不親切なゲームのことを言うのですぅ」

「ああ、たまにあるよな、そういうの」

「私もなんとなくわかりました」

「とゆーわけで、謎ゲー品評会っすぅ」

「何か持ってきてるのか？」

「いえー」と秋葉は首を振り、「何もー。何せついさっき思いついた企画なのでー」

「では各自一本ずつ、これは、と思う謎ゲーを持ち寄ることにしましょうか？」

「委員長、乗り気だね」

「謎ゲーという言葉の響ひびきが大変気に入りました」

「（んー、マゾゲー同様、安易に踏み込むべき世界ではないような気もするが……ま、たまにはこういうのもいいか）」

「昨日きのう、ちょうどおこづかいが支給されましたので、財ざい政せい難なんは解消されました。今度の週末を予定しているゲームセンター行きもこれでバッチリです」

「おー、それはよかったっすねー」

「おれも思わぬ臨りん時じ収入があったから謎ゲーだろうとゲームセンターだろうとドンと来いだ」

　数日前、他県で暮らす親しん戚せきのおばさんが遊びに来たのだが、正月は会えないから、ということでお年玉を早めに渡してくれたのだ。思わぬ臨時収入とはそれのこと。

「どのみち今日きようは『お勉強の日』ですから、ゲームでは遊べませんし、だからといって試し験けんが終わったその日に机に向かっても、誰だれかさんが集中できないでしょうから──」

　そう言って委員長がおれを見やり、

「──今日は早めに解散して、各自単独でゲームショップ巡りといきませんか？」

「なんだか含みのある発言だけど……まあ、提案そのものには納得かな」

「あっしも、それでオッケーっすぅ」

「ではそのように」

「委員長？　どうせなら西さい園おん寺じも誘わない？」

「西園寺さんを謎なぞゲー品評会に？」

「うん。嫌いやがりそうではあるけど」

「たしかに……『意味不明なんだけど』と顔をしかめられそうな気がします」

「だよね」

「ですが、西園寺さんだけ仲間外れにするのはよくありません。私がお誘いのメールを送っておきましょう」

　と言いつつ携帯電話を取り出す委員長。

「（律りち儀ぎだねぇ……）」

　そんなやり取りがあったあと、「お先に失礼しまっす」と秋あき葉ばが慌ただしく隠かくれ家がを出ていった。おれと委員長も秋葉のあとに続き、謎ゲーを追い求めて街に繰くり出した。




　翌日の昼休み──

　おれがいつものように給水塔を背にして昼メシを食っていると、二つ目のパンの袋を開けた直後、委員長が屋上に姿を現した。

「……あれ？」

　おれの口から疑問の声が漏れたのは、委員長が手に何も持っていなかったからだ。

　弁当箱。ビニールシート。携帯ゲーム機き。

　どれも持っていない。

　というか手ぶらだ。

「委員長？　何かあったの？」

　近づいてきた委員長に疑問を投げかけると、

「実は……」と不安げな表情を浮かべた委員長が給水塔にもたれかかり、「西園寺さんが、謎ゲー品評会も、ゲームセンター行きも……どちらも参加しない……と」

「西園寺がそう言ったの？」

「メールで……ですが」

「うーん、謎ゲー品評会はともかく、ゲームセンター行きは、たしか西園寺にも前々から伝えてあったはずだよね？　特に反対とかもしてなかったと思うんだけど」

「……です」と委員長が小さく頷うなずく。

「何か用事でもできたんじゃないの？」

「……あ、はい。私もそうなのではないかと思って、先ほど西園寺さんにそれとなく不参加の理由を尋ねてみたのですが……」

「西さい園おん寺じはなんて？」

「あ……あなたと遊んでいる暇はない……みたいなことを言われました……」

「はあ？　なんじゃそら？」

　おれが大げさに肩をすくめてみせると、

「西園寺さん……私のこと、嫌いになったのでしょうか？」

「いやいやいや！」とおれは首を振り、「ないない。それはないよ、委員長。西園寺に限ってそれはないから」

「どうしてそう言い切れるのですか？」

「や、だって……西園寺って言動不一致なところがあるじゃん」

「え？　言動不一致……？」

「あいつ、言葉とは裏腹に、ってパターンがけっこう多いから。照れ隠しっていうの？」

「照れ隠し……ですか」

「うん。きっと今回もその範はん疇ちゆうだよ。たとえばさっきの『あなたと遊んでいる暇はない』っていう西園寺の言葉は……」

　おれは一いつ瞬しゆん思考を巡らせ、

「『本当はあなたと遊びたいんだけど……』という意味に変換できる」

「ほ、本当はあなたと遊びたい……？」

「推測だけどね」

　つーか、西園寺は委員長の全すべてを愛していると言っても過言ではないわけで……。あいつの自室をあさったら「ちひろＬＯＶＥ！」とか「ちひろ命！」とか書いてある自作のＴシャツが出てくるんじゃないのかな？　……まあ、それは言いすぎにしても、西園寺が委員長を嫌いになるなんてこと天地がひっくり返るくらいありえないことだと思うんだがねぇ。

「で、でも、渋しぶ沢さわ君？　西園寺さんは事実、謎なぞゲー品評会も、ゲームセンター行きも、不参加を表明しているのですよ……？」

「あー……まあ、それはそうなんだけど」

「もう一つ気になることがあります」と言いながら委員長がおれに顔を寄せ、「西園寺さん、お弁当は自分で作っているらしいのですが、テスト期間中は時間に余裕がないということで、学食を利用していらっしゃいまして……だから、最近、お昼はご一いつ緒しよしていなかったのですが、先ほどメールの真相を尋ねる前に、『今日きようはお弁当ではないのですか？』と訊きいたら、『しばらく間、お昼は学食を利用するから』と……」

　委員長はそう言うとおれを見つめ、

「西園寺さん、私と一緒にお昼ごはんを食べたくないのでは……？」

「や、だからそれはないってば」

「ではどうして西園寺さんはテストが終わったにもかかわらず、学食の利用を継続する、と私に言ったのですか？」

「んー、それはよくわからないけど、今回は委員長に非があるとか、落ち度があるとか、そういったことではないと思う。きっと……うん、きっと西さい園おん寺じ個人の事情だよ。たぶん」

「きっと？　たぶん？」

　ズイ、と委員長がさらに顔を寄せてきた。おれが、近い近い、と身をよじると、「渋しぶ沢さわ君、曖あい昧まいな言葉でお茶を濁にごさないでください」と四よつん這ばいになって迫ってきた。根負けしたおれは、「わ、わかったよ」と姿勢を正し、

「西園寺に探りを入れてくるよ」

「探りを？　渋沢君がですか？」

「うん。まあ、西園寺がおれなんかに本音を漏らすとは思えないけど」

　はは、と半笑いで頭を搔かくと、

「いえ……」委員長が首を横に振り、「西園寺さん、渋沢君になら本心を……本音を語ってくれるような気がします」

「あいつがおれに本音を？　いやいやいや、それはないっしょ。信用度ゼロなのに」

「でも……」と委員長が一段と不安げな表情を浮かべ、「私では無理ですよ……」

「無理？」

「私……西園寺さんとはまだ完全に打ち解けているとは言いい難がたい関係で……実際、西園寺さんと距きよ離りを感じることがよくありますから。なんでも話せる間柄……とは到底言えません」

「おれだってそうだよ」

「そうですか？　西園寺さんが正面からの体当たりを実行するのは渋沢君に対してだけだと思いますけど……？」

「……正面からの体当たりって」

「信用されているからこその体当たりです」

「どうしてそういう結けつ論ろんに……」

　嫌われているからこその体当たりならまだわかるが、信用って……ありえんだろ。

「とりあえず──」おれは一いつ旦たん話を戻し、「今日きようの放ほう課か後ごあたり、さっそく西園寺に探りを入れてみることにするよ」

「今日の放課後ですか？」

「あー、そういや、今日の放課後は謎なぞゲー品評会やるんだったね。……んー、まあ、探りを入れると言っても何時間もかかるようなことじゃないし、話がついたらすぐに駆けつけるよ」

「探りを入れたら……」

「うん。だから、その間、秋あき葉ばと他ほかのゲームで遊んでてくれる？」

「……西園寺さんの……本音……」

「おーい？　委員長、聞いてる？」

「あ、はい。了解しました……」

　浮かない顔で頷うなずく委員長。どうやら西さい園おん寺じのことで頭が一杯らしい。

「（今回の案件は早めに片付けたほうがよさそうだな……）」

　それにしても──

　委員長も西園寺も難なん儀ぎな性格してるよなぁ。







　　　◇３－３　上は西園寺、下はおれ







　その日の放ほう課か後ご、おれは教室を出ていく西園寺のあとを追いかけた。人目のある校内で話しかけると西園寺が嫌いやがる可能性が高いので、学校を出て駅までの道すがら、人がいなくなったのを見計らってから声をかけよう、とおれは考えていたのだが……どういうわけか西園寺は昇降口の前を素通りして隣となりの校舎へ。

　一体どこに行くのかと思えば──

「（ん？　あの教室は……）」

　ドアの上部に取り付けられたプレートに視し線せんを向けると、『図書室』の三文字が目に飛び込んできた。図書室──おれが入学以来一度も足を踏み入れたことがない未知の領域である。

「（西園寺と図書室）」

　別段奇妙な組み合わせではない。西園寺は勉強以外も、たとえばスポーツなども得意らしいが、おれ個人の意見で言えば、グラウンドを駆け回る西園寺よりも、窓際で紅茶を飲みながら読書にふけっている西園寺のほうがイメージしやすいし、断然絵になる、とも思う。だから西園寺が図書室を訪れたことは意外でもなんでもないのだが──

「（委員長の誘いを断って……読書だと？）」

　先約があるとか、家の用事があるとか、そういった明めい確かくな理由があるのならば誘いを断るのも頷けるが、図書室で読書、という今回の西園寺の行動に関しては「腑ふに落ちない」と言わざるを得ない。

「（事情聴ちよう取しゆと行きますか）」

　おれはちょっと間を置いてから入り口の前に移動し、「西園寺！　勝負だコラァ！」という言葉を喉のどの奥に引っ込め、ゆっくり、静かに、ドアを横に滑らせた。

「（んーっと、どこにいるかな──）」

　西園寺はすぐに見つかった。室内に人がほとんどいなかったから、ということもあるが、西園寺は容姿が派は手でなので発見が容易なのだ。

「（……って、あいつ、何やってんだ？）」

　おれは窓際の一席に座る西さい園おん寺じの後ろ姿に声をかけようとしたのだが、机の上に広げられた教科書とノート、その脇わきに積つみ上げられた参考書の山を目にし、「西園寺……なんでテストが終わったのに勉強してんだ？」という素朴な疑問を抱くと共に、呆あきれ混じりのため息が自然と口からこぼれ出た。

　だが、その一いつ瞬しゆん後ご──

「（もしかして西園寺のヤツ……）」

　おれはある予感を抱いた。

「（……ふむ）」

　──たしかめてみよう。

　おれはその予感を検証するため、西園寺の隣となりの席に腰を下ろし、黙もく々もくと勉強に励む仏ぶつ頂ちよう面づらの西園寺を無言で見つめた。しばらくそうやってプレッシャーをかけ続けていると、

「……ちょっと……」

　他ほかにも席は空いているのにどうしてわざわざ私の隣に座るのよ、とでも言いたいのか、西園寺が横目でおれを睨にらみ──おそらく隣にいるのがおれだとは思わなかったのだろう──見る見る顔色が悪くなっていった。

「そんなにやばかったのか？」

「……え？」

「まだ結果は出てないけど」とおれは一方的に話を続け、「その様よう子すだと、今回の期末テスト、調ちよう子しがイマイチだったみたいだな」

「…………なんのことやら」

「お前が委員長の誘いを断るなんて変だなって思ったんだよ。大方、昼休みに学食を利用してるのも、早めに食事を切り上げて、図書室で勉強するためなんじゃないのか？」

「……妄言を吐くのは止やめてちょうだい」

「委員長が心配してたぞ」

「…………っ」

　おれが委員長の名前を出すと、西園寺は途端とたんに押おし黙だまった。おれは話を続け、

「勉強するのはお前の勝手だ。……でも、委員長の不安を煽あおるような真ま似ねは止めてくれ」

　語気を強めてそう忠告した。

　すると西園寺は──

「…………っ！」

　ガタン、と音を立てて椅い子すから立ち上がり、背の高い書架が並ぶ、図書室の奥のほうへと歩いていった。

「待てよ」

　慌ててその背中を追いかける。

「だから待てって」

「………………」

「待てって言ってんだろ」

「………………」

　西さい園おん寺じはおれからの呼びかけをことごとく無視し、八の字を描くように書架と書架の間をひたすら歩き回った。三十秒ほど、そうやって無益な鬼ごっこを続けていると、西園寺が一番奥にある専門書のコーナーでふと立ち止まり、側そばにあった木製の踏み台を書架の前に置き、その上にぴょんと飛び乗って一番上の段に並ぶ分厚い専門書を両手で抜き取った。

「おい、こら。無視すんな」

「…………」

「聞いてんのかよ？」

「…………」

　西園寺は踏み台の上から一向に動こうとしない。完全に無視を決め込んでいる様よう子す。

　おれは、こうなったら、と思い、

「パンツ」

「……え？」

「パンツ見えてんぞ」

「…………なっ!?」

　本当は見えていないのだが、シチュエーションがシチュエーションなので、おれの言葉に説得力を感じたのだろう。西園寺は血相を変え、背中を覆おおい尽くすロングヘアーを振り乱しながら勢いよくこちらを振り返った。

　──のだが…………。

　ここで思わぬ事態が発生した。

「──きゃっ!?」

　よほど慌てていたのか、こちらを振り返ったとき、踏み台から足を踏み外してしまったらしく、西園寺の身体からだが前方に傾いた。

「──危ない！」

　次の瞬しゆん間かん、おれは自分でも信じられないくらい俊しゆん敏びんな動作で西園寺に駆け寄り、その華きや奢しやな身体を正面から抱きとめ──

「やべっ!?」

　だが踏ん張りが利かず……。

　おれは西園寺を抱きとめたまま固い床に背中から倒れ込んでしまった。幸い頭は打たなかったが、受け身を取る暇がなかったものだから、背中を強打してしまい、床に叩たたきつけられた直後、三秒間くらい呼吸が困こん難なんになった。

「……ゴホゴホっ……！」

　やっと呼吸ができるようになったかと思えば埃ほこりっぽい空気が口の中に入ってきた。ちゃんと掃除しろよな、と図書室の掃除当番に心の中で不満を漏らす。

「う、うーん……」

　おれが咳せき込んでいると西さい園おん寺じがくぐもった声を漏らし、閉じていた目を開き──

「ちょ、ちょっと、あなた！　い、い、いくらなんでも顔を寄せすぎよ!?　って、問題はそこじゃないわ！」

　仰あお向むけで転がっているおれ。

　うつ伏せでおれに覆おおいかぶさっている西園寺。

　西園寺が上で、おれが下。

　要するに親しい男女がベッドの上で絡み合っているかのような……そんな状態。

「こ、こ、このままでは身体からだが腐ってしまうわ！　は、早く退どいてちょうだい！　そしてこの世からいなくなって！」

「いやいやいや！　お前が退けよ！」

「どうしてよ!?」

「身動きが取れないからだよ！」

「理由になっていないわ！」
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「あのなぁ!?　おれが身動きを取れないのはお前がおれの上に覆おおいかぶさってるからなんだぞ!?　状況わかってんのかよ!?」

「そんなの知らな……って、きゃあああああああ!?　あ、あなた、どこ触ってるのよ!?」

「不可抗力だ！　不可抗力！」

　ふにょん、と柔らかい胸の感触が指先に伝わってくる。何これ……超柔らかい……。

「何が不可抗力よ!?　さっきから嫌いやらしい手つきで私の胸をまさぐって……ひゃん!?」

　西さい園おん寺じが西園寺らしからぬ可愛かわいらしい声色を漏らし、完かん熟じゆくトマトみたいな顔を左右に振りながら「もういやあああああ！」と叫んだ。




　数分後──




「……最悪……」

「それはこっちのセリフだ」

「…………もう」

　ぷくぅ、と頰ほおを露ろ骨こつに膨ふくらませ、膝ひざを抱えて床の上にへたり込んでいる西園寺が顔を斜め上に向けながら本棚に寄りかかる。

　と、急に西園寺が、

「……あなたの言う通りよ」

「うん？」

「今回の期末テスト……思うように問題が解けなかったのよ。まだ結果は出ていないけれど、この分だと、早はや坂さかさんを負かすどころか、三位以下ということも……」

「やはりそういうことだったか」おれは西園寺の側そばで不良座りをし、「なあ？　お前のところも委員長の家みたいに親がうるさいのか？　たとえば成せい績せきが下がったら叱しかられるとか」

「いえ……」と西園寺が首を振り、「あの人たちは……私に期待なんてしていないわ」

「期待してない？　冗じよう談だんだろ？　おれがお前の親だったらご近所さんに『うちの娘は勉強もスポーツもトップクラスなんですよぉー』って自慢して回るけどなー」

　おだてたつもりはなく、純粋に感じたことを口にしただけだったのだが、

「ふん……」どういうわけか西園寺はますます機き嫌げんが悪くなり、「……トップクラス……。聞こえはいいけれど、結局のところ一番にならなければなんの意味もないのよ……」と聞き取りづらい声でブツブツとつぶやいた。

「（うーん……親とか家のことは話題に出さないほうがよかったみたいだな）」

　どうもこれ以上はやぶ蛇みたいなので、

「んじゃ、そろそろ行こうぜ」

　と西園寺の顔を覗のぞき込んだ。

「行くって……どこへ？」

「隠かくれ家がだよ。隠れ家。今日きようは謎なぞゲー品評会をやる予定なんだ。お前も参加しろ」

「きょ、今日は……ちょっと」

「勉強の続きか？　おれが言っても説得力はないかもしれないが、闇やみ雲くもに勉強したって成果は上がらないと思うぞ？」

「……ぐっ……」

「とにかくだ。ちゃんと委員長と顔を合わせて、んでもって事の経いき緯さつを説明しろ。お前は何気なく言ったのかもしれないが、『あなたと遊んでいる暇はない』って言われたこと、委員長、かなり気にしてるんだぞ？」

「……そ、そう……なの……」

「委員長を困らせる気はなかったんだろ？　だったら誤解は早めに解いておいたほうがいい。お前自身のためにも」

「……それは……そうかもしれないけど」

「ああもう！　しゃきっとしろ！　しゃきっと！　お前、本当に西さい園おん寺じか？　おれが知ってる西園寺はもっと男らし…………いや、竹を割ったような性格を……してるはずだ」

「お、男らしいってどういうことよ!?」

　西園寺が脊せき髄ずい反射的に癇かん癪しやくを起こす。

「う、うっせえな！　耳元で叫ぶな！　つーか、実際そうだろうが！」

「こ、この男は、いつもいつも……………っ」

　おれの配はい慮りよのなさに呆あきれたのか、西園寺は本棚に向かって「はぁ」と特大のため息を吐き出し、そしてその場からゆっくりと腰を上げた。

「行くわよ……行けばいいんでしょ……」

「ようやく折れたか」

「……ホント、しつこいわね、あなたって」

　そう言って歩き出す西園寺。おれもそのあとをすぐさま追いかける。

「（ん？　誰だれもいない？）」

　さっき図書室に足を踏み入れたとき、室内に何人かの生徒がいたように思うのだが、いつの間にやら人っ子一人ひとりいなくなっていた。おれたちが騒さわいだから出ていったのだろうか？　それとも、たまたまみんな出ていって、だから「うるさい」と誰にも注意されなかったのか……。

　それはともかく──

「委員長の悩みを解決に導みちびくのはおれの義務みたいなものだからな。そのためならなんだってするさ」

「じゃあ……」と西園寺が勉強道具を広げた机の前で立ち止まり、「あなたがこうして私の動向を探りに来たのは、早はや坂さかさんの気を晴らすためであって、それ以外の理由は……」

「あるわけないだろ。んなもん」

「…………あっそう…………（チッ）」

「ん？　今、舌打ちしなかったか？」

「……さあ。気のせいじゃないかしら──」

　──グサっ！

　直後、西さい園おん寺じが動かした椅い子すの脚が、おれの右足の甲を圧迫した。

「……痛っ!?」

「あら、ごめんなさい。手が滑ったわ」

「……手が……滑った……だと？」

「さ、隠かくれ家がに向かいましょう」

「……ま、待て。まだ足の痛みが引かな──」

「先に行ってるから」

　西園寺はそそくさと荷物をまとめると、おれを放置して図書室を出ていってしまった。

「……わけがわからん……」

　おれは上うわ履ばきを脱ぎ、右足の甲をさすりながら心の中で思った。……おれ、西園寺を怒らせるようなこと、何も言ってないよな？　と。







　　　◇３－４　謎なぞゲー品評会







　西園寺が図書室を出ていったあと、数分遅れで図書室を飛び出したおれは（足の痛みがなかなか引かなかったのだ）委員長たちが待っている隠れ家に急行した。

「私が買ってきたのはこれです！」

　おれが隠れ家の敷しき居いをまたぐと、委員長が両手に持った黒いゲームソフトを秋あき葉ばと西園寺の目の前に突き出していた。どうやらすでに謎ゲー品評会がスタートしているらしい。

「（西園寺は相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだけど、委員長、元気を取り戻してるみたいだし……西園寺のヤツ、ちゃんと誤解を解いたようだな）」

　おれは、遅れてごめん、と軽く頭を下げると、こたつの中に下半身を滑り込ませた。まださっきのことで怒っているのか、窓側の一辺に座っている西園寺がムッとした顔でおれを睨にらんできた。おれはそんな不ふ機き嫌げん女おんなを無視し、

「それ、どんなゲームなの？」

　と質問を投げかけた。すると、「あ、渋しぶ沢さわ君」と委員長がおれを見て顔を綻ほころばせ、

「えっと、簡かん単たんに説明するとですね、このゲームは……いえ、これはゲームではなく、超能力開発ソフトと呼ぶべきでしょう」

「え？　超能力？」

「はい。このソフトを通して超能力の基き礎そを学び、様々なトレーニングを積つみ重ねることによって──もしかしたら、いつかあなたも超能力に目覚めるかもしれません……よ？」

「何、その宣伝文句みたいなの……」とおれ。

「胡う散さん臭くさいわね……」と西さい園おん寺じ。

「ほー、ほー」と一人ひとりだけ感心している秋あき葉ば。

「ゲーム画面はこんな感じです」委員長がゲーム機きの電源を入れ、なおも解説を続ける。「このソフトをすすめてくださった店員さんのお話では、最後の関門をクリアするためには本物の超能力が必ひつ須すで、そうでない場合、自分の直感を頼りに課か題だいをクリアしなければならないそうです」

「どういうことだよ……」

「どういうことなの……」

　おれと西園寺が早くも辟へき易えきする中、

「もふぅー！　つまり、選ばれし者のみがクリアできるゲームってことっすね！　こ、これぞまさに中二病専用ソフト！」

　と秋葉が一人騒さわぎ出し、

「い、急げぇぇ！　第一次超能力世界大戦が開幕する前に！　お、おおぉー、チカラが……チカラがメザめる……！　サイコキネシスがパイロキネシスでテレポーテーションがクレアボヤンスにぃぃぃ……っ！」

「（たぶんこういうヤツが買うんだろうな）」

　と、それはともかく──

「あのさ……」

　おれは秋葉から委員長に視し線せんを移し、

「たしかに、このソフト、そうとうな変わり種ではあると思うけど……でも、これ、謎なぞゲーではないんじゃない？」

「……へ？」

「だって超能力開発ソフトだよ？　趣しゆ旨し、はっっきりしてるじゃん」

「うっ……言われてみると……たしかに」

　罰が悪そうに視線を下げる委員長。

　と、ここで秋葉が、

「でもでもー、面おも白しろそうなゲームですよー。選民意い識しきが搔かき立てられますぅー」

「おめでたい人ね。超能力なんてありもしないものに憧あこがれを抱くなんて」

「あふんあふん☆」

　西さい園おん寺じの現実的な解釈を受け、秋あき葉ばが嬉うれしそうに身をくねらせる。このドＭ女にとって罵ば倒とうの文句はＲＰＧで言うところの回復魔ま法ほうでしかない。……というのはもはや常じよう識しきか。

「いやー、でも、真剣に訓練を積つめば、私たち四人のうち、一人ひとりくらいは超能力が使えるようになるかもですよー？」

「超能力か……」おれは腕組みをし、「バトル漫画の主人公を演じるために必要なのはサイコキネシスとかパイロキネシスとかだろうけど、争いのない現代社会を生きる上で、もっとも重ちよう宝ほうするであろう超能力と言ったら……やっぱり透視能力だろうね」

「と、透視能力!?」委員長がコントローラーを上下に揺さぶり、「だ、ダメです！　渋しぶ沢さわ君が透視能力に目覚めたら……わ、私たちのスカートの中を……あ、あわわわっ」

「ふふふふっ、委員長？　果たしてスカートの中だけですむかな？」

「えぇ……」

「スカートの中、下着の中……そして、神聖なる秘密の花園──」

　──ガシ！　ガシ！　ガシ！

「死ね！　今すぐに死ね！」

　西園寺がこたつの中で攻こう撃げきを仕掛けてきた。

　本気の蹴けりである。かなり痛い。

　おれは、「妄想くらい許せよ！」と叫びながらこたつから足を出し、難なんを逃れた。

　と……。

　そんな感じでトップバッター、委員長のプレゼンテーションは終了。評価は、「微妙」「胡う散さん臭くさい」「そもそも謎なぞゲーじゃない」などなど、辛から口くち意見が大勢を占める結果となった。

　その後──

「ではでは！　次はあっしの番っすね！」

　二番手の秋葉がみんなの前に出てきた。

　ところが──

「げっ、おれとソフトかぶってる……」

　秋葉が取り出した黒いカセットはおれが買ってきたゲームソフトと同一のものだった。

「ありゃりゃー。渋沢さんもこれを選びましたかぁー」

「ネットであれこれ調しらべてみたんだけど、最終的にこのゲームに行き当たってさ。今回の企画にうってつけのゲームみたいだったから買ってきたんだけど……」

　おれは経いき緯さつを説明すると、荷物の中から渦中のゲームソフトを取り出し、「ほら、同じだろ？」と秋葉の目の前に差し出した。

　おれが、いや、おれと秋葉が買ってきたゲームソフトは、とある芸能人──お笑い芸人としても、映画監かん督とくとしても高名な、日本を代表する超大物芸能人──が監修を務めた、当時、大半のプレイヤーがゲーム序じよ盤ばんでクリアを諦あきらめたと言われている、不条理が売りのクソ……いや、伝説的なゲームソフトである。

「一体どのようなゲームなのですか？」

　委員長の疑問に対し、

「えっとですねぇー」

　先に応答したのは秋あき葉ばのほうだった。

　それを見たおれは、「ちょっと待て」と秋葉を手で制し、

「説明はあとにして、まずは委員長に初しよ見けんで遊んでもらおう。論ろんより証拠っていうか……このゲーム、世せ界かい観かんが独特だから、口で説明してもたぶん伝わらないと思うんだよ」

「あー、それもそっすねー」

「え？　私が一番に遊んでもいいのですか？」

　そう言って委員長はおれ、秋葉、そして最後に西さい園おん寺じに遠えん慮りよがちな視し線せんを向けた。

「いいも何も……あなたの好きにすればいいじゃない。私に許可を求める必要はないわ」

「そ、そうですか。……では……」

　委員長がゲーム機きの前にそそくさと移動し、コントローラーを両手で握る。

「じゃあ、カセットは渋しぶ沢さわさんのほうをー」

　秋葉はおれからゲームソフトを受け取ると、すかさず委員長の側そばに駆け寄り、黒いカセットをあずき色のゲーム機にセット。そして電源スイッチに手を伸ばし、「スイッチオーン──っ！」と甲かん高だかい声を室内に響ひびかせた。

　いちいち大げさなヤツだなぁ、と思いながら無音のタイトル画面に目を向けると、委員長がボタンを操そう作さしたのか、すぐに画面が切り替わり、気の抜けそうなＢＧＭが流れ始めた。

「えっと……しゃちょうしつ？　んーと、この背広を来た人が主人公？　ん、んー？　このゲームは現代が舞ぶ台たい？」

　なんの前置きもなく、「しゃちょうしつ」と書かれた部へ屋やに放り込まれた委員長。戸惑いを隠せないようだ。




『さいきん　きみのせいせきは　どうも　よくないな』




「社長さんに怒られました……？」

「ふーん。どうやらこのゲームの主人公は、うだつの上がらないサラリーマンのようね」

　西園寺が状況から推すい論ろんを唱える。

「んー、成せい績せきがかんばしくないとのことですから、お仕事を頑張ればいいのでしょうか？」

　とりあえず……と委員長が前を向き、主人公のサラリーマンを操作。マップ移動を何度か繰くり返し、会社の外に出た。

　すると──

「あ、明らかに堅かた気ぎではない強こわ面もての人がいきなり殴りかかってきましたよ!?」

「理不尽ね」と冷静に西さい園おん寺じ。

「な、なぜだかわかりませんが、おまわりさんまで殴りかかってきました!?」

「きっと主人公、犯罪者なのよ。指名手配されているのよ」と適当なことを言う西園寺。

「ピンク色の服を来たおばさんが十メートルくらいジャンプしています！　異常です！　この街は絶対異常です！」

「きっと世紀末なのよ……」と答えになっていない答えを口にする西園寺。だんだん口く調ちようが投げやりになってきた。いや、呆あきれているのか。

「（委員長さん、困惑しているようですねー）」

　突然、秋あき葉ばがこたつの中から顔を出し、ひそひそ、と小声で話しかけてきた。

「（謎なぞゲー、不条理ゲー、理不尽ゲー。噂うわさには聞いていたが……カオスな世せ界かい観かんだな）」

「（ねえ？　このゲーム、ジャンルはなんなの？　経営シミュレーションとか？）」

　西園寺が姿勢を低くし、おれたちに疑問をぶつけてきた。声をひそめているのは委員長へのネタバレを危き惧ぐしてのことだろう。

「（経営は関係ないっす。これ、ジャンルはアクションアドベンチャーですからぁ）」

「（あ、アクションアドベンチャー……？）」

「（このゲーム、ある島に眠る財宝を探すのが最終目的なんだよ）」とおれ。

「（ざ、財宝？）」

　西園寺の顔がどんどん引ひき攣つっていく。

「（財宝探しの旅に出るためには、まず自己のしがらみを全すべて取り払って、この世せ知ち辛がらい世の中から逸脱をはかる必要がありますぅ）」

「（しがらみを……）」と一いつ瞬しゆん西園寺が真顔になり、「（具体的にはどうするの？）」

「（えーっと、詳しく話すとネタバレになってしまうので、大おお雑ざつ把ぱにしがらみの部分だけ抜き出して説明しますとぉ、まず会社を辞めて退たい職しよく金きんをもらい、奥さんと別れて慰い謝しや料りようを払い、無職バツイチニートになって──）」

「（……もう何も言わなくていいわ）」

「（たしかスナックのカラオケイベントはⅡコンのマイク機き能のうを使わないとクリアできないんだよな）」

「（そうです。そうです。しかもノーヒント）」

「（……なるほど。たしかに謎ゲーだわ）」

　西園寺が目を細め、納得と呆れの混じった奇妙なため息を吐き出し、「（世の中って広いわね）」と言いながらテレビ画面に目を向けた。

　さてさて──

　おれはゲームの進行状況を確かく認にんするため、西さい園おん寺じに倣ならって身体からだの向きを変えた。

「うーん、うーん……。営業成せい績せきを上げるためには一体どうすれば……？」

　委員長は街の中を彷徨さまよっていた。

「やはりカルチャークラブに通って、『ひんたぼ語』なる謎なぞの言語を習得して、語学堪たん能のうなサラリーマンを目指すのが筋……？」

「（迷走してるなぁ……）」

「（でも楽しそうです）」と小声で秋あき葉ば。

「（たしかに）」とおれは腕組みをし、「（すごいよなー、委員長って。不条理ゲーだろうとマゾゲーだろうとクソゲーだろうと、ゲームと名のつくものはなんでも楽しめちゃうんだから）」

「（奇跡の少女っす！）」

「（……うむ）」

　極力声をひそめ、委員長すげー、と秋葉と絶ぜつ賛さんし合っていると、

「（……羨うらやましい）」

　傍かたわらの西園寺が小声でボソッとつぶやいた。

「（ん？　今、何か言ったか？）」

「（別に……）」

　即答し、ぷいっとそっぽを向く西園寺。

　……なんだこいつ。急に不ふ機き嫌げんになって。

「こ、こうなったら……！」

　テンションダダ下がりの西園寺とは対照的に委員長は元気一杯で──

「全すべての選択肢を試すまで……です！」

　謎ゲー品評会そっちのけで、大物芸能人からの挑戦状に応こたえていた。

「（ここでヒントを出すのは……野や暮ぼってもんだよな）」

「（ですねー）」

「（ま、そうね……）」

　おれたち外野三人は顔を見合わせ、無言で頷うなずき合った。静かに行方ゆくえを見守ろう……と。

「お、おまわりさん！　こっちに来ないでください！　私は犯罪者ではありません！　あ、あ、あ、あ、あ、あ──っ！」

　今日きようも委員長のエロボイスは絶ぜつ好こう調ちよう。

　おれは、和なごむなぁ、と思いながら戸惑う委員長の後ろ姿を生暖かい目で見つめた。そして思った。実に平和な放ほう課か後ごだな、と。

　このときは……──
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　　　◇４－１　ゲームセンターにて（前ぜん編ぺん）







　ピコピコピコ──

　ピロリロピロリロ──

　ガアアアアアアアアア──

　お店の前に立つと、ゲームセンター特有の雑然とした雰囲気と音の洪水がさっそくおれたちを出迎えてくれた。

「わー」

「きゃっほー」

　委員長と秋あき葉ば。テンション高めの二人ふたりが足音を鳴らしながら店内に駆けていく。おれは、元気だねー、と二人の背中を見送った。

「ここがゲームセンター……」

　一方、お嬢じよう様さま育ちの西さい園おん寺じは「鼓膜が破れそう……」と騒さわがしいのが苦手なのか、早くもげんなりしていた。

「なんだよ、西園寺？　ノリ悪いな？　お前もシャウトしろよ？」

「……こういう騒がしい場所は苦手なのよ」

　西園寺はそう言うと、首に巻いているカシミアのマフラーを外し、コートの襟えり元もとを正した。

「（ま、人目のある場所でハメを外すタイプではないよな。西園寺は……）」

　たぶんこいつはカラオケとか遊園地に行っても、憮ぶ然ぜんとした面持ちで「……こういう騒がしい場所は苦手なのよ」と言うのだろう。

「……家に帰りたい」

「来て早々それかよ」

「…………ハァ…………」

　この世の終わりを嘆くかのようなため息だ。図書室での一件と謎なぞゲー品評会を経て、多少は元気を取り戻したかのように見えた西園寺だったが、一昨日おととい、全すべての教科の答案用紙が返ってくると、また様よう子すがおかしくなった。今日きよう、こうしてゲームセンター行きに同行してくれたのだって奇跡みたいなものだ。

「とりあえず中に入ろうぜ」

　テンション低めの西園寺を伴い店内に足を踏み入れると、入り口付近にテーブル筐きよう体たい──八十年代に流行はやった筐体で喫茶店などにも置かれていた──がズラーっと並べられており、その一台に秋葉が腰を下ろし、「そりゃー、名な古ご屋や撃うちー。瑞みず穂ほ撃うちー」と言いながら超有名シューティングでさっそく肩かた慣ならしをしていた。

「えーと、委員長は……」

　おれは店内を見回し、もう一人ひとりのガールズゲーマーの行方ゆくえを二つの目で捜した。

「あそこにいるわ」

　実際は四つの目で捜索していたらしい。傍かたわらに立っている西さい園おん寺じがクレーンゲームのコーナーを指差しながらおれに目配せした。

「おーい。委員長ー」

　おれは名な古ご屋や撃うちに夢中な秋あき葉ばを放置して委員長の側そばに駆け寄った。当然のように西園寺もついてくる。

「それやるの？」

「あ、渋しぶ沢さわ君。西園寺さん」

「これはクレーンゲームね」と西園寺。「映えい画が館かんなんかで見たことがあるわ。やったことはないけれど」

「私も存在は知っていたのですが、一度もやったことがなくて……。ですからこの機き会かいにチャレンジしてみようかと思いまして」

「いいね。やろうやろう」とおれは筐きよう体たいの正面に移動し、「この手のゲームは家庭用ゲーム機では代用が利かないもんなー」

「はい。ゲームセンターならでは、です」

「だね」おれは頷うなずきつつ、ガラスの中を覗のぞき込み、「これ、かなり古い型のクレーンゲームみたいだけど……でも、さすがに景品のぬいぐるみは最近のものみたいだね」

「んー？　この、先ほどから流れている音楽はなんでしょうか？　どこかで聴きいたことがあるような気がするのですが……」

　委員長が首を傾かしげるのを見て、

「たしかこの曲は──」

　西園寺がおれたちの間に割り込んできた。

　と次の瞬しゆん間かん──

「グリーンスリーブスですぅ」と西園寺が答えを言う前に秋葉が解答を口にした。「イングランドの伝統的な民みん謡よう曲きよくっすねー。ちなみにこのクレーンゲームは某メーカーが開発した筐体で正式名をＵＦＯキャ●チャーと言いますぅ」

「秋葉……お前、ギャラリーに名古屋撃ちを披ひ露ろうしてたんじゃなかったのかよ？」

　ぺちん、と額ひたいにツッコミを浴びせると、変態ドＭ少女は「あふんあふん☆」とお決まりのように腰をくねらせ始めた。少しは人目を気にしろよ、と思う。

　と──

　隣となりの西園寺が秋葉を横目に見ながら「ちっ」と露ろ骨こつに舌打ちをした。その鋭するどい双そう眸ぼうは秋葉だけではなくおれにも注がれているようだった。

「どうした、西さい園おん寺じ？」

　おれがストレートに疑問をぶつけると、

「……なんでもないわ」

　すぐにそっぽを向いてしまった。

「変なヤツ」

　おれは、「ま、いっか」と気持ちを切り替え、百円硬貨を財布から取り出そうとしている委員長に歩み寄った。

「何を取るか決まった？」

「あ、はい。真ん中でひっくり返っているスライムさんを捕ほ獲かくしようかと」

「えー？　スライムって手足がないからアームが引っかからないんじゃないの？」

「大丈夫です。私はスライムさん一筋ですから」

「……何がどう大丈夫なんだ」

「ではさっそく捕獲作戦を開始しますね」

　そう言いながら委員長が筐きよう体たいに百円玉を投入する。そして二つのボタンに目を落とし、

「えっと、この『１』を押すとアームが横に動いて、『２』を押せば奥に動くのですね」

「アームを動かすときはちゃんとボタンを押しっぱにしないとダメっすよー」

「押しっぱ……ですね」委員長が恐る恐る『１ボタン』に手を伸ばす。「押しっぱ……押しっぱ……と、ここでボタンを離はなし……慌てず騒さわがず……もう一つのボタンでアームを奥に……今度もちゃんと押しっぱにして……そしてスライムさんの頭上でストップ！」

「おー、いい感じー」

　アームが左右に開き、目標のスライム目がけて下降する。位置取りは完かん璧ぺきだったが──

「あー！」

　アームこそスライムの身体からだに触れたものの、残念ながら持ち上がるには至らなかった。

「も、もう一回です！」

　再び百円玉を投入する委員長。

　だが──

「い、今のは……じゅ、準備運動です！」

　二度目の挑戦も空振り。

　その後の展開は言わずもがなだろう。

「ま、まだまだこれからです！」

　三度目──

「つ、次！　次こそは……！」

　四度目──

「なぜです!?　なぜ取れないのです!?」

　五度目──

「……うううう～～～！」

　失敗失敗また失敗。アームがつかむのは空気ばかり。クレーンゲーム初心者の委員長に手足のないスライムを攻略するのはどうも無理があったようだ。

「ひゃ、百円玉がない……！」

　通算七度目の失敗を刻んだ委員長はいそいそと財布の中から千円札を取り出し、

「ちょっと両替してきます！」

「あー、ストップ、ストップー」

　おれは慌てて委員長の腕をつかんだ。

「渋しぶ沢さわ君……止めないでください。私にはスライムさんを捕ほ獲かくする義務があるのです」

「どうどう」おれは委員長の頭をポンポンと叩たたき、「委員長？　ゲームはこれ一つじゃないんだよ？　ゲーセンのゲームは、隠かくれ家がで遊ぶのと違ってコンティニューにお金がかかるんだから、もっと計画的に散財しないとダメだよ。じゃなきゃ、あとで後悔することになるよ？」

「で、ですが……」

「ここはおれに任せてよ」

「……え？」

「スライムの捕獲」

　おれはそう言って百円玉を筐きよう体たいに投入する。「渋沢君、このゲーム、得意なのですか？」

「んー」

　曖あい昧まいな言葉を返しつつ、アームを横方向に移動させる。そして、一呼吸置いたあと、「いけるかな」と誰だれに言うでもなくつぶやき、もう一つのボタンでアームを奥に──

「よし！　引っかかった！」

　──パチン。

　おれは無む意い識しきのうちに指を鳴らしていた。

「わっ！　スライムさんが逆さかさ吊づりに！」

「渋沢さん、さすがっす！」

　歓喜の声を上げる委員長と秋あき葉ば。

　だが西さい園おん寺じだけは一人ひとり冷静で、

「アームをぬいぐるみのタグに引っかけて……？」

「ふふふ、計画通り！」

　おれは西園寺のほうをゆっくりと振り返り、邪悪な笑えみを浮かべた。ただ内心では、

「（……完全にまぐれです。本当にありがとうございました……）」

　と自分のリアルラックに驚おどろいていた。

「よっしゃ、ゲット」

　おれは景品ダクトを通って落ちてきたスライムのぬいぐるみを素早すばやく取り出し、「はい、これ」と委員長に両手で手渡した。

「渋しぶ沢さわ君！　ありがとうございます！」

「どういたしまして」

　おれは深々と頭を下げる律りち儀ぎな委員長から目をそらし、カリカリ、と後頭部を搔かいた。

　と、そんな最中──

　またしても西さい園おん寺じが「ちっ」と舌打ち。またか、と思いながらおれは後ろを振り返る。

「ご機き嫌げん斜めだな」

　何か不満があるなら言えよ、という意味を込めて挑発的な言葉を投げかけてみたのだが、

「……別に」

　とまたしてもあっさり受け流された。




　西園寺はその後も、おれたちが和なごやかに談だん笑しようする、その傍かたわらで不満げに舌打ちをしたり、つまらなそうに鼻を鳴らしたり、とマイナスの感情を露あらわにした。

　こういう騒さわがしい場所は苦手なのよ、とは西園寺の言葉だが、先ほどから西園寺が不満を表面化させているのは、ゲーセンの雑然とした雰囲気だけが原因ではないだろう。

「（やっぱテストのことかな……）」

　おれは壁かべに寄りかかって腕組みをしている仏ぶつ頂ちよう面づらの西園寺の心理状態を分析する。まだテストの結果を引きずってんのかな、とか、くよくよ悩めば解決するような問題じゃないのに、とか、今の西園寺に必要なのは適度な気分転換だと思うんだけどなー、とか。しばらくそうやって思考を巡らせていると……。

　あああああもう！　おれは西園寺専属のカウンセラーじゃねーんだぞ！

　……とだんだん腹が立ってきた。

「なあ」

　おれはワ●ワニパニックに夢中になっている委員長と秋あき葉ばの後方で携帯電話をいじっている西園寺に声をかけた。

「……何？」

「ホント、今日きようはテンション低いな」

「……普段ふだん通りよ」

「どうだか」おれは西園寺に一歩近づき、「これが終わったらパンチングマシンのコーナーに行くからな」

「……パンチングマシン」

「鬱うつ憤ぷん晴ばらしにはもってこいだと思うぞ」

「……そうね」

「興きよう味みなさ気だな」

「……そういうわけではないわ」

　西さい園おん寺じは、ただ、と言葉を紡ぎ、

「筐きよう体たいのレバーとかボタンとか、今、早はや坂さかさんが手に握っているハンマーとか……不特定多数の人間が触っているわけでしょう？　そういうものにはあまり触れたくないのよ……」

「おいおい。そんなこと言ってたら何もできねーじゃねーか」

　おれは西園寺に詰め寄り、

「ってか、その理屈で言うと、教室の扉を開けるのだって難むずかしいんじゃないのか？」

「……その通りよ」

「んなわけあるか！」

「み、耳元で叫ばないでよ！」

「お前が矛む盾じゆんを押し通そうとするからだ」

「……帰る」

「は？」

「……帰るのよ」

　西園寺はそう言うと出口に向かってまっすぐ歩き出した。待てよ、とおれはヒールを鳴らしながら大おお股またで歩く西園寺を追いかける。

「本当に帰るつもりなのか？」

「何度も言わせないで」

「……ったく、キマグレなヤツめ」とおれは嫌味いやみを言いつつ西園寺を見やり、「まあ……帰るのはお前の勝手だけどさ。でも委員長たちにはなんて言えばいいんだよ？」

　おれがそう問いかけると、コートをなびかせながら歩いていた西園寺が急に足を止め、勢いよくおれのほうを振り返り、

「ツンツン頭の不良に絡まれて気分を害したらしい……とでも言えばいいんじゃないの？」

　自慢のつり目でおれを睨にらみつけながらそう早口にまくし立てた。

「な、なんだと……？」

「さようなら」

　西園寺がくるりと機き械かい的てきな動作で回転する。これ以上、口こう論ろんに付き合う気はないらしい。

「……ったく、なんなんだよ……」

　ゲーセンを出ていく西園寺の背中を見つめていると自然と口から愚ぐ痴ちがこぼれた。だがその一方で、あの様よう子すだとしばらく尾を引きそうだな、と西園寺の不安定な精神状態を心配に思いもした。……早いところ元の西園寺に戻って欲しいものだが……。







　　　◇４－２　ゲームセンターにて（後こう編へん）







しゅっしゅっしゅ──

　赤いラベルの炭酸飲料で喉のどを潤うるおすおれの傍かたわらで、委員長が壁かべに向かってく●おくんの失笑を買いそうなしょっぱいジャブを繰くり出している。

「ん？　またパンチングマシンやるの？」

　おれがそう尋ねると、

「……いえ」と委員長が拳こぶしをおさめ、「今日きようはもう止やめておきます。……どうせ何度やっても高こう記き録ろくは望めないでしょうから……」

「また小学生に笑われかねないしね」

「そ、それを言わないでくださいよ……」

　二十分ほど前──

　西さい園おん寺じがゲームセンターを出ていったあと、おれは悩みに悩んだ末、「渋しぶ沢さわ君？　西園寺さんは？」と首を傾かしげる委員長に「電話がかかってきてさ～」、「家族からだったみたいだけど～」、「なんでも急用らしくて～」と次から次へと噓うそをでっち上げた。幾重にも積つみ重ねたおれの噓が委員長に看破されることはなかったが、急用なら仕方ないですね、とつぶやいた委員長の横顔は残念感に満ちていた。

　その後──

　秋あき葉ばと合流し、パンチングマシンのコーナーに向かったのだが……。

　赤いグローブを装着した委員長がサンドバック風の的に向かって繰くり出したパンチ──右手と右足が一いつ緒しよに前に出た──は小学生にすら劣るへなちょこ具合で、実際、近くを通りかかった小学生の一団がニヤニヤ笑いながら委員長を指差す一幕もあった。

　ちなみに委員長が、えいやー、と繰り出したへなちょこパンチは「21キログラム」という男なら赤面物の記録で、おれの記録の六分の一にも満たない数値だった。さらにさらに秋葉も秋葉で「69キログラム」という卑ひ猥わいな数字を叩たたき出し、これがまた小学生の一団をニヤつかせる一因となった。

　とまあ──

　そんなこんなで今は休きゆう憩けい中ちゆうなのだが……。

　もう十分に休んだし、そろそろ次なるゲームに移動してもいいころ合いだ。

「委員長？　そういや秋葉は？」

「えっと、たしか奥のほうに……」

　そう言って委員長が大型筐きよう体たいのコーナーに目を向け、「あ、いました。ほら、あそこです」と秋あき葉ばらしき後ろ姿を指差した。

「おー、あれはバイクかー」

「八十年代のゲームセンターにあんな本格的なバイクレースゲームがあったとは驚おどろきです」

「たしかに」

　こちらにお尻しりを向けている秋葉は、原寸大といっても差し支えのない赤いバイクにまたがり、右に左に、車体を傾けている。ハンドルの中央部に小型の液晶が取り付けられていて、その液晶画面にレース風景が表示されているようだ。

「なるほど。スカートにはスカートの、ジーンズにはジーンズの美点があるわけだ……」

「ジーンズ？　美点？　……渋しぶ沢さわ君？　一体なんの話です？」

「い、いや……たいしたことじゃないよ」

　おれは慌てて空き缶を処理し、ジャストサイズのジーンズによってお尻が強きよう調ちようされている秋葉の許もとへと早足で向かった。

「（ふ、ふぅ……エロ目め線せんでものを言うものじゃないな。委員長様の目の前で……）」

　ひゃっはー、とバイカー気取りで車体を傾ける秋葉の横顔をちらりと眺めながらそんなことを考える。と、まもなく……置いていかないでくださいよー、と間延びした声を響ひびかせながら委員長がバタバタと追い駆けてきた。

「……んー？」

　直後、おれたちの存在に気づいた秋葉がバイクにまたがったまま顔を横に向けた。

「おい、前向いてないとクラッシュするぞ」

　前、前、とおれが液晶画面を指差すと、

「大丈夫っすよー。もう終わりですからぁ」

　と秋葉が気の抜けた声を発し、続けて「ごーるぅ」と脱力気味にフィニッシュを決めた。

「秋葉さん。クリアおめでとうございます」

「どもでーすぅ。でもタイムもスコアも微妙っす」と言いながらまたがっていたバイクから降りる秋葉。「いやー、このゲーム、ちゃんとステップに足を置いとかないとグリップが効かなくなる仕様なんですけどぉ、ステップに足を置いたままバイクを傾けようと思ったら、ある程度体重がないと厳きびしいみたいでー」

「ああ、だからお前、床に足つけてたのか」

「じゃないと傾かないんすよー」

「どうやら男子向けのゲームみたいだな」

「えー？　女子には無理です？」

　委員長が残念そうに言う。

「いやいや。向き不向きはともかく、遊ぶか遊ばないかは委員長の自由だよ」

「で、では……ワンプレイだけでも……」

「うん。何事も挑戦だよ」

「頑張ります……！」

　委員長はショルダーバッグを秋あき葉ばに預けると、筐きよう体たいにお金を投入し、ぎこちない動作で赤いバイクにまたがった。

「（渋しぶ沢さわさん、渋沢さん）」

　ゲームがスタートし、んんん～～～、と委員長がくぐもった声を発する中、秋葉がニヤニヤ笑いながらおれに近づいてきた。そして、

「（シャッターチャンスなのでは？）」

　と言いながら携帯電話を掲げてみせた。

「（ふふふ、越えち後ご屋やよ。お主も悪わるよのー）」

「（いえいえ。お代官様には敵かないませんよぉ）」

「（……ってか、いいのかよ？　言っておくが、おれはエロ重視──パンチラ狙ねらいだぞ？）」

　真面目まじめな顔でそう告げると、

「（ぱ、パンチラはダメっす！　犯罪っす！）」

「（え、越後屋……？　今さら何を申すか？）」

「（渋沢さんがローアングル探偵団なのは仕方ありません！　ですが、さすがの瑞みず穂ほちゃんもパンチラは許容できないっす！　どうしてもパンチラ写真が欲しいというのなら……後日、瑞みず穂ほちゃんのパンチラ撮さつ影えい会かいを開きますので、それまでパンチラは我慢してください！）」

「（自分を犠ぎ牲せいにしてまで言うことかよ……）」

　おれは秋あき葉ばの提案を無視し、携帯電話をバイクにまたがる委員長に差し向ける。

「（し、渋しぶ沢さわさんっ！）」

「（おれは悪くない。おれは悪くない。悪いのは委員長だ。委員長があんな短いスカートを穿はいているからいけないんだ……！）」
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　おれがローアングルからカメラのシャッターを切ろうとしたそのとき──

「──って、あいつらは!?」

　バイクを挟んだ向こう側、黒いシックなテーブル筐きよう体たいが並んでいる一帯から委員長のスカートの中を覗のぞき見ようと腰を低くしている不届きな集団がいることにおれは気づいた。

　先ほど委員長のへなちょこパンチを嘲あざ笑わらっていた小学生グループだ。

「あ、あの糞くそガキども……許せねぇ」

　いきり立ったおれは、「秋葉！　委員長のスカートの中を死守するぞ！」と一転して正義感を発揮させ、「ふゆ？」と首を捻ひねっている秋葉の背中を押し、おれは小学生側を、秋葉には反対サイドを警けい戒かいするよう指示した。おれは親しん戚せきの赤ちゃんを大泣きさせたときの要領で小学生の一団をギロリと睨にらみつけ、エロガキどもが撤てつ退たいするまでひたすらガンを飛ばし続けた。




　数分後──




　二つ目のステージであえなくタイムオーバーとなった委員長はまたがっていた赤いバイクから降りると、「し、渋沢く～ん」と怪しい呂ろ律れつでおれの名を呼び、ふらふら、と左右に揺れながらおれの胸に飛び込んできた。

「ちょ、委員長、大丈夫？」

「目が……ぐるぐる……なのです」

「まさか酔ったの？」

「……み、みたいです……」

　委員長はおれの腰に腕を回したまま、胸に埋めていた顔をゆっくりと上げる。

「右に左に……バイクを傾けていたら……だんだん気持ちが悪くなってきまして……」

「ありゃりゃ……」

　おれは一いつ旦たん離はなれた委員長の背後に回り、「ちょっと休きゆう憩けいしようか」とよろめく身体からだを秋葉と一いつ緒しよになって後ろから支え、ベンチが設置してある休憩所へと移動した。




　小休止のあと──

　さて次は何で遊ぼうか、と店内を見回していると、委員長がベンチに座ったままおれのシャツをつかみ、

「渋しぶ沢さわ君、そろそろ帰りましょう」

「え？　もう？」

「お忘れですか？　隠かくれ家がの掟おきてを？　ゲームは一日二時間までです」

「隠れ家の掟を外に持ち出しますか」

　優ゆう等とう生せいめ、とおれが言葉を吐き捨てると、

「そ、それに……」

　と急に委員長の顔色が悪くなった。

「ん？　他ほかにも何か理由が？」

「こ、これ以上……お金を使うわけには……」

　そう言いながら委員長が財布を取り出す。

「あー」とおれは納得する。「躍やつ起きになってプレイしてたもんね。特にＵＦＯキャ●チャーとワ●ワニパニック」

「あの二つだけで千二百円くらいは……」

「お、おぉ……それは……」

　委員長の財ざい政せい難なん再び！

　……それだけはなんとしても回かい避ひしなければならないので、まだ遊びたくはあったが（委員長が一番残念に思っているだろう）、その日はそれでお開きということになった。




　帰りにじいさんの古本屋に立ち寄るという秋あき葉ばと途中で別れたおれと委員長は、駅までの道すがら、大通りを歩けば五分ほどで駅に到着するのを、あえて遠回りをし、人通りの薄うすい通りを選んで歩いた。クラスの連中と遭遇すると厄やつ介かいなので、迂う回かいすることにしたのだ。

　と、その道中──

「あっ、渋沢君、雨です」

「ホントだ。しかもこれは……」

　雨はあっという間に本降りになり、灰はい色いろのアスファルトを色いろ濃こく染め上げた。

「委員長。どこかで雨宿りしよう」

「で、でも……どこで？」

「んーっと」

　おれは周囲をぐるりと見回した。

　大通りから外れたその交通量の少ない通りはオフィスビルやら雑居ビルやらが立ち並ぶ一帯のようで、コンビニなどのように気軽に立ち入れそうな建物は見当たらない。

「困ったなぁ」

　両手で雨を遮さえぎりつつ、もう一度周囲を見回す。

　と──

　おれは雨宿りにうってつけの場所を発見した。

「委員長。こっちだ」

「え？　え？」

「いいからこっち」

　おれは濡ぬれ鼠ねずみになりつつある委員長の腕を無理やり引っ張ってその場を離はなれた。

　向かった先は──

　──高こう架か線せんの下。




「これは……当分止やみそうにないな……」

　高架線下に避ひ難なんすると、おれは真っ先にコートを脱いだ。委員長もおれに倣ならって、よいしょよいしょ、と雨を吸って重くなったコートを脱ぎ、さらにショルダーバッグからハンドタオルを引っ張り出し、それを頭の上に乗せた。

「うう、寒いです……ぶるぶるです……」

「北風が身にしみるねぇ」

　そう言いながらおれはコンクリートの壁かべの前から離れ、風を遮るように委員長の前に出た。

「あっ」

　おれの意図に気づいたのか、背後の委員長がつぶやきを漏らし、「……ありがとうございます」と感かん謝しやの言葉を口にした。

「しばらく様よう子すを見よう」

「……はい」

　ガタンガタンガタンガタン──

　頭上で行き交う電車の音が地上に降り注ぐ雨の音を搔かき消す。音と一いつ緒しよに雨も消えてなくなればいいのに、と思うが横殴りの雨が止む気配けはいは今のところない。

「そういや、委員長」

「はい？　なんですか、渋しぶ沢さわ君？」

「ゲーセンどうだった？　面おも白しろかった？」

「それはもちろん……」

　と委員長が力強く言葉を押し出し、

「大、大、大満足×４くらいです！　ゲームセンターは楽しすぎます！」

「そりゃまた随分と評価高いね」

「ただ……」

「ん？　ただ？」

「私みたいにゲームが不得意な人間はお金を湯水のように使ってしまうので……」

「ああ。さっきもそんなこと言ってたね」

「……です」

「あー、でもほら、もうすぐお正月だから」

「お年玉ですか？」

「うん」とおれは微笑を浮かべ、「無理にとは言わないけどさ、お年玉が入ったらまたみんなでゲーセン行かない？　さすがに三が日はみんな忙しいだろうからそのあとになるけど」

「渋しぶ沢さわ君……冬休みはダメです」

「ん？」とおれは目を見開き、「ダメ？」

「はい。その……実はクリスマスの翌日、二十六日から、とある予備校が主催する勉強合宿に参加しなければならないのです」

「べ、勉強合宿？」

「母が予約を入れてしまったらしくて……」

「えっと……期間は？」

「二十六日から来年の一月五日まで……です」

「……それはまた」

　ハードスケジュールな。ってか、学年主席の委員長が年末年始を潰つぶしてまで勉強合宿に参加する意味って……あるのか？

「すみません、渋沢君。せっかく誘ってくださったのに……」

「あ、いや、仕方ないよ。そういう事情があるのなら……」

　ガタンガタンガタンガタン──

　再び頭上を電車が通り過ぎていった。おれは額ひたいを流れる滴しずくを指で拭ぬぐいつつ、未いまだ止やむ気配けはいを見せない横殴りの雨に視し線せんを投じた。

「（勉強合宿……か）」

　委員長が合宿への参加に難なん色しよくを示しているのは目に見えて明らかだったが、部外者であるおれが家庭の事情にケチをつけたところで委員長を困らせるだけ──

　だからおれは何も言わなかった。







　　　◇４－３　委員長の裏技







　週明け、月げつ曜よう日び──

「つ、ついに宇宙空間までやってきました！」

　この日の委員長は過度な前傾姿勢でコントローラーを操あやつっていた。それもそのはず。

「委員長。もうすぐラスボスだよ」

「はい……わかっています」

「ん？　なんか手、震ふるえてない？」

「む、武む者しや震ぶるいです！」

「……大丈夫かな」

　委員長がプレイしているのは、ロボット形態と飛行形態の二パターンを駆使してゲームを進めていく一風変わった横スクロールシューティングゲームだ。以前から特訓を積つみ重ねていたゲームで、また同時に、『今年ことし中じゆうにクリアすべき未攻略ゲーム』の一本に委員長が指定しているゲームソフトでもある。

「渋しぶ沢さわ君、最後はたしか…………あっ」

「うん？　委員長？」

「し、渋沢君……で、出そう……です」

「出る？　一体何が出るの？」

「は、は、は、は………………っ」

　頻ひん繁ぱんなまばたきに半開きの口。委員長のそのだらしない表情はどう見てもくしゃみが出る前兆だった。

「委員長！　我慢だ！　今、くしゃみなんてしたら敵の猛攻を搔かいくぐれないよ！」

「だ、だめれす……もうでましゅ……っ」

「何か策は……策はないのか。──ってそうだ！　委員長！　ポーズだ、ポーズ！　スタートボタンを押すんだ！」

「……は、は、は、は…………っ」

　極限まで目を細めた委員長がコントローラー上のあるボタンに指を合わせた。

　その直後──

「──はっくちゅ──っ！」

　思わず録ろく音おんしてしまいたくなるような可愛かわいらしいくしゃみが委員長の口から放たれた。

　……のだが……。

「ああ……なんてことだ」

　おれは見た。見てしまった。くしゃみが炸さく裂れつする瞬しゆん間かん、委員長がスタートボタンではなくセレクトボタンを押し込むのを。

「さて、気を取り直して……って、あれ？　あれ？　あれ!?」

　ポーズを解除しようと画面に視し線せんを移した委員長の目に飛び込んできた残酷な結末──それは敵の群れに突っ込む自じ機きの姿だった。




　──ドカーン！




「爆ばく発はつしました!?　死にました!?」

「あーあ。残ざん機きゼロ」

「う、うう……せっかく宇宙まで行ったのに」

「くしゃみがなければクリアできてたよ」

「……残念です」

　と目を伏せた委員長が、

「は、は、は──はっくちゅ……っ」

　再びくしゃみを発射。

　今度は両手で口を押さえながらのくしゃみだったので挙動は控え目だった。

「大丈夫？」おれはハンカチを鼻に押し当てている委員長の横顔に声をかけ、「もしかして、この間、雨に濡ぬれたから風邪かぜ引いたんじゃ……」

「あ、いえ、大丈夫ですよ。ちょっと鼻がむずむずしただけですから。というか、風邪を引いていなくてもくしゃみは出ますよ」

「まあ……それはそうだけど」

「そんなことよりも渋しぶ沢さわ君──」

　委員長は鼻に押し当てていたハンカチを丁てい寧ねいに折りたたみ、ブレザーのポケットの中にしまうと、慣れた動作でゲーム機の電源スイッチを指で弾はじき、差し込んである黄き色いろいカセットを両手で引き抜いた。

「あれ？　再チャレンジするんじゃないの？」

　おれが疑問を投げかけると、

「このゲームはコツさえつかめば短時間でエンディングが拝おがめるＳＴＧですから、焦って攻略に臨のぞむよりも適度に休きゆう憩けいを挟んだほうが、いい結果を生むと思うのですよ」

「ほうほう」とおれはフクロウみたいな声を出した。委員長成長したな、と感心しているのだ。

「ところが世の中には──」

　頰ほおを緩ゆるめているおれとは対照的に委員長は難むずかしい顔をしている。その委員長がぶつくさ言いながらテレビの奥にある棚に駆け寄り、

「世の中には──このゲームのように……」

　と言って黒いカセットを手に取り、

「ＲＰＧ要素が盛り込まれているにもかかわらず、パスワード機能もセーブ機能も搭載されていない過酷なゲームが存在するのです」

「ああ、それかー」

　委員長が手にしたのは日にち曜よう日びの朝に放送されている特とく撮さつヒーロー物──バッタを模した仮面をつけている──の初期のころのライダーたちを主人公にしたキャラゲーだった。今、委員長は「パスワード機き能のうもセーブ機能も搭載されていない過酷なゲームが存在するのです」と皮肉めいたことを言ったが、それは愛情の裏返し。委員長はこのゲームのＡ・ＲＰＧ風のゲームシステムと二頭身にデフォルメされたキャラクターをいたく気に入っており、レトロゲーム手帳にこのゲームの敵かたき役やくである戦せん闘とう員いんの四コマ漫画を描かいてしまうほどの愛しようなのである。ちなみにタイトルは『戦闘員さんのアンニュイな日々』。

「渋しぶ沢さわ君。このゲームは放ほう課か後ごの二時間をフル活用してもクリア不可能です。他ほかの未攻略ゲームは……未攻略といっても私が自力でクリアできないだけであって、エンディングやエンドクレジットなどは渋沢君や秋あき葉ばさんのプレイを通して全すべて拝見しています。……ですが、このゲームは……」

「唯一、秋葉が自宅で全クリしたことあるらしいけど、隠かくれ家がでは誰だれも完全攻略を成し遂げていないよね。秋葉が言うには、最低でも十時間は必要だって話だけど……」

「はい……」と委員長が神妙な顔つきで重々しく頷うなずく。「なんとか来年までに……新しいゲーム機を購こう入にゆうするまでにクリアできないものでしょうか。私、このゲームだけはなんとしてもエンディングが見たいのですよ……」

　──エンディングが見たい。

　それはつまり、結末が知りたいということなのだろう。

「そだねぇ」とおれは頭を捻ひねり、「んー、やっぱり電源をつけっぱにして何日かかけてクリアするしかないんじゃないのかなぁ」

「やはりその方法しかありませんか……」

「どうする、委員長？　つけっぱ作戦、さっそく実行に移してみる？」

「つけっぱ作戦……」

　委員長がテスト直前に見せる真剣な眼まな差ざしをこたつの上の黒いゲームソフトに向ける。

　……と思ったら、急に顔を上げ、

「あ、でも、つけっぱ作戦は……」

「うん？　何か不都合でも？」

「……そ、その……」

　委員長はそう言っておれから目をそらし、

「じ、実は……私、明日あしたから一週間、生徒会のお仕事を手伝てつだわなくてはならなくて……」

「生徒会のお仕事？」

「はい……」と委員長が申し訳なさそうな顔で首肯し、「うちのクラスの担任の岩いわ崎さき先生が生徒会の顧こ問もんを務めていらっしゃるのですが、今日きようの朝、ＳＨＲが終わったあと、『年末でいろいろと忙しくてな。人手が足りないんだよ』と私にヘルプを求めてきまして……」

「委員長も人がいいねぇ」

　んなもん断ればいいのに──

「って、待てよ？　明日あしたから一週間ってことは来週の水すい曜よう日びが終業式だから……うわっ、委員長、もう二学期中に隠かくれ家がに来れないじゃん」

「そうなりますね……」

「しかも、クリスマスの翌日から来年の一月五日まで勉強合宿……だったよね？」

「……です」

　委員長が残念そうに肩を落とし、「エンディング……無理ですね」と黒いゲームソフトを両手で抱きしめ、はぅ、とため息をつく。

「いや、無理じゃないよ」

「……え？」

「無理じゃない」とおれは同じセリフを同じ声こわ色いろで繰くり返し、「委員長、ゲーム三ざん昧まいのクリスマスパーティーを開こう」

「ゲーム三昧のクリスマスパーティー？」

「うん」とおれは頷うなずきを返し、「一日中、ぶっ通しでゲームをやるんだ。電源つけっぱ作戦が使えないとなると、もうこの手しかないよ」

「一日中ゲーム……（ゴクリ）」

「委員長？　この期に及んで『ゲームは一日二時間までです！』とか言わないよね？」

「え、えっと……合宿に参加している間はゲームで遊ぶことができないので……合宿は十日間の予定だから……十日分、まとめて消化すると思えば──」

「（す、すげぇ。辻つじ褄つま合わせてる……）」

「渋しぶ沢さわ君！　大丈夫です！」

「……う、うん」

「ただですね」と委員長が敏腕営業マンみたいに素早すばやく手帳とペンを取り出し、「二十四日の午前中は家から出られないのですよ。母とちょっとした約束がありまして」

「じゃあ、二十四日にパーティーをやる場合、午後からってことになるね。……んー、でも、そうなるとあまり時間的に余裕が……」

「そ、そうですね。私、門限ありますし……」

「二十五日は？」

「……す、すみません。その日は……今度は午後に用事が。これも母との約束です」

「そっか」おれは、んー、と唸うなり、「やっぱ昼間だけだときついなぁ。……かといって外泊は委員長の両親が許してくれないだろうし」

「外泊？」

「ごめん。その案、却下で」

「渋沢君？　外泊……大丈夫ですよ？」

「うん、わかってる。無理に決まって──」

　次の瞬しゆん間かん、おれはこたつの上に身を乗り出し、無ぶ遠えん慮りよにも委員長の眼がん前ぜんに顔を寄せていた。

「外泊、オーケーなの!?　マジで!?」

「ふふふ」と委員長が得意げに笑い、「裏技があるのですよ。年に一回しか使えない裏技なのですが、今年ことしはまだ一度も使用していないので有効なはずです」

「裏技？　上上下下左右左右ＢＡみたいな？」

　おれが冗じよう談だんを交えながら質問を飛ばすと、

「もっと簡かん単たんなコマンドです」

　と委員長がポケットから携帯電話を取り出し、

「電話を一本かけるだけですから」

　満面の笑えみでそう答えたのだった。







　　　◇４－４　籠ろう城じよう大作戦







　同じ週の金きん曜よう日び。

　委員長がいないとつまんねーなー、と愚ぐ痴ちりながら隠かくれ家がに向かうと、ゲームセンターに遊びにいって以来、隠れ家で顔を合わせていなかった西さい園おん寺じがこたつの下座に腰を下ろし、広げたノートにシャーペンを走らせていた。

「勉強してんのか？」

　入り口からそう声をかけると、

「見ればわかるでしょう……」

　例によってトゲのある言葉が返ってきた。いや、返事があっただけマシだろう。ここ最近の西園寺の不ふ機き嫌げんっぷりを考えると……。

「今日きようは金曜日だぞ」

　言いながら色あせた畳の上にあがる。

「……だから？」

「『お勉強の日』は火曜日と木曜日」そう言っておれはこたつの中に入り、「おれ、ゲームで遊びたいんだけど？」

「別にかまわないわよ。遊んでも」

「ん？　いいのか？」

「ええ」と言って西園寺が前髪を払い、「勉強は私が勝手に始めたこと。早はや坂さかさんが決めた隠れ家のルールに逆らう気はないわ」

「逆らって勉強してんじゃねーか」

「火か曜よう日びと木曜日以外の平日の放ほう課か後ごに隠かくれ家がで勉強をしてはいけない、というルールはないでしょう？　私は勉強をこのまま続けるわ。でもあなたがゲームで遊んだからといってその行為を咎とがめたりはしない。……嫌いやがらせ目的でボリュームを上げたり、変な奇声を上げたりしなければ……だけど」

「けっ。ちゃっかり注文つけやがって」

　しっかし──

　おれが隠れ家にやってくることくらい事前に予想できただろうに……にもかかわらず西さい園おん寺じが勉強する場所としてここを選んだのはどういうわけだろうか？　しかも、今日きようが『お勉強の日』ではないと知っていながら……。

　何日か前から委員長が生徒会の仕事を手伝てつだっているという事実はおそらく西園寺にも伝わっているはずで、だから普通に考えて委員長に用があって隠れ家を訪れた、とは理由としては考えにくいわけで……となると、西園寺の目当ては秋あき葉ばかおれということになる。そして隠れ家の人間関係や最近の西園寺の動向などを考こう慮りよした上で、常じよう識しき的てき判断を下すと……最後に残るのは秋葉ではなく──

「（いやいやいや。それはないだろ……）」

　ブンブン、とおれは首を左右に振る。

「（西園寺がおれにどんな用があるってんだ。今日は……たまたま隠れ家に足が向いただけだろ。お嬢じよう様さまのキマグレってヤツだ。うん。きっとそうだ……）」

　おれは納得のいく結けつ論ろんを導みちびき出すと、ふぅー、と大きく息を吐き出し、「ゲームで遊ぼう。ゲームで」と思考を切り替えるべく、ゲームソフトが並べられた棚の前に移動した。

「さて……どれにするか」

　今日はシューティングにしよう──

　ジャンルは早々に決まったが、肝心のタイトルがなかなか決まらない。横スクロール系、縦たてスクロール系、画面固定系。シューティングと一口に言ってもいろいろある。

「よし、これにしよう」

　おれは散々悩んだ末に、シューティングゲームの元祖、『名な古ご屋や撃うち』で有名なス●ースインベーダーを手に取った。この間、ゲーセンに遊びにいったとき、秋葉が真っ先に飛びついていたゲームである。

　──テッテッテッテ──

　──テッテッテッテ──

　ゲームが始まると、体育の時間みたいに規則正しく整せい列れつした敵の群れが、一定の調ちよう子しで繰くり返される低音のＢＧＭに合わせて右方向にゆっくりと動き始めた。

「（死ねー、死ねー）」

　おれは心の中で暴ぼう言げんを吐きつつ、自じ機きを左右に操あやつりながら敵てきめがけてミサイルを発射する。

　──ヒュウヒュウヒュウヒュウヒュウ──

　しばらくすると画面上部にＵＦＯが出現した。しかし、目の前の敵を処理することに必死だったおれはＵＦＯには手が出せなかった。

　──テッテッテッテ（２倍速）──

　──テッテッテッテ（２倍速）──

　敵が減るに従いＢＧＭのテンポが早くなっていく。それに合わせて敵の群れの動きもどんどん機敏に。ＢＧＭのテンポアップは勉学に励む西さい園おん寺じにも影えい響きようを与えているようで……。

　──テッテッテッテ（３倍速）──

　──テッテッテッテ（３倍速）──

「（カリカリカリカリ！）」

　──テッテッテッテ（４倍速）──

　──テッテッテッテ（４倍速）──

「（カリカリカリカリカリカリ──っ！）」

　躍やつ起きになってシャーペンを動かす西園寺。

　だが……。

　──ヒュウヒュウヒュウヒュウヒュウ──

「あああもうっ！　うるさいっ！」

　二機目のＵＦＯが出現した直後のことだった。西園寺が急に顔を上げ、握っていたシャーペンをノートの上に叩たたきつけ、

「止やめて！　そのゲーム、即刻止めて！」

　と金切り声で叫んだ。

「っと……」おれは西園寺の声に呼応するようにすかさず画面をポーズさせ、「んー、緊きん張ちよう感かんがあっていいと思ったんだがなー」

「気が狂う……絶対に気が狂うわ」

「大げさなヤツ」

「遊ぶなら他ほかのゲームにしてちょうだい」

「んじゃ、ゼ●ウスでも──」

「──ゼ●ウスもダメ！」

「んあー？　なんでだよー？」

「あのＢＧＭは勉強中に聴きく音楽としては不適切！　それくらいわかるでしょう！」

「おいおい。遊ぶゲームくらい好きに選ばせろよ。ってか、お前、隠かくれ家がのルールには逆らわないんじゃなかったのかよ？」

「でもあなたは私がここで勉強をすることに特に反対しなかった。ならば少しくらい配はい慮りよしてくれたっていいじゃない」

「（なんて図ずう々ずうしい女だ……）」

　おれは再び棚の前に膝ひざ立だちで移動する。

「配はい慮りよしろと言われてもなぁ……」

「ジャンルはなんだっていいのよ。私は画面を見ないから。問題なのはＢＧＭ。音楽を重視しなさい、音楽を。耳障りな音楽を流さないで」

「じゃあ、ＤＱシリーズとか？」

「それは早はや坂さかさんの趣しゆ味み」

「（お前の音楽の趣味なんて知らねぇよ……）」

　おれが心の中で毒を吐くと、

「そうね……シューティングだったらツ●ンビーとかグ●ディウスあたりが好みね」

「ほう。シューティング以外だと？」

「以外だと……まあ、悪あく●城じよう伝でん説せつは外せないとして、月げつ●魔ま伝でん、大だい魔ま司し教きようガ●ウス……そして忘れてはいけないのがゴ●モンシリーズ」

「（こ、こいつ、コ●ミ信者か!?）」

　つーか、ゲームのチョイスが何気に渋い。いい趣味をしていると言わざるを得ない。

「（ま、褒ほめるのは癪しやくだから黙だまっておこう）」

「ちょっと？　何よ……その顔は？」

「やー。別にぃー」

　おれは西さい園おん寺じから視し線せんを外し、再びカラフルなカセットが詰め込まれた棚のほうを向き、仕方ない、リクエストに応こたえてやるか、と棚の中からコ●ミ系のゲームを探した。

「（えっと、これとこれと、あとこれもか。あ、これもそうだ。っと……ん？）」

　何本かのゲームソフトを棚から抜き取っていると、前後の支えを失った一本のゲームソフトがバランスを崩し、カタン、と音を立てて横に倒れた。その黒いカセットは委員長がクリスマスパーティーの日にクリアを目もく論ろんでいる例のキャラゲーだった。

「（これ、終業式の日に忘れないように持ち出さないといけないな。……って、そういや、おれ、クリスマスパーティーのこと、西園寺に伝えてなくね？　やっべ……）」

　おれは両手で抱えたゲームソフトを一いつ旦たん畳の上に置くと、「あー、西園寺……」と言いい淀よどみながら後ろを振り返った。

「ん？　今度は何？」

「来週、クリスマスがあるだろ」

「え？　ええ、あるわね……」

「クリスマスっていうか、二十四日、クリスマスイブの日なんだが、お前、予定空いてるか？」

「よ、予定!?　二十四日!?」

　普段ふだん、低音を響ひびかせることのほうが多い西さい園おん寺じが、電話に出ると一オクターブ声が高くなるおれの母親みたいに甲かん高だかい声を発した。

「ど、どうした……西園寺？」

「……な、なんでもないわ……」

　西園寺はそう答えると、「んんっ」と咳せき払ばらいをしたのち、ゆっくりと腰を上げ、こたつの脇わきに改めて座り直した。しかも正座。背筋がピーンと伸びていて、茜あかね色いろの夕日がスポットライトの役割を果たしているかのように西園寺の存在感を際立たせている。な、なんだこいつ、とおれが戸惑っていると西園寺が口を開き、

「どうぞ。話を続けてちょうだい」

「あ、ああ……」とおれは一つ頷うなずき、「で、二十四日なんだけど……」

「ええ」

「その日のお昼から……えーと、泊まりがけになるから実際は二十四日の午後から二十五日の午前中にかけてってことになるんだが……」

「と、泊まりがけ!?」

　西園寺が声をひっくり返した。

　裏返ったとも言う。

「えっと、もしかして外泊はＮＧか？」

　おれがそう尋ねると、

「そ、そんなことはないけれど……」

　と西園寺が否定の言葉を返し、

「（で、でも……付き合っているわけでもないのに……い、いきなり外泊だなんて……）」

　と小声で何やらつぶやいた。

「西園寺？　何ブツブツ言ってんだ？」

「……な、なんでもないわ」

「変なヤツ」おれは赤い顔で俯うつむく西園寺を見つめたまま、「話、続けてもいいか？」

「え、ええ。続けて」

「当日の予定なんだが、まず秋あき葉ばのじいさんの古本屋に集まってだな……」

「ふ、古本屋に？」

「あそこがパーティー会場なんだよ」

「……え？　え？」

「何不ふ思し議ぎそうな顔してんだよ？　みんなでクリスマスパーティーやるんだから誰だれかの家に集まらないことには──って、うわあああ!?」

　おれは咄とつ嗟さに上半身を後ろにそらした。

　──トンッ！

　次の瞬しゆん間かん、西さい園おん寺じが放った白いシャーペンが背後の柔らかい壁かべに突き刺さった。

「お、お前!?　目に刺さったらどうするつもりだよ!?　アブねえだろうが！」

「……バカみたい」

「ああ？　なんだとぉ？」

「あなたに言ったんじゃないわ。自分に言ったのよ。バカなのは私のほう……」

「意味がわからん」

「わ、わからなくてもいいのよ……」

　そう言ってその場から立ち上がる西園寺。

　と、その直後、こたつの上に置いてある西園寺の携帯電話がカラフルな光を発しながら、ぶぅー、ぶぅー、と振動し始めた。すかさずこたつに駆け寄った西園寺だったが──

「…………っ」

　パカッ、と折りたたみ式の携帯電話を開き、液晶画面に目を落とすと、その途端とたん、フリーズしたＰＣみたいに動かなくなった。

「出ないのか？」

　声をかけるが西園寺はうんともすんとも言わない。液晶を黙もく視ししたまま固まっている。

「西園寺？」

　もう一度声をかけると、ちょうど同じタイミングで西園寺が右手で握っている携帯電話が光を発しなくなった。

「今の誰だれかからの電話だったんだろ？　どうして出なかったんだ？」

「し、知らない番号だったのよ……」

「へぇー」

　下手へたな噓うそだな、とおれは思う。

「本当に知らない番号だったのか？」

「ほ、本当よ……」

「だったら着信履り歴れき、見せられるよな？」

　おれが詰きつ問もん口く調ちようでそう言うと、

「い、嫌いやよ……っ」

　と西園寺が携帯電話をブレザーのポケットに放り込み、大急ぎで部屋へやの隅に退たい避ひした。

「こっちに来ないで！　来たら殺すから！」

　そう言って座布団を持ち上げる西園寺。

　座布団で人を殺すのは無理だ。無理だが、西園寺の目は「殺す」と言っている。

「（んー、本気で嫌がってんな……）」

　それ以上の追及を諦あきらめたおれは、へいへい、と手で降参を示したあと、棚から抜き取った何本かのゲームソフトを元の場所に戻した。この上なく険悪な雰囲気が漂っているし、今日きようは早めに退散しよう、と思ったのだ。

「おれ、帰るわ」

「…………あっそ」

「来週のクリスマスパーティー、参加する気があるのならおれにメールを送ってくれ。不参加ならメールは送らなくてもいいから」

「…………わかったわ」

「じゃあな」

　やっぱり西さい園おん寺じとサシで渡り合うのは容易なことじゃないなぁ……と、おれはそんなことを思いながら隠かくれ家がをあとにした。




　同じ日の夕方──

「（やべー。携帯電話忘れてきたー）」

　帰りの電車の中で、委員長にメールを打とう、と思ってブレザーの右ポケットをまさぐったのだが、差し込んだ右手に携帯電話の感触は伝わってこず──その後、焦って左ポケット、ズボンのポケット、バッグの中、と次々に心当たりを探ってみたのだが、結局、携帯電話は見つからなかった。

「（教室に置き忘れてきたってことはないはずだから、たぶん隠れ家だよなぁ……）」

　今日が金きん曜よう日び以外の平日ならこのまま帰るのだが、明日あしたは土曜日で学校は休みだ。さすがに月曜日まで隠れ家に携帯電話を置きっぱなしにするのは気持ちが悪い。地元の駅まであと五分というところだったがおれは学校に引き返すことにした。




　午後六時四十分──

　おれは昇降口の壁かべにかかっているシンプルな丸まる時計どけいを眺めながら、なんとか間に合ったな、と安あん堵どのため息をついた。昇降口はこの時期、七時になると閉まってしまうのだ。

「あ、あれ？　渋しぶ沢さわ君……？」

　スニーカーを脱いでいると、聞き覚えのある声が背中にかかった。声の主を瞬しゆん時じに判別したおれはさっと後ろを振り返り、

「よっ、委員長」

　と声の主に向かって手を上げた。

「どうしたのですか？　こんな時間に？」

「あー」とおれは周囲に人がいないのを確かく認にんしてから、「隠れ家に携帯電話を忘れてきちゃってさ。取りに戻ってきたんだよ」

「渋沢君はうっかりさんですね」

「委員長は例のお手伝てつだい？」

「あ、はい。そうです。もう終わりましたけど」

「大変だね。こんな時間まで」

「あ、あはは……まさかあんなに仕事があるとは思ってもみませんでした……」

　苦笑いを浮かべる委員長。なんだか普段ふだんの委員長と比べると声に元気がないような気がする。人がいいから生徒会の連中に面めん倒どうな仕事を押しつけられているのかもしれない。

「（うーん。委員長は手を抜くってことを知らないからなあ。まあ……そこがいいところでもあるんだけど）」

　おれは上うわ履ばきに足を通すと、

「じゃ、おれ、ちょっと行ってくるよ」

　と今度は現実世界に声を響ひびかせた。

　すると──

「あ、渋しぶ沢さわ君。私もついて行きます」

「うん？　なんで？」

「えっと、その……最近、隠かくれ家がの空気を吸っていないせいかホームシック気味でして……」

「ホームシックって。隠れ家は委員長の家じゃないんだから」

「いえいえ。もはや家みたいなものです」

「ま、気持ちはわかるよ。あそこ落ち着くもんね」

「施せ錠じようの時間が近づいていますから、さすがにゲームで遊べるとは思っていません。隠れ家の空気が吸えれば私はそれで満足です」

「そっか。んじゃ、行こう」

「はい」

　委員長と連れ立って旧校舎に向かう。この時間だから新校舎も旧校舎も無人の空間に等しかったが、おれたちは用心のため、放ほう課か後ご、辿たどっている安全なルートで隠れ家を目指した。




「ん？」

　隠れ家から光が漏れていることに気づいたのは廊下と隠れ家の間にある元印刷室に足を踏み入れた直後のことだった。

「渋沢君？　明かり消し忘れてますよ？」

「や……おれは先に帰ったから──」

　言いながら隠れ家の扉に手を伸ばす。そして立てつけの悪い扉を横に滑らせながら、「きっと西さい園おん寺じが消し忘れたんだよ」と言葉を繫つないだのだが……。

「んあ？」「ええ？」

　おれと委員長が同時に疑問の声を発したのは隠れ家の中に西園寺がいたからだ。

「……っ!?」

　畳の上で寝そべり、ファッション雑誌をめくりながら某コンビニのからあげを食べていた西さい園おん寺じは慌てて居住まいを正した。

「お前……何やってんの？」

　おれの問いかけに対し、西園寺は、

「（モグモグ……ゴクン）」

　と大急ぎでからあげを飲み込み、残りのからあげが入った紙の容器をコンビニの袋の中に押し込んだ。そして、いつもの澄すまし顔がおで、

「何か問題でも？」

　そう言ってティッシュで口元を拭ぬぐった。

「お前なあ……」

　おれは腰に手を当て、隠かくれ家が内を見回した。

　ファッション雑誌、コンビニの袋（大）、炭酸飲料と思おぼしきペットボトル、ハンドタオル、お泊り用歯ブラシセット、化粧水や乳液などの基き礎そ化粧品、ジャージ一式（学校指定）──

　さー、さー、みんなー。間違い探しの時間だよー？　この中で隠れ家に持ち込むには不自然なものはどれかなー？

「（って……なんだこの妄想！）」

　おれは幼児的なお遊ゆう戯ぎを頭から打ち消し、

「西園寺。お前、まさかとは思うが……ここで一夜を明かすつもりか？」

「宗教上の理由で……止やむを得ず」

「んなわけあるか！」

　おれは西園寺の冗じよう談だんを怒声で打ち消す。

「渋しぶ沢さわ君……声が大きいです……」

「あ、わかったぞ」おれは委員長の制止の声を聞き流し、「あれだろ？　夕方かかってきた電話が原因なんだろ？」

「……ち、違うわ……」

「どうやら図星みたいだな」

「ち、違うと言っているでしょう！」

「二人ふたりとも落ち着いてください」

　とここで委員長がいがみ合うおれと西園寺の間に割り込み、西園寺のほうに顔を向け、

「西園寺さん？　今日きようは本当に……その、お家うちに帰らないつもりなのですか？」

「……帰らないわ」

「何がなんでも、ですか？」

「……何がなんでも」

「明日あしたの朝まで籠ろう城じようを決め込む、と？」

「……籠城を決め込むわ」

「そうですか」

　委員長が大きく頷うなずき、両目を閉じる。

　そして、うーん、と考え込んでしまった。

　と思ったら──

　三秒くらいでまた目を開き、

「わかりました。……では、私も西さい園おん寺じさんの籠城作戦にお付き合いさせて頂きます」

「え？」

　今度は西園寺が驚おどろく番だった。

　もちろんおれも委員長の委員長にあるまじき発言に驚いていた。だが驚く以上に心配に思うことがあって……。

「付き合うって……委員長？　いいの？」

　おれは西園寺に背中を向け、一人ひとり乗り気になっている委員長に小声で話しかけた。

「いいのです。もう決めましたから」

「いや、おれが『いいの？』って訊きいたのは西園寺のわがままのために年に一回しか使えない裏技を使っちゃっていいの？　って、ことなんだけど……」

「あ、クリスマスパーティー……」

「うん。今日きようここで裏技を使っちゃうと、来週のクリスマスパーティーのメインディッシュである例のキャラゲーがクリアできなくなる」

「うう、それは困ります……」と委員長が頭を抱え、「……あ、でもでも、西園寺さんの籠城に付き合うということは明日の朝まで暇を持て余すということです。ならば例のキャラゲー、今夜中にクリアしてしまえばいいのでは？」

「ん？　あ、ああ……なるほど。そういう考え方もあるのか。たしかに今から攻略にかかればクリアできないこともないね」

「はい」と委員長が小さく頷き、「では決まりですね？」

「まあ、おれは無断外泊上等だけど……」

　そう言いながら背後を振り返る。と、いつの間に移動したのか、今夜限定の不良少女、西園寺奏かな恵えは、壁かべに背中を預け、呑気のんきにファッション雑誌を膝ひざの上でめくっていた。

「こいつ……完全に開き直ってやがる……」

　と、そんなわけで──

　来週を予定していたクリスマスパーティーがひょんなことから前倒しされ、学校の敷しき地ち内ないで一晩を明かす、という妙なコンセプトのクリスマスパーティーに一新されたのだった。







　　　◇４－５　ちょっと気の早いクリスマス







「ふぅ……これで大丈夫です……」

　部へ屋やの隅でごにょごにょやっていた委員長が耳から携帯電話を離はなし、ホッとため息をついた。どうやら裏技の遂行が完了したらしい。

　委員長が言う裏技とはイトコのお姉ねえさんに電話をかけるというシンプルなもの。なんでもそのお姉さんは某有名大学に通う女子大生で、委員長の両親はそのお姉さん（親同士の力関係も影えい響きようしている）に頭が上がらないらしく、たびたび助けてもらっているのだとか。ちなみに今回は「週末を利用して、お姉さんが一人ひとり暮ぐらしをしているマンションにお泊り」という設定で手を打ってもらったとのこと。




「おばんでーす☆」

　午後七時三十分ごろ、両手に大量の荷物を提げた私服姿の秋あき葉ばが隠かくれ家がに姿を現した。

「悪いな。急に呼びつけて」

「問題ないっす！」

「秋葉さん？　それはコンビニの袋ですか？」

「食料と飲み物でーす」

　ドスン、と畳の上に二つの袋が置かれた。

　おれは一方の袋を覗のぞき込み、

「秋葉？　カップラーメンはいいけど、お湯はどうすんだよ？」

「大丈夫っす」と秋葉がこたつの上に縦たて長ながの黒いバッグを置き、「魔ま法ほう瓶びんを持ってきました。中に熱ねつ湯とうが入ってますぅ」

「ほー。準備いいな」

「カップラーメンですか……」

「ん？　委員長、ラーメン嫌い？」

「いえ、そうではなくて……両親がインスタント食品を一切食べないので……」

「え、まさか委員長、カップラーメン食べたことないの？」

「た、食べたことはあります」委員長はそう言ったあと、下を向き、「……二回くらい」

「レアな人生歩んでるねぇ、委員長」

「もふぅー。公平にジャンケンで選ぶ順番を決めようかと思ってましたけど、ここは委員長さんにトップを譲ゆずりましょーかねー？」

「そだな」

　おれが頷うなずくと秋あき葉ばがコンビニの袋をひっくり返し、豚とん骨こつ、醬しよう油ゆ、味み噌そ、塩、と見事にバラけた四種類のカップラーメンを畳の上に落とした。

「おーい、西さい園おん寺じ」

　おれは委員長が、うーん、と四つのパッケージを真剣に吟ぎん味みする中、一人ひとり部へ屋やの片隅で押し入れから引っ張り出した厚手の毛布に包くるまってファッション雑誌を読んでいる超不ふ機き嫌げんな西園寺に声をかけた。

「お前も食べるだろ？　ラーメン」

「……いらない」

　即答だった。そっけないにもほどがある。

「（あー、そういや、あいつ、さっきコンビニのからあげ食ってたっけ。つっても、あれだけで腹が膨ふくれるとは思えんが……まあ、本人がいらないって言ってるんだからいいか）」

　結局、委員長は迷いに迷った末、豚骨ラーメンを選択し、次に秋葉が塩ラーメンを、おれは醬油ラーメンを選び、残った味噌ラーメンは夜中にみんなで分け合うことになった。




　その後──

　みんなで麵めんをすすっていると、おれの真向かいに座る委員長が「はふぅ……」と元気のない顔つきで吐息を漏らした。

「委員長？　あまり食が進んでないみたいだけど、もしかして食欲ないの？」

「……え？」

　おれの声に反応し、委員長が顔を上げる。そして慌てたように首を振り、「い、いえ、そんなことは……」と言って箸はしを握った。

「ふぅー、ふぅー」

　熱あつ々あつのスープの中から少量の麵をすくい、口に運ぶ委員長。おれや秋葉みたいに下品にずるずると音を立てたりはしない。その控え目な食事作法は委員長らしいと言えば委員長らしかったが──

「も、もうお腹なか一杯です……」

　食事を始めて五分後にはギブアップ宣言。委員長が両手で抱えるカップラーメンの容器の中にはスープはもちろん麵も大量に残っていた。完食率は二十パーセントといったところ。

　このときおれは委員長の食欲のなさを、「豚骨ラーメンは癖くせの強いラーメンだし、たぶん口に合わなかったんだろうな」という風に解釈した。そしてそれ以上、深く考えなかった。

　それが間違いだとも知らずに──




「じゃ、やろうか？」

　食後、八時十五分を過ぎたころ、ゲーム機きの前に集まったおれと委員長と秋あき葉ばは当初の予定通り、メインディッシュ──某有名ライダーを主人公に据えた例のキャラゲーのこと──の攻略に取りかかることにした。

　おれは、「はい、コントローラー」と委員長にⅠコンを手渡し、「おれと秋葉が全力でサポートするから今夜中のクリア目指して頑張ろう」と一致団結を促したのだが、

「は、はい……」

　なぜか気まずそうにコントローラーを受け取る委員長。あれ？　どうしたんだろう？　と首を捻ひねっていると、委員長が部へ屋やの片隅でファッション雑誌を読んでいる（もうとっくに読破してると思うんだが）西さい園おん寺じにチラチラと視し線せんを送り始めた。まるで、放っておけません、とでも言いたげに。いやいやいや、あんなヤツ、放置しときゃいいんだよ、放置しときゃ、とおれが内心で口を歪ゆがめていると、当の西園寺がファッション雑誌から目を離はなし、

「そのゲーム……一人ひとり用よう？」

　と唐突に疑問を投げかけてきた。

「そうだぞ」おれは三人を代表して西園寺の質問に答えた。ついでに補足も加え、「これ、委員長が前々から全クリを目もく論ろんでたゲームなんだ。セーブ機能もパスワード機能も搭載されていないからこういう機会でもないとクリアできないんだよ」

「ちょっと待って。まさか……今回、クリスマスパーティーを企画したのって、そのゲームをクリアするためなの？」

「ん？　ああ、そういや、お前には経いき緯さつ話してなかったっけ。ま、そーゆーこと」

「何よそれ……」

　西園寺が表情を歪めながら身体からだに巻きつけている毛布を脇わきに置き、重い腰を上げた。先ほどから何度も不ふ機き嫌げんな声こわ色いろを発しているが、そこに攻こう撃げき性せいのあるトゲが加わったような気がした。

「それじゃあ、満足するのは早はや坂さかさんだけじゃない。あなたたちパーティーという言葉の意味わかってるの？　……というか、そんな個人的な欲望を満たすためだけのパーティーに私を呼ぼうとしていたわけ？」

「お前なぁ……」

　おれは呆あきれ半分、怒り半分といった気持ちで西園寺と向かい合う。

「突然キレんな。なんなんだよ一体」

「私は正せい論ろんを述べたまでよ」と言って西園寺が全員を見回し、「隠かくれ家がのメンバーが全員そろっているのだから、多人数対戦が可能なゲームで遊ぶのが筋というものじゃない？」

「はんっ。籠ろう城じようの理由も話さず、みんなの共有空間に自分勝手な理屈で居座ってるヤツが何をほざくか。お前に人のことをどうこう言う権利があるとでも思ってんのかよ？」

「な、なんですって!?」

　途端とたんに逆上するお嬢じよう様さま。どうやらおれの挑発が西園寺の逆げき鱗りんに触れてしまったらしい。今にもつかみかかってきそうな雰囲気だ。

「西さい園おん寺じ？　喧けん嘩かなら買うぞ？」

　頭に血が上っているのはこちらも同じ。おれに西園寺をなだめる気など毛頭ない。

「どうする？　表に出るか？」

「上等よ──っ！」

　と西園寺が声を張り上げた次の瞬しゆん間かん、

「二人ふたりとも喧嘩はダメですよ！」

　委員長がおれたちの間に割って入ってきた。

　隠かくれ家が内におけるヒエラルキーの頂点に立っている委員長の鶴つるの一声を受け、

「…………」

「…………」

　おれたちは口こう論ろんを止やめ、口を閉ざした。

　しかし、今回の喧嘩には根深いものがある。おれはともかく西園寺は興こう奮ふん冷めやらぬ様よう子すで、すぐにまたブツブツと文句を言い始めた。委員長はそんな西園寺をなだめようと、

「えっと、えっと……あ、そうです！　これから西園寺さんがおっしゃるように、多人数対戦が可能なゲームで遊ぶことにしましょう」

　と自分の欲望を抑え、西園寺に最大限気を遣つかった、あからさまなご機き嫌げん取とりに走った。

　すると──

「ふふ、ふふふ……」

　西園寺が急に笑い出した。

「……さ、西園寺さん？」

　委員長が恐る恐る声をかけると、

「何、その露ろ骨こつなおべっか？　人をバカにするのもいい加減にして欲しいわ」

　それまでおれと向かい合っていた西園寺がものすごい剣けん幕まくで委員長に詰め寄り、

「前から言おう言おうと思っていたことだけれど……私はね、早はや坂さかさんと、いえ、あなたたちと馴なれ合う気なんてさらさらないのよ」

「え、それってどういう……」

「わからないの？」西園寺は続ける。「私はあなたのライバルなのよ？　敵てきに自分の弱みを晒さらすなんて……そんなバカな真ま似ねをする人間なんているはずないじゃない。馴れ合いは人を堕落させる。百害あって一利なしよ。だから……だから私は馴れ合うつもりはないと言ったの」

「ら、ライバルとか敵とか……それ以前に私たちは友達じゃないですか？」

「ふん。何を言うかと思えば」西園寺は委員長の反論を一笑に付し、「私はあなたを友達だと思ったことは一度もないわ」

「え、で、でも……」

　必死に反はん論ろんの言葉を探そうとする委員長。だが次なる言葉がなかなか出てこない。

「そ、そんなの……そんなのって……」

　友達だと思ったことは一度もない──

　普段ふだんの西さい園おん寺じならこんな暴ぼう言げんは絶対に吐かないはずだ。というか、これが西園寺の本音ってことはないだろう……と思う。

「（隠かくれ家がに籠ろう城じようを決め込むくらいだ。西園寺が精神的に不安定なのは間違いない）」

　だけど……。

　暴言は暴言だ。見過ごせないし、見過ごしていいわけがない。ここは気落ちした委員長に代わっておれがビシッと西園寺に注意しなければ。

「西園寺……お前、いい加減に──」

　と──

　おれが怒りを爆ばく発はつさせようとした矢先、西園寺の心ない発言にショックを受け、酷ひどくしょげ返っていた委員長が、なんの前触れもなく、急にふらふらっと大きくよろめいた。え？　と思って視界の端でふらつく委員長を正面に捉とらえると、「委員長さん！」と秋あき葉ばが機き転てんを利かせ、今にも卒倒しそうな委員長の身体からだを背後に回って両手で抱きかかえた。

「きゅ、急にどうしたんだ？　委員長？」

「熱あつ々あつっす！　超熱々っす！」

「は？　あつあつ？」

「渋しぶ沢さわさん、おでこ触ってみてください！　たぶん委員長さん、熱ねつがあります！」

「何？　熱だって？」

　おれは慌てて委員長に駆け寄り、秋葉に言われた通りに委員長の額ひたいに手を当てた。

「どうっすか？」

「……すげぇ熱い」

「むぅー、やっぱりですかぁ」

「と、とにかく、寝かせたほうが……」

「そうっすね！」と秋葉が委員長をその場に座らせ、「渋沢さん！　押し入れの中に布団一式があるはずなので出してください！」

「お、おう……」

　介かい抱ほう役やくは秋葉、力仕事はおれ。話し合うまでもなく役割分担は自然と決まった。

　ただ──

　おれと秋葉が忙せわしなく部へ屋やの中を行き来する中、部屋の片隅で一歩も動かず、表情を凍りつかせている人物が一人ひとり。

「…………っ」

　きっと後悔しているのだろう。
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　西さい園おん寺じはそのうち、へなへな、と雪が溶けるようにその場にへたり込んでしまった。







　　　◇４－６　西園寺の本音







「はぁ……やっぱ寒いな、外は」

　コンビニを出ると身体からだを突き刺すような強烈な冷気が途端とたんに襲おそいかかってきた。おれは両手に息を吹きかけつつ、隣となりの西さい園おん寺じに「早く戻ろうぜ」と声をかけた。しかし──

「…………」

　なんのリアクションも返ってこない。

「（これは……そうとう参ってるみたいだな）」

　委員長が風か邪ぜで倒れたあと──

　このことを委員長の両親に連絡すべきか、それともこのまま隠かくれ家がで看病すべきか、みんなで議ぎ論ろんしたのだが──委員長は今夜、イトコのお姉ねえさんのマンションに宿泊していることになっているため、さすがに「ちひろさんが体たい調ちようを崩しまして」と委員長の両親に連絡を入れるわけにはいかなかった。委員長もそれを望まないだろうし。幸い隠れ家には布団があったので、そこに委員長を寝かせ、おれが近場のドラッグストアで買ってきた風か邪ぜ薬ぐすりを飲ませることで、なんとか自宅にいるのと同等の処置を行うことができた。

　その後、薬を飲んだ委員長が布団の中で寝息を立て始めたころ、追加の飲み物と汗拭ふき用のタオルが必要ということで、再びおれが買い出しに出ることになったのだが、「私が行くわ」と責任を感じたのか西さい園おん寺じが買い出し役を買って出た。しかし、夜道の一人ひとり歩あるきは危険っすよー、と秋あき葉ばが横から口を挟み、結果、おれと二人ふたりで買い出しに、ということになった。

　そして、今はその帰り道なのだが──

「……うん？　西園寺？」

　空に浮かぶ満月が世界に青白い光を発散する中、裏門に続く無む駄だに長い坂道を二人で並んで歩いていると、ふいに隣となりを歩く西園寺の気配けはいが消失した。

　変だな、と思って後ろを振り返ると、

「……おいおい」

　西園寺は坂の途中で座り込み、膝ひざを抱えて丸くなっていた。脇わきに落ちているコンビニの袋からスポーツドリンクがはみ出している。

「こんなところでいじけんなよ」

「だ、だって……」顔を上げた西園寺の目には涙が溜たまっていた。「隠かくれ家がに戻って早はや坂さかさんが起きていたら……。私、早坂さんに合わせる顔が……ないもの」

「委員長も鬼じゃないんだから、ちゃんと誠心誠意謝あやまれば許してくれるって」

「……ダメよ、それでは」

「ダメ？　何がダメなんだよ？」

「謝れば……あとで謝ればきっと許してくれる。私はそんな打算の上で、早坂さんに八つ当たりを……暴ぼう言げんを吐いてしまったのだから」

　西園寺はそう言うと、よりいっそう膝を抱え込んだ。そして膝に顔を押しつけ、

「本当に愚かよ、私は。……馴なれ合あいは人を堕落させると言っておきながら、誰だれよりも馴れ合いを求めているのは、早坂さんに甘えているのは、他ほかならぬ自分だというのに……ね」

「……西園寺」

　馴れ合い、か……。入学当時からずっと、教室では孤高を気取っているように見えた西園寺だけど、腹の中ではそんなことを考えていたのか。まあ……委員長とは仲良くしたいんだろうな、とは思っていたけど。

「……最低……最低よ……ううっ……」

　西園寺は俯うつむいたまま嗚お咽えつを漏らし、

「最低よ、私。もう……消えてしまいたい……」

　とネガティブなことを言い出した。

「……う、ううぅ……うううう……っ」

「ったくしょうがねぇなぁ」

　おれは右手に提げているコンビニの袋に手を突っ込み、未開封のタオルを引っ張り出し、「ほら、これ使え」

　と西さい園おん寺じの手に無理やり握らせた。

「……ぐすん」

「（こいつが涙を流すなんてよっぽどだよな）」

　おれは地べたに胡座あぐらを搔かき、夜とは思えないほど明るい空を見上げた。満月のせいだろうか、今日きようは星が一つも見当たらない。非常にいい天気だ。雲さえ浮かんでいない。どうやら悪天候に見み舞まわれているのは西園寺だけらしい。

　一分、二分、三分。

　どれくらい待っただろうか。

「少しは落ち着いたか？」

　おれはタイミングを見計らって西園寺に声をかけた。すると、「……ええ」と頷うなずきが返ってきて、それまで下を向いて涙を拭ぬぐっていた西園寺がようやく顔を上げた。

「もう……大丈夫よ」

「そうか」

　おれは両手を広げ、ハァー、と息を吹きかけた。そして冷え切った手を擦こすり合わせながら、

「そろそろ話してくれよ。夕方、電話がかかってきたとき、『知らない番号よ』って言ったけど、本当は誰だれからの電話だったんだ？」

「あれは……」と西園寺がまた下を向き、「あの電話は……姉からよ」

「へえ、お前、姉ねえちゃんがいるのか」

「ええ……二人ふたり姉妹なの」

「どんな人なんだ？　西園寺の姉ちゃん」

「姉は……そうね。一言で言えば、両親から自由を勝ち取った人……かしら」

「ん？　自由を勝ち取った人？」

　それってどういう意味だ？

　おれが首を傾かしげると、西園寺が口を開き、

「私の両親は……普段ふだんは放任主義を気取っているんだけど、進路や部活、習いごとみたいに重要なことは子供に決定権を与えないの。ああしろ、こうしろ、って子供の人生設計にはうるさいわけ」

「……面めん倒どうくさそうな親だな」

　おれは思ったことをそのまま口にした。心配りに欠ける無ぶ遠えん慮りよな発言ではあったが、当の西園寺は「ふふ、基本的にはそうね」となぜか嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「ま……でも、まったく聞き分けのない人たちというわけでもないのよ」

「そうなのか？」

　おれが再び首を傾かしげると、「ええ」と西さい園おん寺じが今度は真剣な面持ちで頷うなずき、

「何かの分野で一番になれば……一番であり続けることができれば……子供の意志を尊重してくれる──そういう親でもあるのよ」

「子供の意志を……」

　それは──どうなんだろう？　いい親と言えるのだろうか？　実際に西園寺の両親と相あい対たいしたことがあるわけではないのでなんとも言えないが……。しかし、娯楽品の購こう入にゆうを禁止事項に設け、過度な英才教育を強要する委員長の両親よりは話の通りがいいかもしれない。一番であり続ければ、というのはかなりハードルが高いけど……。

「そして私の姉は……」と西園寺が再び口を開き、「私の姉は小、中、高、大と成せい績せきは常にトップ。両親、教師、友達。誰だれもが認める優ゆう等とう生せいだった……らしいわ」

「ああ」とここでおれは西園寺の最初の発言を思い出し、「で、その結果、西園寺の姉ねえちゃんは、両親から自由を勝ち取ることができた、ってわけか」

「……ええ。姉は努力する天才……早はや坂さかさんのような、ね」

　早坂さんのような──

　西園寺のその言葉には委員長に対する敬意のようなものが感じられた。同時に身内であるお姉さんに対する敬意も……。

「西園寺家に生まれたからには一番でなければならない──これが両親の口くち癖ぐせ。ほんのちょっとの差……たとえ僅きん差さであろうと二番ではダメなのよ。一番でなければ……」

　西園寺が絶望的な表情で天を仰あおぐ。

　月明かりに照らされたその横顔は青白く、月に帰ることを定められた某お伽とぎ話ばなしのお姫様のように儚はかなかった。

「もし在学中に勉強で一番になることができなければ、早坂さんに勝つことができなければ、そのときは……進学先も就しゆう職しよく先さきも、両親の意向に従わなくてはならなくなる。……もしかしたら結婚相手だって……」

「け、結婚相手って、マジかよ……」

　さすがにそれは親が決めることではないんじゃないのか？　……まあ、金持ちの世界にはおれなんかには想像もつかないような複雑なシガラミがあるんだろうけど──

「私……」

　と西園寺が視し線せんをまっすぐおれに向け、

「私、自分の人生は自分で決めたいの。両親の言いなりになんてなりたくない。だから……だから私は早坂さんに勝たなければならない。一番にならなければならないのよ」

「そうか」とおれは目を伏せ、「だからか。西園寺がいつも一番にこだわっていたのは」

　いつだったか西園寺が「……トップクラス……。聞こえはいいけれど、結局のところ一番にならなければなんの意味もないのよ……」と言っていたのをおれは思い出した。

　……そうか。そうだよな。そういう事情があるのなら、たしかにトップを取らなければなんの意味もない。西さい園おん寺じにとっては──

「話が前後してしまったけれど……今日きようは他県で暮らしている姉が実家に帰ってくることになっていて、家族みんなで食事をすることになっていたの」

「ほう、一いつ家か団だん欒らんか」

「前々から決まっていたことなの。……だから私は、早めにテスト勉強に取りかかって、今回こそは期末テストでトップに立ってやろうと、トップに立って堂々と姉と顔を合わせようと、そういう計画を立てていたのよ。でも、結果はあなたも知っての通り。過去最悪の成せい績せき……」

「合わせる顔がない、か」

　おれは夜空を見上げ、白い息を吐き出した。少し雲が目立ってきたな、と思いながら視し線せんを地上に下ろし、西園寺の顔を見やる。

「んっと……お前の事情はわかったよ」

「え、ええ」と西園寺が不安そうに頷うなずく。

「まあ、そのなんつーか……おれみたいなお粗末な人間に相そう談だんを持ちかけても根本的な解決にはならないだろうけど……。でも、愚ぐ痴ちくらいならいつでも聞いてやるからさ。愚痴りたくなったらいつでも言えよ。壁かべに話しかけるよりはいくらかマシだろ？」

「……そうね」

　西園寺はそう言ってから、「ありがとう」と消え入りそうな声でつぶやいた。言葉と共に白い吐息がおれの許もとに届く。

「あ～……」

　とおれは幼子のように見つめてくる西園寺に背中を向け、どういたしまして、とむず痒がゆい思いで言葉を発した。こういうやり取りはお互い柄じゃないよな、と思ったが、不ふ思し議ぎと嫌いやな感じはしなかった。

「（ちょっと肌寒いけどな……）」

　その後──

「さて……と」

　おれはなんでもない顔でコンビニの袋を持ち上げ、「戻ろう」と言ってもう一方の手で西園寺の肩を叩たたいた。

「ちゃんと謝あやまろうぜ。委員長に」

「だ、だから謝るのは……」

「わかってるって」とおれは両手を使って西園寺を制止し、「たとえ委員長が許してくれたとしても、自分を許せないって言うんだろ？」

　おれは、「だったら」と言葉を紡ぎ、先ほどから続いている西園寺との会話の過程で思いついたアイデアを口にした。

「損得とか打算抜きで、純粋に委員長のためだけに尽くしてみろよ。自分にはなんのメリットもないことを、だけど委員長が喜ぶことを」

「早はや坂さかさんが喜ぶことを……」

「そうだ」とおれは大きく頷うなずく。

「で、でも、一体何をすればいいのか……」

　西さい園おん寺じの顔は迷子まいごの子供のようだった。おれは不安げな表情でモジモジする西園寺に、

「ゲームだよ」

「……え？」

「レトロゲーム」

　おれは戸惑う西園寺に手を伸ばす。

　──ぐいっ。

　そして強引に腕を引っ張って腰を上げさせた。

「ちょ、ちょっと……待っ……」

「待たない。ほら、行くぞ」

　西園寺の手を引いたまま歩き出す。その小さな手は完全に冷え切っており、おれの手まで凍りつきそうだったが、しばらく手を繫つないだまま歩いていると、おれの手か、西園寺の手か、どちらの影えい響きようなのかはわからないが繫いだ手が徐々に熱ねつを帯びてきた。西園寺は、隠かくれ家がの扉の前にたどり着くまでずっと手を離はなすことはなく、その後も水道で手を洗ったり、ウェットティッシュで後処理をしたり、といったような日ごろ見せる過剰なまでの潔けつ癖ぺきっぷりをアピールすることはなかった。




　隠れ家帰き還かん後──午後九時半。

「ね、ねえ……？　一体いつまでブロックを叩たたき続ければいいの……？」

「所持金が二十五万円を超えるまで」とおれ。

「先は長いっすよー」と秋あき葉ば。

「ま、まだ……四万二千円……」

　背後で委員長がすやすやと寝息を立てる中、西園寺はおれと秋葉に挟まれる形でテレビの前に座り、もうかれこれ三十分近くも同じ作業を繰くり返していた。

　ゲーム機きに差し込まれているソフトは本来であれば委員長主しゆ導どうの下で全クリを目指すはずだった、あの例のキャラゲーである。西園寺が風か邪ぜでダウンした委員長に代わってこのゲームの攻略に乗り出したのは『損得とか打算抜きで、純粋に委員長のためだけに尽くしてみろよ』というおれの言葉を受けてのことだ。委員長の裏技は一年に一度しか使えない貴重な切り札。今夜を逃せば次のチャンスがいつ巡ってくるかわからない。本当は過程も含めて一いつ緒しよに楽しめたらそれが一番いいのだが──しかし、今回は『私、このゲームだけはなんとしてもエンディングが見たいのですよ……』という委員長の願ねがいを叶かなえるのがこのクリスマスパーティーの趣しゆ旨しだ。エンディングまで一いつ直ちよく線せん。今はこの姿勢が大事。理想は『委員長が目を覚ます前にラスボスまでたどり着き、一いつ緒しよにラスボス戦を堪たん能のうし、窓から差し込む冬の朝日を浴びながらエンディングを拝おがむ』──だが、理想を実現できるかどうかは西さい園おん寺じにかかっている。

「西園寺。言っておくけど、このゲーム、全クリするためには最低でも百五十万円は必要だからな」

「ひゃ、百五十万円？　え、でも、さっき二十五万円を超えるまでって……」

「それは最初のシナリオをクリアするのに必要な金きん額がくっす」

「最初のシナリオ？」

「うっす」と秋あき葉ばが頷うなずき、「このゲームはシナリオが五つあるんすよぉ。でもってシナリオが変わると所持金がリセットされてしまうのですぅ」

「そそ。だからシナリオごとに別途お金稼かせぎに励まなきゃならんわけだ」

　最初に選択可能な三つのシナリオ（主人公三人分のシナリオが用意されている）は各シナリオにつきステージが四つ。つまり全部で十二ステージ。三つのシナリオをクリアすると三人の主人公が合流し、ラストダンジョンを目指すシナリオが始まる。これもまた四ステージ。そして最後のシナリオ、ラストダンジョンは長なが丁ちよう場ばで、ステージが七つも用意されている。

　各ステージのクリア条件はお金。ラストシナリオのラストステージまで、なんの捻ひねりもなく、一定額を支払うことでゴールが開く謎なぞ仕様（ステージが進むに従いクリアに必要な金額は増えていく）。ただしゴールの手前にボスが待ちかまえており、これを退しりぞけなければゴールに入ることはできない。……が、特定のボス以外は必ずしも倒す必要はなく（というかある程度ダメージを与えると敵のほうが逃げ出す）、また倒す場合もショップで販売されている（販売されているのだ！）超強いライダーを味方に加えれば序じよ盤ばんの三つのシナリオに限っては必要以上にレベルを上げなくても楽に敵を退けることができる。

　つまりこのゲーム──

　今、西園寺がブロックを叩たたいてお金を稼いでいるように、プレイ時間の大半をお金集めに費やさなければならないのだ。

　ちなみにブロックを叩くことによって出てくるお金は「十円、五十円、百円、五百円、千円、五千円」と非常に幅広い。

「ま、また十円……たったの十円……」

　うな垂だれる西園寺。先は長そうだ。




　西園寺が『ブロックを叩くだけの簡かん単たんなお仕事』に従事し始めて二時間後──

「……夢に出てきそう……このブロック」

　現在の所持金は十三万円。高校生にとっては目が眩くらむような大金だが、このゲームにおいては端はした金がねに過ぎない。この金きん額がくでは全二十三ステージのうち三ステージしかパスできない。




　三時間後──




「ちょ、ちょっと、ちょっと！　四回連続で十円ってどういうことよ!?　さっきから小銭率高すぎない!?」

「たまたまだと思うぞ」とおれ。

「たまたまっすよー」と秋あき葉ば。

「納得いかない……納得いかないわ」

　このときはまだ元気があった西さい園おん寺じだが……。




　四時間後──




「……五円……百円……千円……千円……五百円……百円……五千円……五千円！」

　徐々に独り言が多くなっていき──




　攻略開始から五時間後──




「…………もう無理。……もう無理よ！」

　単純作業の繰くり返かえしに耐えかねたのか、西園寺がコントローラーを投げ出してしまった。

「なんだ？　もう限界か？」

「そ、そうじゃなくて……」西園寺が背後で寝息を立てている委員長を見やり、「五時間。五時間よ？　もう五時間もプレイしているのにまだ半分も攻略できていない……。このままでは朝までにクリアするなんて絶対に無理よ。その前に早はや坂さかさんが目を覚ましてしまうわ」

「んー、たしかにこのままのペースだと……」

「ちょっと厳きびしいかもですねー」

「でしょう？」

　同意を得られてホッとしたのか西園寺が声のトーンを落とす。

　と、ここで秋葉が、




「ではではー。裏技を使いましょー」




　そう言ってコントローラーを手に取った。

　それもⅠコンではなくⅡコン。

「「裏技？」」

　おれと西さい園おん寺じの声が重なる。

「あれぇ？　渋しぶ沢さわさん、知らないんですか？」

「あー、まあ、初耳だ」

「お二人ふたりともこれはご存知だと思うんですけど、お店に入るとたまにルーレットで遊べるじゃないですかー？」

「遊べるわね」

「当たると所持金が倍になるヤツだな。滅多めつたに当たるもんじゃないが」

「このギャンブルなんですが、実はルーレットが回っているときにⅡコンのマイクに息を吹きかけると必ず当たりで止まるんですよぉー」

「……か、必ず？」「……えぇー」

「この裏技を駆使すれば西園寺さんでも五、六時間あればクリアが可能だと思いますぅ」

「……とんだイカサマヒーローね」西園寺が再びコントローラーを握る。「でも、そんな便利な裏技があるのなら誰だれでも簡かん単たんにクリアできてしまうじゃない。そもそもお金を払ったらゴールが開くという仕様は……どうなの？」

「安直っす！　西園寺さん、安直っす！」

「あ、安直？　私が？」

「浅はかっす！　西園寺さん、浅はかっす！」

「珍しく攻こう撃げき的てきな物言いだな」

　どうした、秋あき葉ば？　と問いかけると、

「この裏技はゲームを楽に進めるためのツールではないのですぅ。マ●オにおける、土管ワープや笛ワープみたいなもので、つまり、制作側が用意した救済措置なのですよぉ。今回のように『エンディングを見るため』とか『前回の続きからプレイしたい』という欲求を叶かなえるために存在するわけです。スキップ機き能のうみたいなものっす。ちなみにこのゲーム、各ステージのゴール直前に登場するボスよりも、道中で登場する怪人のほうが、手て強ごわい場合がほとんどで、これも開発陣の優やさしさだと私は思いますね。クリアが目的の人は道中の敵とは触れないようにすればいいわけで、逆にこのゲームを隅々まで楽しみたい人は『全すべての怪人を倒す』という縛しばりを設ければいいのですぅ。そして……昨日きのうはステージ一を遊び尽くしたから、今日きようは裏技を使ってステージ二までは楽をしよう、と……この裏技はそういった使い方をするのが基本なのであって、『裏技使えば楽勝でクリアできんじゃん。かぁー、マジクソゲー』とか言っちゃう人は愚か者！　なのですぅ」

　──しゅぴーん。

　解説終了後、何を思ったのか秋葉が、両手で抱えたコントローラーを天に向かって突き出した。その行為になんの意味があるのかはわからなかったが、もしかしたらプレイ中の変身ヒーローを意い識しきしてのことかもしれない。

「西さい園おん寺じさん？　わかりましたかー？　この裏技の正しい使用法というものが！」

「……え、ええ。よくわかったわ……」

「ですかぁー」と満足げに頷うなずく秋あき葉ば。「ではではー。さっそく実践に移りましょ！　レッツトライー！」

　ぶふぅー、ぶふぅー。

　まだルーレットが回っているわけでもないのに、秋葉がⅡコンのマイクに向かって息を吹きかける。日ごろからテンションの高いヤツだが、先ほどの熱ねつのこもった解説で余計ハイになったのか、ぶふぅー、ぶふぅー、と風船でも膨ふくらませるかのように勢いよく息を吹きかける。おれが後頭部に西園寺が買ってきたファッション雑誌（女性向けのファッション雑誌は分厚い）をぶつけるまで延々と息を吹きかけ続けた。もしかしたら秋葉も西園寺の横おう暴ぼうな態度に腹を立てていたのかもなー、という考えが一いつ瞬しゆん頭をよぎったが、真実のほどは定かではない。




　午前二時──

　午前三時──

　午前四時──

　そして午前五時──




「つ、ついに……ラスボス……」

「来ましたねー」

「お、やっと到着したかー」窓際で大アクビをかましていたおれは、しゃー、と遮しや光こうカーテンを勢いよく滑らせた。「うわ、眩まぶしっ……」

　徹てつ夜や明けの目に映る朝日は、いつも見る朝日とはどこか違っており、「これだよ。これこそ朝日だよ」とおれはなぜか感心してしまった。

「……う、うう……。……ううん？」

　朝日が眩しかったのか、仰あお向むけで眠っていた委員長が目を擦こすりながら身体からだを横に向けた。

「おはよう。委員長」

「は、はれぇ？　渋しぶ沢さわふぅん？」

「委員長、気分はどう？」

「え、えっと、えっと……私、たしか隠かくれ家がで倒れて……それで………………あっ」

　何かを思い出したらしく、委員長がバッと布団を跳はね除のけて飛び起き、視し線せんの先にいる西園寺とその背後にあるテレビに注目した。

「グッドタイミングね」

　振り返った西さい園おん寺じが委員長に笑顔えがおを向ける。

「さ、西園寺さん？　これは？」

「この敵を倒せばエンディングよ。あなたが見たい見たいと言っていた、ね」

「え、エンディング!?」ジャージ姿の委員長がボサボサの髪を振り乱しながら西園寺の側そばまで這はって移動する。「ま、まさか……西園寺さんが徹てつ夜やで攻略を……？」

「ま、まあ……私一人ひとりの力ではないけれど」

　ごほん、とわざとらしく咳せきをしながらおれと秋あき葉ばを交互に見る西園寺。

「一応、このビデオカメラで途中のステージとかも撮さつ影えいしてますんでー、興きよう味みがあったらあとでご覧らんになってくださいましぃー」

「西園寺の発狂シーンとかも撮とったよな」

「撮りましたですぅ」

「さ、削除しなさい……そういうのは」

「あはは」と委員長が笑い出す。

「……もう」

　西園寺はコントローラーを握ったままため息をつくと、秋葉が取り出したビデオカメラをまじまじと見つめている委員長に向き直った。

　そして──

「早はや坂さかさん……」

「うん？」

「その……昨日きのうはどうかしてたわ。……ごめんなさい。謝あやまってすむことではないかもしれないけれど……」

　そう言って西園寺は深々と頭を下げた。そんないつになく殊勝な態度を見せる西園寺に対し、委員長は、「頭を上げてください」と言って西園寺の肩を優やさしく叩たたき、

「あれが西園寺さんの本心ではないことくらいわかっていますよ。お家うちに帰らず、隠かくれ家がに籠ろう城じようを決め込むくらいです。何か心配事があったのでしょう？　それくらいわかりますよ」

「は、早坂さん……っ」と西園寺が嗚お咽えつを漏らしながら、「私……私。あなたに話さなければならないことが……たくさんあるの……」

「たくさん？　たくさんですか？」

「え、ええ……」

　コクン、と西園寺が頷うなずくと、

「ふふ。嬉うれしいです」

　委員長が満面の笑えみを浮かべた。

「……え？　嬉しい？」

「はい。嬉しいです。だって私、前々から西園寺さんのことを──友達である西園寺さんのことを、もっとよく知りたい、と思っていましたから。それが叶かなうのですから嬉うれしいに決まっています。とてもハッピーです！」

「早はや坂さかさん……あなたって人は……本当に……」

　西さい園おん寺じが涙声でつぶやく。

「へ？　西園寺さん？　泣いて……？」

「ち、違うわ。これは単なる汗よ──っ」

　慌てて言い訳する西園寺。ゴシゴシ、と真まっ赤かに充血した目を何度も擦こする。徹てつ夜や明けで身も心もボロボロの西園寺だったが、頰ほおを流れるその涙だけは宝石のようにキラキラ輝かがやいていた。

「（秋あき葉ば、しっかり撮とれよ）」

「（わかってますよぉ）」
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　美しい友情の花を咲かせる優ゆう等とう生せいたちの傍かたわらでビデオ撮さつ影えいを敢行する悪ガキが二人ふたり。もちろんおれと秋葉のことである。当然のオチとして、「な、何やってるのよ、あなたたち！」と西園寺がつかみかかってきたのは言うまでもないだろう。




　その後──

　委員長お待ちかねのエンディング鑑かん賞しようのコーナーに移ったのだが……。

「なん……だと？」

「え？　これだけですか？」

「あ、あんなに頑張ったのに……」

「あふんあふん☆」

　エンディングはあっさりしたものだった。

　ゲーム中に登場するライダー六名が各おの々おのポーズを取り、「おめでとう！」の一言が表示されるだけの簡かん素そなエンディング。スタッフロールなし、後ご日じつ談だんなし、とこれ以上ないシンプルなエンディングであった。

　もっとも、「こんなげーむにまじになっちゃってどうするの」で有名な某謎なぞゲーのエンディングに比べれば遥はるかにマシ……だと思われる。いや、思うことにしよう……。




「と、とにかく、クリアです──っ！」




　あっけないエンディングに呆あきれるおれ、頭を抱えている西さい園おん寺じ、あふんあふんと腰をくねらせている秋あき葉ば──その傍かたわらで委員長だけが満面の笑えみでバンザイを繰くり返していた。







　　　◇４－７　来年の抱負







　一週間後──

　十二月二十六日の早朝。

　おれは桜さくら台だい駅えき付近のファーストフード店でハンバーガーを貪むさぼり食っていた。冬休みなのにどうしておれが朝っぱらからこんなところにいるのかと言えば……数日前、「勉強合宿に旅立つ委員長さんをみんなでお見送りですぅ」というメールが秋葉から届いたからだ。

「さて、そろそろ行くか」

　パンパンに張ったお腹なかをさすりながらファーストフード店をあとにしたおれは、待ち合わせ場所である桜台駅に向かった。

　と、その途中……。

「……お？」

　キャスター付きのトラベルバッグを後ろ手で引き、さらにもう一方の手でボストンバッグを提げている西園寺と遭遇した。

「お前……どうしたんだよ、その荷物？　海外旅行にでも行くのか？」

　おれの疑問に対し、西さい園おん寺じは「ふん……」といつもの調ちよう子しで鼻を鳴らし、

「……勉強合宿に参加するのよ」

　と言いながらボストンバッグを地面に置いた。

「は、はあ？　勉強合宿って……まさか委員長が参加するヤツのことか？」

「ええ」と西園寺は首肯しながらコートの襟えり元もとを正し、「早はや坂さかさんに勝つためには、早坂さんを徹てつ底てい的てきにマークして、四六時中、くっついて回るべきだと──そういう結けつ論ろんに達したのよ」

「単なるストーカーじゃねぇか……」

「何か言った？」

「……いや、何も……」おれは首を振りつつ西園寺から目をそらし、「（どうやら吹っ切れたようだな、お嬢じよう様さま）」と心の中でつぶやいた。

「ねえ」

　両手をポケットに突っ込み、近くを通りかかった軽自動車を目で見送っていると、西園寺がおれの側そばに寄ってきて、

「これ、持って」

　とボストンバッグを押しつけてきた。

「うおっ……と」

「ついでにこっちのトラベルバッグもお願ねがい」

「ちょ、ちょっと待てや……」

「何よ？　この間、『悩みがあったらいつでも相そう談だんに乗るから』みたいなことを言っていたじゃない。あれはつまり、私の奴ど隷れいになるということでしょう？」

「な、なんだ……その飛ひ躍やくした解釈は」おれは呆あきれ顔がおで、だが荷物を受け取り、「ったく、食えないヤツだよ、お前は……」

「ふふ」

　西園寺が魅み力りよく的てきな笑えみを浮かべ、「当たり前じゃない」と胸を張った。

「（楽しそうに笑うなぁ……）」

　つーか、荷物は持ってやるけど、おれはお前の奴隷になる気はないからな？

　まあ、でも──

　西園寺はこうでなくっちゃな。じゃないと張り合いがない。

「さ、行きましょう」

「ああ」

　おれは頷うなずき、先に歩き出した手ぶらの西園寺を追いかけた。早朝の冷えた空気の中を歩く西園寺の後ろ姿は堂々としていて、まっすぐ伸びたその背中からは迷いのない自信が伝わってきた。

「（西さい園おん寺じ……完全復活、だな）」




　桜さくら台だい駅えきに到着し、西園寺と連れ立って駅構内に足を踏み入れると、委員長と秋あき葉ばが切符売り場の近くでおれたちが来るのを待っていた。どうやら西園寺が勉強合宿に参加することは二人ふたりとも知っていたらしく、西園寺の大荷物を見ても別段驚おどろいた風ではなかった。

　その後、西園寺が「ちょっと荷物を見ていてちょうだい」と言って足早にその場を離はなれ、そのあとを秋葉が「つれしょーん」とデリカシーのないことを言いながら後追いした。

「渋しぶ沢さわ君、今日きようも寒いですね」

「だねぇ……」

　その場に取り残されたおれと委員長は他愛たわいもない言葉のやり取りに興きようじた。

　そんな雑ざつ談だんの中で委員長は、

「渋沢君。あけましておめでとうございます。昨年は大変お世話になりました。今年ことしもよろしくお願ねがいします──」

　と突然、典型的な新年の挨あい拶さつを口にし、腰を九十度に曲げ、大げさなお辞じ儀ぎを披ひ露ろうした。通行人が眉まゆをひそめるくらいかしこまった挨拶だった。

「こ、これはこれはご丁てい寧ねいに……」

　つられて頭を下げ返すおれ。

　と──

　委員長が、くすっ、と笑い、

「勉強合宿に参加すると新年の挨拶が大幅に遅れてしまいますので、今のうちにすませておこうと思いまして。ちなみに秋葉さんへの挨拶は渋しぶ沢さわ君たちが来る前にすませておきました」

「なるほど。一いつ緒しよに新年を迎えられそうなのは西園寺だけだもんね」

　おれは、律儀だねぇ、という言葉を飲み込み、「えー、早はや坂さかさん」と口く調ちようを切り替え、ポケットから取り出した携帯電話をマイクに見立て、

「来年の抱負は？」

　と言いながら委員長の口元に突き出した。

「ほ、抱負ですか？　えっと、えっと……そうですね。やはり勉強とレトロゲームの両立でしょうか。どちらも疎おろそかにはできませんから」

「（予想通りの返答だ……）」

「あ、もう一つありました」

「もう一つ？」

「来年こそ、来年こそ……渋沢君を真人間に改造してみせます！」

「それかー」

「それです！」

　委員長が目をギラギラさせながら、「絶対に成し遂げてみせます！」と意気込みを語る。

　おれは、まったく委員長らしいよ、と頰ほおを緩ゆるませ、野望に燃もえる委員長の顔を覗のぞき込み、

「委員長？　来年も一いつ緒しよにゲームやろうね？」




「もちろんです！」




　委員長の声が駅構内に響ひびき渡る。

　来年も楽しくなりそうだな──

　いや……きっと楽しくなるさ──

　おれは委員長の最上級の笑顔えがおを眺めながら来年に期待を……希望を胸に抱いた。





　　　あとがきです

　みなさまお久しぶりでございます。作者の周す防おうツカサです。必要以上に間を置かずに続きを出すことができたのではないかと思いますが、体感的な時間の流れは歳としを取るほど早くなると言いますから、三み十そ路じ作用によって「早く出せた！」と錯さつ覚かくしているだけかもしれません。




　ところで、昨今は誰だれかの家に集まってゲームで遊ぶことがめっきり少なくなりました。その一方で、オンラインで友人、知人、見知らぬ人と対戦することが増え、コミュニケーションの手段もテキストチャット、ボイスチャットに切り替わりました。ユーザーの多いゲームならどんな時間帯でも人がいるので、対戦相手に困ることはありませんし、プレイの多くは無言のコミュニケーションですが、息の合う人とはとことん合いますし、気軽に遊べるという意味では無言のコミュニケーションも悪くありません。

　唯一の欠点は相手の顔が見えないことでしょう。特に友人、知人とプレイするときは顔が見えたほうがたぶんテンションが上がるのではないでしょうか。もしも『レトロゲームマスター渋しぶ沢さわ　オンライン編へん』があったら間違いなく渋沢のテンションは下がるでしょうね。秋あき葉ばはたぶんノリノリでプレイするでしょうけど、委員長は言葉数が減りそうな予感がします。西さい園おん寺じはそもそもオンラインでは遊ばないでしょう……（性格的にいって）。

　本作は、レトロゲームで遊ぶこと自体もそうですが、「誰と一いつ緒しよに遊ぶか」という点も同じくらい重要なテーマになっているのではないか、と改めてそんなことを思いました。




　さてさて……。

　そんなわけで最後に謝しや辞じ的てきなものを。

　担当編集の三み木きさん、土つち屋やさん。今回も大変お世話になりました。いつもいつもあとがき上ではネタっぽく持ち上げたりしておりますが、日ひ頃ごろから感謝の念が絶えません。本当です。こう言うと、いかにも噓うそっぽく聞こえるかもしれませんが……実は私、お二人ふたりの顔写真を定期入れの中に……（続きを読むには『ここ』をクリックしてください。ここってどこだよ……）。

　イラスト担当の彩さえ季きなおさん、いつもお世話になってます！　原稿の合間などに頂いた委員長のラフを見て心を癒いやしております。やはり委員長はいいものだ……。




　とまあ、そんなわけで──

　またなんらかの作品でお会いできたらと思います。





二〇一二年三月上じよう旬じゆん　周防ツカサ＠まだけっこう寒い。
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周す防おうツカサ

リボンが上手く描けず、かなりやっつけなドット絵になってしまったことをここにお詫び申し上げます。もう少し全体を複雑なドット絵にすることも考えましたが、それをすると本来力を入れるべき中身に支障をきたしかねませんので。……自分で仕事増やしてんな。
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彩さえ季きなお

２ヶ月前に旅行に行ってきたのでもう引き篭もりではないイラストレーターと言いたいところですが、気づいたらこの２ヶ月仕事とゲーム以外した記憶がありません…。
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